
  

【はじめに】 
当サークルは、「萌えで観光振興・町おこし」

いわゆる「コンテンツツーリズム」の研究を、

2015 年夏より本格的にスタートさせました。 

「コンテンツツーリズム」は、「知る人ぞ知る」と

いう程度の地域資源が、アニメ・マンガ等のコンテン

ツを契機として見直され、掘り起こし開拓されてい

く、という流れがあります。このダイナミズムに魅か

れて、研究をし続けております。 

研究に際しては、自分自身の全国各地への同人誌

即売会参加・評論経験や、「中小企業診断士」として

活動する中で得られた知見、そしてこれまでの観光

業における職務経験も生かしつつ、世間への開陳に

堪えられる成果を出せるよう、努めております。 

そして、「コンテンツツーリズム」の「成功

法則」解明を目標としております。 

 

当サークルの研究成果としては、2015 年冬、主に

東日本各地の事例を研究・分析した第 1 巻を刊行。

次いで 2016 年春に、主に西日本各地の取組事例を集

めた第 2 巻を刊行いたしました。 

両刊とも、お陰様で多くの関係者から反響をいた

だきました。某市では、市議会保守系の会派内

で回し読みされた、或いは議会質疑において著

作物が取り上げられたことを確認しております。 

某町では、町の商工会で回し読みさえた形跡

を確認しております。 

これまでの同人活動ではありえない展開が見

られ、徐々に反響の広がっていく様子が見られます。 

著者としては光栄に思うと共に、身の引き締まる

思いでもあります。 

 

本書「第 3 巻」では、これまでの研究の中で収録漏

れとなっていた事例や、ここ最近の事例を収録。 

コンテンツツーリズム「成功法則」の理論も大幅に

改訂を加え、より実践性高く、地域関係者の皆様のお

力になれる書誌を目指しております。 

未熟な研究ではございますが、本書も引き続きお

付き合いをいただければ幸いです。 

 

本書の刊行に当たっては、サークル「かんたんのゆ

め」NT/fiv 様より、画像提供・表紙デザインにて、

多大なご協力をいただきました。 

また、コンテンツツーリズム先行研究者の

皆様方や、某中小企業診断士・勉強会メンバ

ーの皆様方からも、多くの示唆と知見をいただい

ております。本書執筆に際し、確実に血肉となりまし

た。 

謹んで御礼を申し上げつつ、前書きの結びとさせ

ていただきます。 

 

2016 年 12 月吉日 

ＳＴＲＩＫＥ ＨＯＬＥ 花羅拝  

 

【追記】2015 年冬刊行の「コンテンツツーリズム取組事例集１（主に東日本編）」は完売しました

が、皆様にご覧いただけるようｗｅｂ上での無料公開を始めました。こちらも併せてご覧下さい。 

「コンテンツツーリズム取組事例集１」ｐｄｆ版 

http://blog.livedoor.jp/analstrike/contentstourism-torikumi01.pdf 

 ※続巻の無料公開も検討中です。公開時にはブログ・Ｔｗｉｔｔｅｒでご案内致します。  
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東京都立川市は、立川飛行場の設置に伴い、「基地

の町」として商工業が集積・発展してきた町である。 

戦後は陸軍から米軍に接収され、米軍基地を軸に

発展。1970 年頃に基地は返還されたが、新宿からＪ

Ｒ中央線で約 30 分、都心に近いロケーションである

ことが幸いし、以後はベッドタウンとして発展した。 

2016 年現在の人口は約 18 万。多摩地区の中核都市

として、国の出先機関が置かれると共に、基地跡地に

商業施設「ファーレ立川」が建つなど大規模商業施設

が林立する街並みに。 

最近では、市の南北を結ぶモノレールも開通し、

商業施設とモノレールとが組み合わさる景

観は「近未来都市」を彷彿させる。 

この景観が、「とある魔術の禁書目録」「とあ

る科学の超電磁砲」等所謂「とある～」シリーズ

の舞台として起用された遠因となろう。 

 

 

◆オタクショップの集う町として 

商業の集積地・立川は、オタク系ショップの進出も

盛んだ。アニメ舞台として起用される以前より、「オ

タクの聖地」として注目されていた。 

「とある魔術の禁書目録」放映前年の 2007 年時点

で、立川駅北口「第一デパート」には、同市に本

社を構える老舗フィギュアショップ「コトブキヤ」

が入店。他にも、コミックの品揃えを充実させた地元

書店「オリオン書房」や、プラモデルショップ等の専

門店が多数入店。一種のオタクビルと化していた。 

同じく北口の商業施設「フロム中武」にも、2006

年に「ボークス立川ショールーム」が入店。

「アニメイト立川店」も集い、この 2 つのビル

にオタク向けショップの集積が深耕した。 

当時の立川市産業振興課も、「街に色んな特色

があるのはいいことだし、街の活力にもな

る」と肯定的なコメントを寄せていた。（１） 

 

残念ながら「第一デパート」は、施設老朽化とこれ

に伴う再開発工事により、2012 年に閉店。 

「フロム中武」も、耐震工事により 2015 年にいっ

たん閉店。2016 年に新装開店を果たしたが、テナン

トの多くが入れ替わり、オタクショップは皆無に。 

往時のようなオタクショップが集積する商業施設

は現状見当たらないが、「アニメイト」は立川駅南口

に移転。「コトブキヤ」「オリオン書房」等のお店も駅

北口周辺ビルに移転。多少バラバラにはなってしま

【第１章】東京都立川市の取組 

地域振興へのアプローチ 「とある～」シリーズや「聖☆おにいさん」「シン・ゴジラ」等

多くの作品で舞台起用された特性を活かした誘客 

地域振興へのキーマン 立川市観光協会を中心に、商店会等の地域団体・事業者多数 

ここがポイント！ 

▶ 多様な作品舞台であることを活かし、新しい作品が出るや速攻アプローチす

るフットワークの軽さと積極性 

▶ オタクの集いやすい土壌、観光協会等地域のヤル気で、潜在力はピカ一 
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ったものの、多くのお店が今も立川で頑張っている。 

多少の紆余曲折はあれど、立川は、オタク向けのお

店が豊富に出店。オタクが集まりやすい地域で

ある、ということは押さえておきたい。（３） 

 

◆立川魔法都市化ぷろじぇくと「たち・ぷろ」 

「とある魔術の禁書目録」（2008 年）、「とある科学

の超電磁砲」（2009 年）と立川舞台のアニメ「とある

～」シリーズが人気の頃、立川魔法都市化ぷろじ

ぇくと「たち・ぷろ」が立ち上がった。 

立川市出身の人気イラストレーター・西又葵氏

のデザインで、「立川たっち」と称する小学生の

魔法少女キャラを、萌えキャラとして起用。 

「2009 年、たっちが立川の街に魔法をかける！」

というキャッチフレーズで、萌えキャラを通じた「町

おこし」に乗り出した。（４） 

運営は「二次元立川実行委員会」名義だが、問い合

わせ先等を見ると、立川のイベント会社「ＴＴ

Ｍ」による運営のようだ。（５） 

 

2009 年には、「DreamParty 東京」へ出店。「立川た

っち」を描いた痛車を展示。スティックポスター・ス

テッカーなどの販売を行った模様だ。（６） 

また、2011 年 8 月 28 日には「立川の夏・南口

商人祭」が開催。元々、立川駅南口の「諏訪神社」

で営まれていた「諏訪神社例大祭」が、立川南口商店

街連合会を巻き込んでの夏祭り「立川の夏・祭」とし

て発展・開催され 7 年続いていた。問い合わせ先が

「ＴＴＭ」となっており、またこの祭事の公式サイト

も「ＴＴＭ」のドメインだ。 

諏訪神社の祭事が、ＴＴＭの働きで「立川の夏・祭」

としてより大きくなったことが伺える。 

2011 年の祭事には、これに痛車＆アニメイベ

ント「たちフェス」を併催させ、従来から規模

も拡大。声優トークショーも行われた。（７） 

 

だが、この祭事も 1 回限りで終わってしまった。 

それどころか、旧来の「立川の夏・祭」としての開

催も終わり、諏訪神社も例大祭を独自に行う形に戻

った。ＴＭＭも、催事から手を引いている。 

しかも、「立川たっち」を起用した「二次元立川

実行委員会」の動きも、「たちフェス」以降

一切確認できない状況に。公式サイトも、2014 年

以降のｗｅｂアーカイブは確認できず、この頃まで

に閉鎖されたものと思われる。（８）

 

◆「とある自治体の地域振興」 

2008 年以降、アニメ「とある～」シリーズが放映。 

アニメでは学園都市としての雰囲気や、近未来感

ある光景からか立川市が舞台として起用された。 

徐々にファンが「舞台巡り」として立川を訪れるよ

うになり、立川市も、2010 年 5 月頃にはこのことを

把握した模様だ。（９） 

 

2010 年 12 月には、立川市・多摩市が主体となり、

「とある～」シリーズの舞台であることを活かした

観光振興事業「とあるアニメの学園都市化計画」（の

ちに「とある自治体の地域振興」に改題）を展

開することが決定。 

翌 2011 年 1 月、立川駅と多摩センターで巡礼マ

ップを配布。これが「とある～」シリーズの舞台た
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ることを活かした「町おこし」の端緒となる。 

 

実行組織としては、官民協働の連携組織「とある

アニメの連絡会」が設立された。 

連絡会の構成メンバーは、行政系統からは立川市・

立川観光協会・立川商工会議所など。企業からはコト

ブキヤ・オリオン書房・多摩都市モノレール・立川シ

ネマシティ等が参画した。（１０） 

この連絡会は、立川観光協会内「ブランド強

化委員会」の所管として位置付けられ、立川観

光協会主導の下、アニメ舞台たることを活かした

「町おこし」の取組が進められていった。 

 

まず 2011 年、地域祭事「たちかわ楽市」や先

述の「立川の夏・南口商人祭」に出店。取組内容は出

店イベントごとに異なるが、パネル展示・聖地巡礼マ

ップ配布・グッズ類販売等が行われた。 

長野県大町市と姉妹都市提携をしていることから、

同市木崎湖を舞台とする「おねがい☆ティーチャー」

シリーズの展示を行ったこともあった。（第 9 章） 

 

特に「たちかわ楽市」での、地域限定グッズの

開発・販売に積極的だ。 

この取組に長年携わる翔氏によると、「「秋の楽市」

に向けてグッズ販売や企画を展開するため、極論を

すれば前年の楽市が終わる次の楽市に向け

て 1 年間は情報収集とグッズ開発に費やさ

れる」（翔,2016）とのことで、「たちかわ楽市」

を事業の中核としている状況が伺える。 

グッズ類も、当初はストラップやポストカード等

が中心だったが、2012 年以降、「ゲコ太瓦せんべい」

（販売・信濃屋）・「ゲコ太どら焼き」（販売・立川伊

勢屋製菓）・「ゲコ太ぱん」（販売・立川福祉作業所）

等商品が拡充。 

特に上記 3 品は、好評を受けてか上記各店舗で常

設販売されるに至る。 

これらの業者も、一連の取組過程の中で「連絡会」

に加入。グッズ類のラインナップ増強と共に、

町おこし取組の輪が広がった様子が窺える。 

 

この他、「たちかわ楽市」合わせでスタンプラ

リーやカードラリーを実施、町の回遊を促

す取組も進めている。 

2014 年以降は、版権元・自販機設置業者・飲料メ

ーカー協力の下、市内 8 か所（のち 10 か所に増強）

に、「とある～」シリーズのイラストをラッピングし

た飲料自動販売機を設置。加えて主人公・御坂

美琴が愛飲する「ヤシの実サイダー」をご

当地飲料として自販機で販売した。（翔,2016） 

各自販機ごとにイラストが異なる上、飲料のラッ

ピングデザインも数種類がランダムに出る形式とい

う事もあり、市内自販機巡りを始めるファンも少

なくない。「楽市」以外の平時でも、町中を回遊

させる仕組みが出来上がった。（１１） 

 

協力的な店舗では、お店とファンとの交友関係も

出来上がっている。 

立川観光協会・岩崎副会長は、先進地域への視察で

得た知見を基に、「アニメの人気が熱いうちに、

お店のファン、地域のファンになってもら

いたい」「立川の商店の方たちにも、アニメを通じ

て、ファンの方たちとコミュニケーションをとって

もらいたい」と語っている（１２）。 

お店との交流を通じ、ファンのリピーター化・

「地域のファン」化を狙っている。 

その狙いに沿うかのごとく、ファンとの交流に積

極的なお店も登場。老舗茶屋「菊川園」のように、フ

ァンの要望を受けて独自商品の開発に乗り

出すお店も出てきた（１３）。 
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取組が積極なお店の一つ「信濃屋」は昨今閉店した

ものの、その志を近隣のコンビニ「かわせや」

が継承。信濃屋謹製の立川限定グッズを販売し、「と

ある～」ラッピングの自販機も設置した。広い店舗た

る事を活かし、等身大パネルや休憩コーナーや寄せ

書きボードなども用意された。（１４） 

人の集まりやすい環境ということもあり、立川に

不足していた「ファンのたまり場」としての

役割を果たせるのではないか？と期待したい。たま

り場目当ての、リピーターの増加にも期待したい。 

 

◆「とある～」シリーズ以外の取組 

町おこしプロジェクト「とある自治体の地域振興」

は、そのタイトルが示すように、どうしても「とある

～」シリーズ関連が中心になりがちだ。 

だが、立川を舞台としたアニメは、「とある

～」シリーズ以外にも数多い。 

現に、立川観光協会発行の巡礼マップには、「聖☆

お兄さん」（2013 年・劇場版）、「ガッチャマンクラウ

ズ」（2013 年）、「世界征服 謀略のズヴィズダー」

（2014 年）も収録されている。（１５） 

これらの作品を活用した取組についても触れたい。 

 

「聖☆お兄さん」関連では、「イエスとブッ

ダの部屋再現」企画が出色だろう。 

2013 年、劇場版公開に合わせ、立川市シネマ通り

商店会内の閉店店舗を利用しての展示だ。話題を呼

んだものの、1 か月で閉鎖したことが惜しまれる。 

続けていれば、その後 2～3年は、断続的にフ

ァンが舞台探訪の「拠点」として訪れる。周

辺店舗への経済効果も期待できる。誘客の「種」を早

期に潰してしまい、もったいない思いが募る。 

なお同時期には、高島屋でのコラボ弁当販売や、立

川バスによるラッピングバス運行も為された。（１６） 

 

「ガッチャマンクラウズ」は、地元催事「立

川パル街」との提携が目立つ。 

立川駅北口商店街・35 の飲食店を食べ飲み歩きす

るイベントで、2016 年に 4 回目の開催を迎える。 

地元の飲食店活性化目的でのイベントだが、景品

に「ガッチャマンクラウズ」コースターを用意。伊勢

丹立川店での同作品グッズ販売も行われる。 

観光協会も、駅前商店会の協力を得て、同作品キャ

ラが描かれたフラッグを街路に掲出した。（１７） 

この他、2013～2014 年の「たちかわ楽市」では、

「とある自治体の地域振興」プロジェクトの一環と

して、パネル展示や聖地回遊ラリーも実施された。 

立川市のダイニングバー「カーヴ隠れや立川店」で

は、「ガッチャマンクラウズ」キャラをモチーフに「パ

イマンカクテル」がメニュー入りした。（１８） 

 

「世界征服ズヴィズダー」の取組は少ないが、

制作側の協力依頼に応じる形で制作段階・ロケハン

から、観光協会が協力。観光協会公式サイトが

「征服された」設定になったことも。 

また、「とある自治体の地域振興」関連で聖地ラリ

ーが実施。2014 年「たちかわ楽市」でもパネル展示

が行われた（１９）ほか、観光協会ではコラボ菓子の

販売も行われた。（２０） 

 

最も成果の上がった取組は、「あにきゃん」だろ

う。2012 年に立ち上がった、コスプレイベント・痛

車イベント・ステージイベント・トークショーに加え、

立川シネマシティでのアニメ映画特別上映等を複合

した形の、サブカルイベントである。 

地域の新年会での「何かイベントができないか」
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との声を契機とし、若手メンバー中心に、立川駅前

3商店会での合同開催だ。（２１） 

商店街の人々ゆえ、この手のイベントは素人同然

だったが、市内のフィギュア老舗「コトブキヤ」

や市内のゲーム制作会社「日本ファルコム」から

話を聞くなどして、勉強熱心だった。（２２） 

誘客成果も上々で、2015 年秋の開催時には 1 万人

来場のこと（２３）。コスプレ来場者を観測する指数

となる、コスプレイヤーズアーカイブ（２４）のｐｔ

数も、そこそこ高めの数字を出しているようだ。 

 

2016 年には、映画「シン・ゴジラ」のロケ

地になったことから、ロケ地見学会やパネル展示

などにも取り組んでいる。 

同年秋には、立川舞台の謎解きアニメ「ナゾトキ

ネ」も放映された。 

 

作品舞台に起用されるや否や、フットワ

ーク軽く新たな作品とのコラボを始める姿

勢は、横須賀市（第 2 巻参照）に似ている。（２５） 

立川は随時、様々な作品の舞台となっている。フッ

トワーク良く動き、新たに登場した作品の力を借り

ることで、「とある～」シリーズ以外の切り口からも、

町おこしが可能だろう。 

 

◆総論 

立川は、（萌えの力を用いた）「町おこし」のポテン

シャルが、極めて高い街である。 

「コトブキヤ」「オリオン書房」「アニメイト」など

オタク向けのショップが揃い、「劇場版ガールズ

＆パンツァー」の爆音上映が有名な「立川

シネマシティ」のような映画館もある。オタク

の集まりやすい文化的土壌が備わっている。 

地域側が何か事業を始めるに当たり、オタク世界

のことを知らなくても、お店の人に知恵を授かれば

良いので、素人でも動きやすい環境だろう。 

 

町の人々の意欲も高い。2011 年「たちフェス」が

1 回限りで終わっても、別の方が新たなサブカルイベ

ントを立ち上げるだけのパワーが備わっている。 

立川市も、「立川市第２次観光振興計画」（2015 年）

の中で、「アニメ」の語が繰り返し頻出。アニメ舞

台たることを観光資源として生かす方向性

を定めている。（２６） 

 

これまで動きの盛んだった「とある～」シリーズ舞

台としての「町おこし」の動きは、昨今大きな動きが

見られないが、「たちかわ楽市」「あにきゃん」などの

イベントがあれば安定して人が集まる構図

が続いている。「安定期」に差し掛かったと言えよう。 

ファンのたまり場的スポットをつくるなど、ファ

ンが繰り返し来訪できるような流れをつくり、永続

的な誘客を図りたい。「かわせや」あたりが、その役

割を担う有力な候補になりそうだ。 

 

（１）J-CAST ニュース「「新・オタクの聖地」立川市 街の活性化に成功した理由」（2007 年 3 月 7 日）http://www.j-

cast.com/2007/03/07005995.html・同人用語の基礎知識「立川」http://www.paradisearmy.com/doujin/pasok_tachikawa.htm 

（２）Ｊタウンネット東京都「立川に「フロム中武」が帰ってきた！26 日、1 年ぶりリニューアルオープン」（2016年 5月

25 日）http://j-town.net/tokyo/news/localnews/226580.html 

（３）流石に、「オタクの聖地」とまで言うと言い過ぎかもしれないが… 
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（４）二次元立川実行委員会「たち・ぷろ」公式サイト（http://tachitachi.com/）は既に閉鎖されているため、

https://web.archive.org より過去のアーカイブを確認した。 

（５）たち・ぷろ問い合わせ先がＴＴＭ（株）の電話番号であること、ＴＴＭ（株）の公式サイト（http://e-ttm.co.jp/）

に「たち・ぷろ」が事業として紹介されているところから判断可能。 

（６）animate Times「【ドリパ 2009 秋】今度は街が痛くなる!? 「二次元立川実行委員会」ブースと、会場を華やかに彩

った痛車の数々を紹介！」（2009年 10月 28 日）http://www.animatetimes.com/news/details.php?id=1256722370 

（７）「立川の夏祭」公式サイト（http://e-ttm.co.jp/matsuri)より。過去のアーカイブも併せて確認した。 

（８）突然の活動停止、理由は定かではないが、「立川の夏祭」も「二次元立川実行委員会」も、全て 2011年 8 月の「立川

の夏・南口商人祭」を境に停止しているのは間違いないだろう。この祭事で、何かしら活動が困難になる事象が起こり得た

可能性は有る。 

（９）立川観光協会公式サイト内「立川×アニメ」http://www.tbt.gr.jp/tachikawa_anime/torikumi/ 

（１０）立川経済新聞「「とあるアニメの学園都市化計画」展開へ、立川・多摩のモチーフ場所を聖地に」（2010年 12 月 27

日）http://tachikawa.keizai.biz/headline/886/ 及び 翔,2016 より 

（１１）市内を巡回すると、立川駅南口の飲食店「入船茶屋」には、自販機設置箇所の地図が掲示されている。また、「コ

ミュニティーショップかわせや 

」では、近隣自販機への行き方を懇切丁寧に説明して下さった。 

（１２）アキバ総研「アニメ業界ウォッチング第 17回：5周年をむかえた「立川×アニメ」、聖地巡礼にとどまらない次の

一手は？ 立川観光協会・岩崎太郎インタビュー！」https://akiba-souken.com/article/25907/ 

（１３）立川経済新聞「立川の商店主ら、アニメファンと親交深まる－地方や海外からも」（2014 年 09 月 22 日）

http://tachikawa.keizai.biz/headline/1781/ 

（１４）ダメ系キーボードとアニメをそれなりに頑張るブログ「聖地立川】ゲコ太煎餅の信濃屋さんコーナーがコミュニ

ティーショップかわせや店内に出現しているぞ♪」http://ameblo.jp/sanchipinchi/entry-12148635929.html 及び、2016

年 9 月 11 日来訪時の様子より。 

（１５）2016年 9月 11日来訪時、「かわせや」にて入手 

（１６）（１２）、（翔,2016）及び立川市商店街連合会ブログ「聖☆おにいさん の 部屋再現！！」 

http://ameblo.jp/t-shoren/entry-11527791599.html 

（１７）（１２）及び Walkerplus「立川のイベントで商店街グルメを巡る」（2016年 09月 05 日） 

http://news.ameba.jp/20160905-188/ 

（１８）（翔,2016）及び立川経済新聞「立川のダイニングバーでガッチャマンクラウズ「パイマンカクテル」」（2014 年 08

月 13日）http://tachikawa.keizai.biz/headline/1757/ 

（１９）（１２）及び（翔,2016） 

（２０）『征服印の瓦せんべい』『ズヴィズダーどら焼き』など。「とある～」シリーズと類似のラインナップ。 

（２１）立川経済新聞「立川でサブカルイベント「立川あにきゃん」－アニメトークやコスプレ撮影など」」（2012 年 11月

07 日）http://tachikawa.keizai.biz/headline/1324/ 

（２２）多摩人に聞く「【第 10 回】立川あにきゃん実行委員会 実行委員長 宮崎幸治さん」 



 

 - 9 -  

http://mrs.living.jp/tama/a_feature/article/1694653 

（２３）東京新聞「アニメの「聖地」熱気 「立川あにきゃん」に１万人」（2015年 11月 4 日） 

http://www.tokyo-np.co.jp/article/tokyo/list/201511/CK2015110402000161.html 

（２４）コスプレイヤー向けソーシャルネットワーク。コスプレイヤーが参加表明するとｐｔ数が増すので、来場具合を

示す数値として活用可能。2015 年 111 月開催時は５４５ｐｔと比較的高く、当日の都内開催コスプレイベントでは第２位。 

（２５）ねとらぼ「立川市が「シン・ゴジラ」とコラボイベント開催 ロケ地「立川災害対策本部予備施設」のガイドツア

ーなど」http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20160919-00000036-it_nlab-life 

蛇足だが、神奈川県横須賀市と立川市は類似点が多いと思う。首都圏近郊で、数多くの作品のロケ地に起用。新しい作品

が出るや行政側がフットワーク軽く動けるところなど、共通点が多い。 

（２６）https://www.city.tachikawa.lg.jp/sangyoshinko/kanko/kanko/dai2ji_keikaku.html 

 

（参考文献） 

翔「とある自治体の地域振興-２０１１～２０１５の軌跡-」（同人誌・翔＠AnimeTourismLab・2016） 

 

 

2011 年より『コミック・アーススター』にて連載

された「ヤマノススメ」は、「ゆるふわアウトドア」

と銘打った、山登りをテーマとした漫画。インドア趣

味の主人公が、山登りの楽しさに目覚めていくとい

うストーリーだ。 

2013 年にアニメ化。埼玉県飯能市を舞台とし、市

内の天覧山や聖望学園高校なども背景に登場。飯能

市は「ヤマノススメ」の「聖地」となった。 

◆エコツーリズムを推進する飯能市

まず「前史」として、飯能市の、ヤマノススメ以前

の取組について触れたい。 

1956 年に吾野村・東吾野村、次いで 2005 年に名栗

村を編入したことにより、飯能市は、秩父盆地を取り

巻く山々の「外秩父山地」を市域に加えた。 

これにより、飯能市は、東京・池袋から電車で 30

～40 分程度の至近の地にして、奥武蔵の豊かな自然

に恵まれた町、という特色を得ることとなった。 

【第 2 章】埼玉県飯能市の取組 

地域振興へのアプローチ 「ヤマノススメ」舞台としての誘客・地域振興 

地域振興へのキーマン 飯能市、西武鉄道、国際興業、地域事業者有志など多数 

ここがポイント！ 

▶ 官民それぞれ熱心な町おこしの取組、ファン自らが主導する企画も 

▶ 完成された聖地巡礼ルート 

▶ 地域祭事に作品要素を組み込むことで積極的に誘客 
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これを生かす形で、2004 年に飯能市は、環境省か

らエコツーリズム推進モデル地区の指定を受

けた。市は、エコツーリズム推進協議会を立ち上げ。

里山などの身近な自然や、地域産業・生活文化を観光

資源としつつ（堀・井上・友成,2016）、多くのエコツ

アーを実施している。（１） 

また、2005 年名栗村編入直後に「森林文化都市」

を宣言。森林を活かしての町づくりを指針とした。 

2008 年、環境省より「第４回エコツーリズム大賞」

を受賞。2009 年には、エコツーリズム推進法に基づ

く「飯能市エコツーリズム推進全体構想」を

策定、環境省の認定も得た。（堀・井上・友成,2016） 

 

「ヤマノススメ」は、「山」を舞台としたアニメ。 

飯能市も、2013 年 2 月の声明（２）において「本

市の特性や取り組みと、アニメ「ヤマノス

スメ」のストーリーやコンセプトは、非常

に合致」と親和性の高さを認めている。 

飯能市の「ヤマノススメ」推進における動きの早さ

は、エコツーリズム推進の中で培われた誘

客のノウハウが生かされたものと捉えている。 

エコツーリズム推進事業の延長線上に、「ヤマノス

スメ」での「町おこし」が在る、と言えよう。 

 

◆飯能市の熱心かつ率先した取組 

飯能市の取組は素早く、アニメ第１期放映中の

2013 年 2 月に、同県秩父市（第 1 巻参照・アニメ「あ

の日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」舞台）の

事例を模した「飯能アニメツーリズム実行委

員会」を発足させた。 

当初の構想（３）では、飯能市・商工会議所・商店

街連盟・青年会議所・観光協会などの地元団体に加え、

西武鉄道・国際興業・飯能信用金庫といった飯能地盤

の企業、聖望学園・駿河台大学といった教育研究機関

（４）も加わっての展開を想定していたようだ。 

事務局は飯能市役所（５）に設置し、大久保勝市長

が会長を務める。なお、2016 年からは、制作側も実

行委員会に加入したようだ（新井・柿崎,2016）。 

 

初手として、巡礼マップの制作・配布事業を実

施。アニメ第 1 期放映時の 2013 年に作成、2014 年の

第 2 期放映に合わせて改訂した。（６） 

飯能市内の舞台シーンを上手くまとめつつ、町の

祭事やご当地グルメ・名産品も紹介している。 

これとは別に、第 2 期第 20 話（第 20 合目）「ここ

なの飯能大冒険」で青羽ここなが飯能市中を登山靴

で縦横無尽に闊歩したエピソードから、ここなが歩

いたルートを巡礼マップ化した。（７） 

 

飯能市では、健康増進と自然に触れる目的から、新

緑の季節に飯能の里山を歩く「ツーデーマー

チ」を毎年 5 月に開催している。 

2013 年開催時は、この祭事の中で、「ヤマノスス

メ」ブースを出店。原作者・しろ氏による

サイン会やグッズ販売を行った。（８） 

その後は、スタンプラリー要素を盛り込み、記念品

も用意した「ヤマノススメウォーク」コース

を用意。ファンの「ツーデーマーチ」参加を促すなど、

より積極的な誘客に努めている。（９） 

2013 年 8 月には、舞台・聖望学園を特別開放した

する聖地巡礼ツアーや、市民の協力も得て作中キ

ャラの誕生日パーティーも開催された。（１０） 

制作側がファン向けイベントを主催した時（2013

年 12 月・2015 年 4 月）には、市も、会場そばで物

販・供食屋台などを出店、側面支援を行った。（１１） 
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また、市広報誌「広報はんのう」に「ヤマノススメ」

イラストが起用された時には、市からファン向けに

広報誌郵送サービスを行なったことも。（１２） 

この他、スタンプラリ―企画も積極的に行い、町の

回遊に努めている。 

 

飯能市がらみでは、飯能中央地区行政センタ

ー・飯能中央公民館の取組が熱心だ。 

ここは、飯能駅から天覧山に向かう途中、舞台とも

なった飯能河原を一望するロケーションで、ファン

立ち寄りも多い「聖地」スポットでもある。 

2016 年 3 月には、「ヤマノススメのブタイノススメ

パネル展」を開催。ファンが制作した「舞台紹

介パネル」の展覧会で評判も高く、同年 8 月に

アンコール開催されたぐらいだ。ファンの力が積

極的に活用されているところもポイントだ。 

他にも、ここでは時折「ヤマノススメ」関連の展示

が行われている。ロケーションの良さもあり、ファン

が繰り返し訪れる「聖地」になり得るだろう。（１３） 

 

◆作品要素を含む地域祭事 

地域の既存祭事に作品要素を盛り込み、ファンの

誘客を狙う取組は、多くの地域で見られる「定番」メ

ニューだ。「理論編」にて後述するが、既存祭事をベ

ースに、作品要素を少し追加するだけなので、一から

イベントを立ち上げるのに比べれば、手間暇・コスト

が軽減されつつも成果が上がりやすい。 

飯能市も決して例外ではないが、その頻度が、他地

域に比べてもとりわけ多い。 

 

毎年秋、飯能市内では、「飯能まつり」が開催さ

れる。これは 2 日間の参加人数は公称 13 万人、飯能

地区最大級のイベントだ。 

2014 年秋には、「ヤマノススメ」とコラボしてのス

タンプラリー企画が実施だれた。（１４） 

2 月には「飯能ひな飾り展」が開催。これに合

わせ市もスタンプラリー企画 W 開催。 

3 月には、「ひな飾り展」付随イベントでもある東

日本大震災復興支援イベント「震災復興元気市」

が開催されているが、ここでも「ヤマノススメ」要素

を積極的に盛り込んでいる。2015 年は「観音寺」

境内にて販促グッズのチャリティ抽選会を

開催。2016 年には上映会が行われた。（１６） 

前節「ツーデーマーチ」に「ヤマノススメ」フ

ァン向けのコースを取り入れた例然り、地域の既存

祭事に作品要素を盛り込む取組は、こと飯能市に関

しては相当積極的な印象だ。

 

◆民間企業・個人事業者の取組も熱心 

ここまで行政や地域団体の取組を中心に紹介した

が、民間企業の取組も盛んである。 

西武鉄道は、「特急ヤマノススメ号」などの

ファン向け特別列車を仕立てて運行。車内で声優の

アナウンスを仕込むなど、趣向を凝らす。（１７） 

2016 年 1 月には、作品聖地の一つでもある飯能市

内の山・天覧山での初日の出を見よう、ということで

「天覧山 初日の出号」を運行。ファン向け特

別放送や、新春コラボ企画を用意した。（１８） 

 

国際興業も、飯能駅～旧名栗村間の路線バスで、

2013 年よりラッピングバスを運行。（１９） 
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2014 年には、車内のアナウンスにも「ヤマノ

ススメ」キャラの声を起用。車内マナーや車内事故防

止等のメッセージを呼び掛けており、2016 年 6 月訪

問・乗車時にも、その様子は確認している。（２０） 

 

市内事業者独自の動きも、見逃せないものがある。 

市内有志業者による「飯能ヤマノススメ倶楽

部」は、複数業者共同で「ヤマノススメ」市

内限定グッズを独自に開発・販売。（２１） 

「飯能ヤマノススメ倶楽部」の実態はまだ完全に

は確認しきれていないが、各有志業者による連合体・

アライアンス的なものであると共に、市内業者の「ブ

ランド」でもあると見ている。業者の中には、店舗の

一部スペースを「ヤマノススメ倶楽部コーナー」とし、

グッズの販売・陳列に充てているところも。（２２） 

私が 2016 年 6 月に訪問した際は、「ヤマノススメ

倶楽部」参画店舗内の有志で、独自のスタン

プラリーイベントも実施していた。 

 

また、「ヤマノススメ」聖地でもある市内「天覧山」。

この山の麓にあるコンビニエンスストア「タイム

ズマート」の存在も面白い。 

等身大パネルやファンからの持ち込み寄贈品、声

優からのサイン色紙等が展示され、店舗の 1/3 は

「ヤマノススメ」で埋め尽くされている。 

ファンの間では馴染みのコンビニ、というか「聖地」

として認識されているようで、キャラの誕生日会会

場となるなど、ファンの集う「たまり場」にな

りつつあるようだ。（２３） 

 

◆飯能駅～天覧山 完成された聖地巡礼ルート 

以上、官民それぞれの立場から、各々の熱心な取組

のお陰で、飯能の聖地巡礼ルートは、極めて完成され

たものになっている、とも思う。 

飯能駅を下車し、先ずは駅ビル内のお店に。駅ビル

内にも、作品グッズを販売する山岳用品店があるの

で、そこを漁る。 

そこから天覧山に向かうには、飯能銀座商店街

を歩く。同商店街も作中に登場するが、お店の中には

等身大パネルを置いていたり、グッズを販売するお

店もあったり。お店巡りも面白い。 

商店街を抜け先に進むと、突き当りに「飯能中央

地区行政センター」が。ここは舞台・飯能河原を

一望できる環境であるばかりか、「ヤマノススメ」関

連展示も頻繁だ。巡礼ノートも常設されている。 

ここから天覧山に向かう途中のお寺「観音寺」も

必見。舞台になったことを契機にキャラパネルが置

かれ、キャラを彩った絵馬まで販売。もちろん、

奉納された絵馬は、痛絵馬が多い。 

 

観音寺を抜けた先、天覧山の中腹には先述「タ

イムズマート」が。ここで一息ついて天覧山に登

る。山の中腹にも、巡礼ノートが設置されている。 

なお、天覧山は標高 200m弱の低い山で、初心者向

け。往復 30 分あれば上り下りできる。もちろんここ

も、作品舞台として起用されている。 

とこんな具合で、駅から天覧山に向かう往

復のルートだけで、これだけ多くの作品ゆかりの

スポットを回れるのだ。 

ある意味、完成された聖地ルートが出来上が

っており、これも飯能ならではの特色か。 

  



  

◆ファンも町おこしをサポート 

ファンの巡礼行動が深化すると、ファンと地域と

が協働で地域活動に臨むケースも表出する。鷲宮な

ど一部の地域に見られるが、ファン自らが「町お

こし」に携わる地域も少なくない。 

そういう地域では、ファンの地域に対する忠誠心

も高く、「作品のファン」が「地域のファン」

に進化。ファン間、或いはそこに地域民も交えたコ

ミュニティが形成され、その存在が再訪の動機と

もなる。こういう流れが、コンテンツツーリズムの持

続力を強化する。鷲宮などは、もはや「半永久的」と

も言えるレベルだろう。（詳細は理論編参照） 

飯能にも、同様の傾向が見られる。 

 

天覧山での原作者・しろ氏による記念植樹や、飯能

商工会議所向かいの「飯能小町公園」は、ファン有

志が保全・維持活動に協力している。 

前々節で取り上げた、2016 年開催「震災復興元気

市」における上映会の実施・「ヤマノススメのブタイ

ノススメパネル展」展示などは、ファン有志の手によ

るもの。（新井・柿崎,2016） 

ファンの力が、確実に地域に貢献している。 

 

ちなみに、「ヤマノススメ」ファンの動きは結構活

発で、他にも、飯能河原でバーベキューを時折実施。 

「ガールズ＆パンツァー」の舞台・茨城県大洗町ま

で、国際興業の「ヤマノススメ」ラッピングバスで行

こうとする（２４）など、ファン活動の活発化が著し

い。（新井・柿崎,2016） 

彼らファンの存在もまた、今後の飯能活性化に大

きな役割を担うことだろう。 

 

◆今後の展望 

最後に、今後の飯能の動きについて申し上げたい。 

2017 年、市内宮沢湖畔にムーミンのテーマパ

ーク「メッツァ」の開園が控えている。（２５） 

ムーミンもアニメ化されたとはいえ、全年齢向け

の「ムーミン」と、オタク向けの「ヤマノススメ」と

では、明らかに客層が異なるし、その分「コンテンツ

ツーリズム」としての取組の文脈も異なる。「ヤマノ

ススメ」取組に直接的な影響はないと思う。 

ただ、地域側のリソースが、一定量「ム

ーミン」に割かれるのは予想できる。悲観する

必要はないが、楽観も禁物。 

今後の「ムーミン」絡みの動きには、注意を払いた

いものである。 

 

（１）「エコツーリズムのまち飯能」（http://hanno-eco.com/）によると、2014 年度は 121のエコツアーを実施。エコツア

ーの定義は曖昧だが、飯能のラインナップを見る限りは、里山の自然を体感するメニューが多い傾向だ。 

（２）飯能市役所「アニメを活用した地域振興」（2013年 2 月 28 日）http://www.city.hanno.saitama.jp/0000004455.html 

（３）（２）にアニメツーリズム委員会構想図へのリンクあり。 

（４）（３）を読む限り、聖望学園はアニメ舞台だからという側面が強そう。駿河台大学は、観光学関係の研究者が在籍し

ており研究・分析面での役割に加え、学生マンパワーの動員にも期待していた模様だ。 

（５）市役所のどこの部署に事務局が置かれているかは、非常に曖昧だ。問い合わせ先は秘書広報課／情報戦略課の時も
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あれば、観光・エコツーリズム推進課の時もある。また、ヤマノススメ関連の市からの情報発信は、市民生活部賑わい創出課

だ。各課それぞれにアニメツーリズム担当がいるのだろうか。 

（６）飯能市役所「「ヤマノススメ」の舞台探訪マップができました☆」（2015 年 4月 6 日） 

http://www.city.hanno.saitama.jp/0000004424.html 

（７）飯能市役所「「ここなの飯能大冒険」マップ」（2015 年 4月 1 日）http://www.city.hanno.saitama.jp/0000007764.html 

（８）「平成 25年度の飯能市のシティプロモーションの取組について」 

http://www.city.hanno.saitama.jp/cmsfiles/contents/0000005/5791/citypromotion.pdf 

（９）「ツーデーマーチ」は、市教育委員会体育課内に事務局が設置。アニメツーリズム実行委員会が運営する「飯能市ヤ

マノススメ」faceboook を見ると、コスプレでのツーデーマーチ参加も。http://www.city.hanno.saitama.jp/0000010337.html 

（１０）はうやし報告記（仮）「「ヤマノススメ」 舞台探訪（聖地巡礼） 聖望学園校内を案内していただきました。」 

http://hauyashi.main.jp/blog/archives/99、飯能市役所「「ヤマノススメ」の舞台・飯能を、もっと身近にしませんか」

（2013年 8月 25日）http://www.city.hanno.saitama.jp/0000005148.html 

（１１）（８）及び飯能市役所「ヤマノススメ セカンドシーズン登頂記念パーティーが開催されます」（2015年 4 月 16 日） 

http://www.city.hanno.saitama.jp/0000008378.html 

（１２）飯能市役所「広報はんのう 12月 1 日号への「ヤマノススメ」イラストの掲載について」（2015年 11 月 30 日） 

http://www.city.hanno.saitama.jp/0000009498.html 

（１３）「飯能市ヤマノススメ」faceboook より 

（１４）日刊スポーツ「飯能まつり「ヤマノススメ」とコラボ」（2014年 10 月 30 日） 

http://www.nikkansports.com/entertainment/news/f-et-tp0-20141030-1389447.html 

（１５）マチパブ「ヤマノススメ×飯能ひな飾り展スタンプラリーを開催します！」（2016/02/19） 

http://machi.jpubb.com/press/651510/ 

（１６）観音寺公式サイト（http://www.hanno-kannonji.com/ext3.2.html）及び東京新聞（2016年 3月 1 日）「飯能で５、

６日に被災地支援イベント」http://www.tokyo-np.co.jp/article/saitama/list/201603/CK2016030102000187.html 

（１７）「ヤマノススメ」の 2 年前に放映された「あの花」でも同様のことを実施している。 

（１８）「2016 年も西武鉄道とヤマノススメが新春コラボ！新春を飯能駅で迎えよう！」http://news.4travel.jp/27079/ 

（１９）（８）に同じ 

（２０）「バス車内アナウンスにアニメ「ヤマノススメ」あおい と かえで 採用…国際興業」 

http://response.jp/article/2014/10/02/233960.html 

（２１）飯能ヤマノススメ倶楽部公式 Twitter（https://twitter.com/yamanosusumeclu、https://twitter.com/hannomuuma）

より。加盟店は、確認した限りは飯能第一ホテル・ひだまり山荘・さわらびの湯・山遊人・喫茶すずき・珈琲館飯能店など。 

（２２）特に旧名栗村「さわらびの湯」は、グッズの売り場面積が結構広い。 

（２３）LostTechnology Blog「青羽ここなお誕生日会」http://www.losttechnology.jp/blog/2014/08/13/ 

（２４）国際興業のラッピングバスは、路線バス対応で高速道への進入不可…一般道で大洗まで行ったらしい… 

（２５）文化新聞（2016年 5 月 10 日）「宮沢湖６月から立ち入り禁止 「メッツァ」工事いよいよ」 

http://www.bunkashinbun.co.jp/wp/2016/05/10/ 
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堀彰穂・井上和久・友成真一「コンテンツと自然環境を共に活用した観光による地域形成に関する研究」（日本国際観光学

会論文集第 23 号所収・2016）http://www.jafit.jp/thesis/pdf/16_19.pdf 

新井康之・柿崎俊道「聖地会議９」（同人誌・聖地会議・2016） 

 

「たまゆら」シリーズは、横須賀（神奈川県）か

ら竹原に移り住んだ主人公の女子高生・沢渡楓が、父

の形見のカメラを片手に、3 人の親友や竹原の町の

人々との出会い、そして成長を描いたアニメである。 

2010 年秋にＯＶＡ公開。好評を受け、翌 2011 年に

アニメ第 1 期「たまゆら～hitotose～」、2013 年に第

2 期「たまゆら～もあぐれっしぶ～」が放映された。 

2015 年には、完結編となる「たまゆら～卒業写真

～」が劇場版 4 部作としてスタート。2016 年 4 月、

第 4 部「朝（あした）」の公開をもって完結した。 

 

「マッサン」は、2014 年～2015 年にかけて放

映されたＮＨＫ朝の連続テレビ小説。 

竹原市出身にして、ニッカウヰスキーの創業者と

しても知られる「日本のウイスキーの父」竹鶴政孝

がモデル。竹鶴夫人がスコットランド人のため、ヒロ

インに外国人女優を起用したことも話題となった。 

後半はニッカ工場の建つ北海道余市町中心も、前

半は竹鶴酒造のある竹原の街並みが舞台となった。

 

◆制作側と地域との関係性 

今でこそ竹原市は「アニメ「たまゆら」のま

ち 竹原」（３）とうたっているものの、アニメ制

作当初は、そんな熱心な様子も見られなかった。 

制作に取り掛かった 2010 年初頭、制作側（松竹株

式会社）より竹原市役所にアニメ制作に当たっての

協力を要請するも、市の反応が薄く、アニメを軽視す

るような考え方すら見られたようだ（風呂本,2012）。 

そこで動いたのは、地域のＮＰＯ法人「ネット

ワーク竹原」だ。ネットワーク竹原が、竹原を諦

めかけていた制作側を慰留。竹原市議会でも、その旨

の質疑が見られる。（風呂本,2015・赤澤,2015） 

 

「ネットワーク竹原」は、竹原の地域活性化を目的

に結成されたＮＰＯ法人。市内で保険代理店等を経

営する佐渡泰氏が、青年会議所時代にまちづくりの

勉強会を開催していたが、長期的なプロジェクトが

【第 3 章】広島県竹原市の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「たまゆら」・ドラマ「マッサン」舞台としての活動 

地域振興へのキーマン 制作側（＝権利元・主に松竹）、ＮＰＯ法人竹原ネットワーク 

ここがポイント！ 

▶ 「竹原駅前商店街」…制作側の制約厳しく取組も難しい中、「ももねこ様」版

権の緩さを突破口に、商店街の振興に挑む 

▶ 「街並み保存地区」…「たまゆら」「マッサン」などの複数作品の舞台として 
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難しいと考え、ネットワーク竹原の設立に至った。 

街並み保存地区の保全・活用が主事業であり、空き

古民家の再生を通じた地域活性化に積極的だ。（４） 

その最たるものが、「たまゆら」の聖地「旧笠井

邸」だ。旧笠井邸にＮＰＯ法人の事務局も入る形で

利用しつつ、同所の改修・保全活動も行っている。 

この他、「たけはら憧憬の路」「たけはら町並み雛め

ぐり」などの催事にも参画。特産品開発事業・楽団運

営・竹林保存事業などにも携わっている。（５） 

 

ネットワーク竹原・佐渡代表は、「らき☆すた」舞

台としての埼玉県久喜市鷲宮（第 1 巻参照）におけ

る経済効果を知っていた。それゆえに、ビジネスチャ

ンスを逃してはならないと制作側の慰留に動いた。 

結果、竹原が舞台として起用され、地域と制作側と

の協調関係も徐々に構築されていったようだ。 

このような経緯もあり、以後ネットワーク竹原は、

地域と制作側との「結節点」としての働きを担

うようになる。（風呂本,2012、風呂本,2015） 

後述の市内開催イベント「たまゆらの日」において

も、竹原と制作側の調整弁として、スタッフの確保や

運営などに重要な役割を果たした。（６） 

 

昨今では、地域と制作側の窓口役にも、若干の変化

が生じている。 

街並み保存地区の「堀川醤油店」及びお好み焼き

店「ほり川」の店主・堀川大輔氏も窓口役を担う。 

堀川醤油店は、1983 年公開の映画「時をかける少

女」でロケ地に起用。「たまゆら」でも、醤油蔵を活

用したお好み焼き店「ほり川」が、舞台となった。（７） 

「ほり川」で提供される、「たまゆら」コラボ

メニューのお好み焼きも、ファンに好評だ。（８） 

 

元々、「ほり川」に直接、制作側（監督・プロデュ

ーサー等）が来店。モデルとして使わせてもらいたい、

と依頼され制作側との良好な関係を構築（９）。一方、

市観光協会副会長などを務め、地域側との調整役も

担っている。（赤澤,2015） 

後述するが「ももねこ様祭」という、「たまゆら」

登場のキャラ「ももねこ様」をモチーフにした祭事が

商店街で営まれており、ここでは商店街関係者が調

整役を担うこともある、と考えられる（９）。 

 

地域的な作品への受け入れ態勢としては、2010 年

秋に、「チームたまゆら」が結成された。竹原ネ

ットワークを中心に、市や商工会議所などの地域団

体を交えた合議体だ。 

しかし「チームたまゆら」内部を見ると、規模も大

きく、制作側が求める「スピード」に地域側

が付いて行ける体質ではなく、両者共に不満

を抱えていたようだ（風呂本,2012）. 

そこで 2013 年春頃には、観光協会内に「たまゆ

ら部会」が設立。小規模で小回りが利く団体とし、

スピードも改善させた。（赤澤,2015）（１０） 

 

「ＮＨＫ」朝ドラ「マッサン」においては、2014 年

の放映前に、官民合同の「竹原市マッサン推

進委員会」が発足した（１１）。 

事務局を竹原市観光協会に置き、会長は市内被服

店社長、のちに竹鶴酒造と関連深い酒造会社社長に

交替。製作側と地域との調整弁を担っている。 

「たまゆら」の時とは異なり、比較的円滑に受け入

れ態勢が構築されたようだが、これも、「たまゆら」

の時の経験が大きく生きたと考えられよう。 
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◆「たまゆらの日」－松竹主導の取組－ 

2010 年秋、アニメＯＶＡ販売に合わせ、竹原市内

でファンイベント「たまゆらの日」が開催さ

れた。展示や声優ステージ・音楽イベントなどがメイ

ンで、ファン 1000 人以上が集った。（赤澤,2015） 

一見「町おこし」の成功にも思えるが、主催が松

竹主体の制作側という点は留意したい。報道にも、

「作品ＰＲの場」と目的が明記されている（河

嶌,2014）。地域を一つの「メディア」としての「メデ

ィアミックス展開」との指摘もある。（彭,2016） 

アニメＯＶＡに合わせた制作側のプロモ

ーションと考えるのが妥当であり、地域の主体的

な動きではない。（１２） 

実際、「たまゆらの日」イベントの多くはチケット

制・有償入場を取っている。 

 

制作側・松竹による版権管理も厳しく、市や商店街

による独自のグッズ制作は、相当ハードルが

高い模様。ロイヤリティはともかくデザイン面で

制約が大きいとの話や、製作側と懇意なはずの「ほ

り川」店主・堀川氏ですらグッズ制作に際しての折衝

には難儀した、との話も指摘されている（赤澤,2015） 

2011 年、先進地・埼玉県久喜市鷲宮より講師を招

き、「特別住民票」「スタンプラリー」といった取組を

紹介されたものの、特別住民票は実現に至らず。スタ

ンプラリーも、2013 年になってようやく竹原市主導

での実現に至った。これも、制作側の許諾を得にくか

ったからでは、との指摘もある。（河嶌,2014）（１３） 

他の地域でありがちな、地域側による独自の商品

開発も決してゼロではないが（１４）、この制約ゆえ、

竹原では思うように進みにくい状況だ。 

既存イラストの転用なら何とか行けるかもしれな

いが、ファンが飛びつきやすい書き下ろしイラスト

はなかなか難しく、商売にも結び付きにくい。 

 

◆商店街と”ももねこ様” 独自の展開 

前節の通り、竹原の「町おこし」は、制作側の作品

プロモーションの要素が極めて強い。制作側優位・

主導と言っても良い。地域主導の取組にも、制約が

生じている。しかし、「ももねこ様」に関しては例

外のようだ。 

「ももねこ様」は、「たまゆら」作品中に登場する、

竹原に住み着いた猫という設定で、マスコット性が

高いキャラクター。「竹原の守り神」とされている。 

2011 年の「たまゆらの日」で、主催・松竹が、も

もねこ様像を設置。これはあくまでイベント用の石

像で、その後の処遇は決まっていなかったが、地域

側が移設費用を負担した上で、竹原駅前商

店街に設置した。 

今では町の人々やファンにより、定期的に石像の

着せ替えが行われ、お供え物・お賽銭箱も置かれる。

本物の守り神にも思える扱いだ。（赤澤,2015） 

 

版権管理の厳しい制作側も、「ももねこ様」

に限っては制限が甘い。 

竹原駅前商店街振興組合も、街並み保存地区

との差別化意図もあるのだろうが、「ももねこ様」

を中心とした商店街振興に意欲的だ。 

駅前商店街では、多くの店舗が「ももねこ様」グッ

ズを販売。商店街内にはファン向けの休憩所を用意

した。「ゆるキャラグランプリ」にも、同商店街振興

組合所属で出馬した。（１５） 
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2012 年には、国の補助金 7500 万円を活用し、商

店街を「ももねこ様カラー」のピンクに統

一するという思い切った施策まで登場した。（１６） 

 

2011 年 7 月からは、「ももねこ様大感謝自由市」、

通称「ももねこ様祭」が開催された。 

これは地域側から制作側に働きかけて実

現したもので、竹原駅前商店街振興組合と制作側と

の共催名目ながら、地域主導の色合いが強く、

ファン参加型としての要素も盛り込まれている。 

声優トークショーに加え、一日版権制による「もも

ねこ様」に限定した地域住民の二次創作的なグ

ッズ販売が認められた他、地域民・ファンから

声優・制作側関係者まで交えての、盆踊りも行われた

（赤澤,2015）。制作側主導の色濃い取組の目立つ中、

異色を放っている。 

「ももねこ様祭」は、街並み保存地区での「憧憬

の路」など地域既存祭事との併催形式が多く、年 1

回ペースで開催。2016 年現在でも存続している。 

 

制作側主導の取組み目立つ「たまゆら」だが、竹原

駅前商店街に関しては、版権の緩さもあり「ももねこ

様」と共に歩む「町づくり」を志向しているようだ。 

商店街の中には、寄贈品で埋め尽くされる、常連フ

ァン行きつけのお店も登場。ファンとのコミュ

ニティも形成が進めば、持続的な取組へ大き

く力になるだろう。 

 

◆今後の展望 

竹原での、作品舞台としての経済効果は明らかだ。 

年間総観光客を見ると、「たまゆら」効果が顕著だ。

2009 年度の 79.8 万人を底に、ＯＶＡ公開年の 2010

年度に微増。たまゆら第 1 期放映時の 2011 年度以降

は 94.5 万人以上で推移する。約 2 割増の効果だ。 

「マッサン」効果も相当で、「マッサン」放映の 2014

年度は 119.4 万人と前年比で約 2 割増。 

2016 年以降は、「マッサン」の効果は既に相当弱ま

り、「たまゆら」こそもう 1～2 年効果は持続してい

くものの、中長期的に見て漸減が予想される。 

「マッサン」「たまゆら」効果の穴を埋め

る手立てが必要になるだろう。 

 

竹原の見どころとしては、竹原駅から駅前商店街

を通り抜け、道の駅を経由。「たまゆら」舞台として、

また「マッサン」主人公モデル・竹鶴政孝の生家もあ

る「街並み保存地区」までのエリアがメインだ。 

 

「街並み保存地区」に関しては、「たまゆら」

「マッサン」以前にも映画「時を掛ける少女」などで

舞台となっている。 

同地区の昔ながらの風景を鑑みるに、今後も他作

品で舞台として起用されることが想定され、

「たまゆら」色が付きすぎるのも足かせになる可能

性もある。（「マッサン」色はだいぶ落ちたと思うが…） 

アニメ・ドラマ問わず、他作品の舞台となることを

目指す道筋が想定される。 

一方、「竹原駅前商店街」に関しては、多額の

費用を投資し「ももねこ様」仕様にリニューアル以上、

「ももねこ様」から離れることは難しいの

ではないか。ももねこ様と一蓮托生だろう。 

こうなったら今後も、ももねこ様と共に歩む

商店街として、ファンコミュニティの形成を図り、

「たまゆら」ファンの常連・リピーター囲

い込みに走るのが良いだろう。 

「ももねこ様祭」の継続開催も当然目指すべきだ
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し、その中で制作側が障害になるのなら、制作側か

ら「ももねこ様」の版権を買い取るなどの施

策も検討したい。 

また、オフ会などの企画・小イベントも開催するな

ど、ファンが集える機会の創出にも努め、目

減りの食い止めを図るべきであろう。 

 

（１）市内小吹地区の竹林や忠海地区のかぐや姫美術館、ゆるキャラ「かぐやパンダ」などが見られる。 

（２）舞台は広島県尾道市だが、一部竹原市でもロケを行っている。 

（３）竹原市「たまゆら」特設ページ http://www.city.takehara.lg.jp/sangyou/kankou/kankou/tamayuramenu.html 

（４）日本政策投資銀行「古民家を活かした地域再生」http://www.dbj.jp/pdf/investigate/etc/pdf/book1410_01.pdf 

（５）（赤澤,2015）及びネットワーク竹原公式サイト http://www.i-love-takehara.jp/より。 

（６）エキレビ！「最終回直前！「たまゆら～hitotose～」広島県竹原市に聖地巡礼おかえりなさいレポ」（2011 年 12 月

13 日）http://www.excite.co.jp/News/reviewmusic/20111213/E1323707918745.html?_p=4 

（７）中日新聞「マッサンのふるさと 広島県竹原市 時が優しく流れる町」（2015 年 3月 6 日 夕刊） 

http://tabi.chunichi.co.jp/local/150306tabi.html 

（８）アキバ総研「たまゆら完結編「卒業写真」、第 2章の新作お好み焼き「ほぼろ焼き・極」を 8月 29 日より販売！ 広

島県竹原市の「ほり川」で」https://akiba-souken.com/article/24634/ 

（９）地域在住者からのヒアリング（2016 年 9月 2 日）では、竹原駅前商店街が制作側とやり取りをしていると聞いた。 

（１０）たまゆら部会長は、「ほり川」の堀川大輔氏。ブログ「積極的自然派」内「竹原ロマン街道Ｐ２」 

（http://yasutakaccratoss08.blog.fc2.com/blog-entry-40.html）に中国新聞の記事が引用されている。 

（１１）中国新聞「竹鶴政孝に脚光 竹原熱く」（2014年 6月 15日）より。「マッサン」側の取組としては、竹鶴ゆかりの

料理を市内で提供、街並み保存地区内に竹鶴夫妻の銅像の建立、スタンプラリーなどが挙げられる。 

（１２）「たまゆらの日」はその後も年１回ペースで開催。2015 年ラストイベントまで、制作側主導のイベントとして 

（１３）私見では、制作側が不満を抱えるほどの、地域側の「スピード」の遅さという部分にも一因はあると思う。 

（１４）山陽商船の記念乗船券・ラッピングフェリーや、末広堂の「たまゆらまんじゅう」など。ただ私が見た限り（2015

年 11月 28 日時点）、朝ドラ「マッサン」に比べても、アイテム数の少なさは感じる。 

（１５）2015年 11 月 28 日、竹原市内のフィールドワークにて確認。 

（１６）中国新聞「ももねこカラーで町を元気に」（2013年 1月 8日） 

（１７）竹原市発表・平成 27 年度版統計 http://www.city.takehara.lg.jp/data/open/cnt/3/196/1/toukeisho27.pdf 

 

（参考文献） 

河嶌太郎「メディアコンテンツを用いた地域おこしの事例と展望についての考察（中篇）」（同人誌・コンテンツツーリズ

ム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.6」コンテンツツーリズム研究会・2014） 

赤澤裕一「アニメコンテンツホルダーと地域の関係性のあり方に関する研究」（同人誌・コンテンツツーリズム研究会編「コ

ンテンツツーリズム論叢 Vol.8」コンテンツツーリズム研究会・2015） 

彭晟展「コンテンツ・ファンにょる「聖地巡礼」の社会学的研究－ファン行動の実態調査に基づいて－」（同人誌・コンテ

ンツツーリズム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.9」コンテンツツーリズム研究会・2016） 



 

 - 20 -  

風呂本武典「過疎地域におけるアニメ系コンテンツツーリズムの構造と課題：アニメ『たまゆら』と竹原市を事例に」（広

島商船高等専門学校紀要・2012） 

「「内発的発展の思考によるコンテンツツーリズム」～広島県内の漫画アニメ地域振興事例の比較検討 たまゆら―竹原・

朝霧の巫女―三次～」（広島商船高等専門学校紀要・2013） 

風呂本武典「『たまゆら』－ミニハリウッド型コンテンツツーリズム」（岡本健編著「コンテンツツーリズム研究」福村出

版・2015） 

 

長野県上田市は、長野県東部（東信地方）を代表す

る都市。人口約 15 万は、長野市・松本市に次ぐ規模。

北陸新幹線で、都内から 1時間半でアクセス可能だ。 

戦国時代には、上田城など市内に幾つかの城を構

えた真田一族が統治。城下町として発展を遂げた。 

上田は、真田信繁（幸村）ら真田三代を題材とした

「真田太平記」など歴史作品の舞台に。南には丸子宿

や「信州の鎌倉」とも称された別所温泉を有し、史跡

関連が重要な観光資源となっている。北部の菅平高

原は、高地ゆえの清涼な気候から、ラグビーをはじめ

スポーツ合宿のメッカとしても知られている。 

本章では、アニメ映画「サマーウォーズ」を

通じた町おこしの取組を中心に、他にも数多くの作

品で舞台として起用されていることから、他作品を

通じた取組についても触れていきたい。 

 

◆映画・ドラマのロケ地として ～上田市の取組～

上田市は、真田三代を描いたＮＨＫ大河ドラマ「真

田丸」が有名だが、これ以外でも、映画・ドラマのロ

ケ地をして多用されている。 

上田が起用される理由としては、「懐かしい日本の

風景」「はっきりとした四季の風景」「雨が少ない」「都

市からの交通利便性」等が挙げられよう（１）。 

上田市も、ロケ地としての受入体制を整えるべく

「信州上田フィルムコミッション」を立ち上

げた。運営は、市観光課を事務局とする「上田観

光コンベンション協会」だ。 

上田市は、観光施策に関し「『理想の田舎』を

提供する」というコンセプトを持っている（山

村,2011）。ロケ地としての受入協力は、このコンセプ

トに沿っている。 

 

【第 4 章】長野県上田市の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「サマーウォーズ」・ゲーム「戦国ＢＡＳＲＡ」・大河ドラ

マ「真田丸」他、数多くの作品の舞台たることを生かした活動 

地域振興へのキーマン 上田市観光課（同市観光協会、信州上田フィルムコミッション） 

ここがポイント！ 

▶ フィルムコミッションを設置しての実写ロケ地受入経験が生きる 

▶ 地域団体の「ヤル気」を、上田市が後方支援。「町おこし」に結びつける 
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アニメ映画「サマーウォーズ」（2009 年公開）

についても、作品のコンセプトが、上田市観光

施策のコンセプトと一致したからこそ、市と制作

側との提携・協力関係がスタートしている。 

多くの作品ロケ地として起用され、ノウハウも蓄

積。準備・受入態勢はスムーズに整備された。 

制作側は日本テレビを窓口に、地域側は市観光課

を窓口とし、相互に提携・協力。公開前に市民向け

に試写会を開催する（２）、共同でＰＲを行う（山

村,2011）など、素早く体制を整え動いた点は、

町おこし取組を進める上でのアドバンテージだろう。 

 

「サマーウォーズ」公開後は、民間団体・有志団体

による「町おこし」の取組が目立ちはじめるが、制作

側と構築し得たネットワークを活かし、制作側との

橋渡しを行うなど、市は側面支援に努めている。 

上田城そばの上田市観光会館には、休憩所に巡

礼ノートを設置。ノートの表紙は細田守監督直筆

イラストで飾られ、同所は「聖地」となった。 

 

なお、2016 年放映のＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」

に関しては、国民的番組の舞台だけに規模も大きく、

市の関与は、観光課のみならずシティプロモーショ

ン推進室も加わっている。 

官民数十団体で結成された「大河ドラマ「真田

丸」上田市推進協議会」が結成され「真田丸」

を活かした取組に勤しんでいるが、同協議会の事務

局はシティプロモーション室に置いている。 

市では、老朽化に伴い閉館した「旧上田市民会館」

を「ドラマ館」として放映期間中活用。2016 年 10

月時点で、来場者は 70 万人を突破した。 

また、旧真田町と上田市中心部に観光客向け巡回

バスを運行。真田家の六文銭をあしたった信州上田

公式ロゴマークの制定、駐車場や観光会館売店の整

備なども実施した。（３） 

経済効果も大きいだけに、市も相応の予算を組み、

大がかりに取り組んでいる。

 

◆民間の取組が活発な『サマーウォーズ』関連の取組 

「サマーウォーズ」の取組は、放映後に民間の取組

が活発化した点が大きな特徴だ。市は、側面支援や民

間との協働など、裏方に回る構図だ。 

放映前の 2009 年 4 月年には、上田市内の若手市

民グループ「感動☆プロジェクト」（４）が、

サマーウォーズ合わせで何かしたい、と市観光課に

相談。企画書提出などを経て、巡礼マップ「信州

上田こいこいマップ」の作成に至った。 

制作費用は「感動☆プロジェクト」側の負担。市観

光課は、画像の使用に関する制作側との交渉役を担

い、地域と制作側との結節点として機能した。 

2009年8月の映画公開に合わせ市内で配布するも、

極めて好評。以後は市観光課・上田観光コンベ

ンション協会側が業務を継承。改訂版を発行

し、ｗｅｂからのダウンロードも可能とした。 

最近では「信州上田フィルムコミッション」

が、ロケ地紹介の冊子を刊行（５）。「信州上田こいこ

いマップ」時代のエッセンスも引き継がれている。 

 

作中にも登場した地域祭事「上田わっしょい」

では、作品公開直前の 2009 年、主催・上田青年会議

所から製作側に、劇中キャラの登場を提案した。 

制作側も作品の雰囲気を壊さないよう要望し、最

終的には地元２高校の美術部がキャラ着ぐるみを制

作。彼らが合同で「サマーウオーズ連」（６）を

結成し、「わっしょい」当日は生徒自らが着ぐるみを
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まとい祭りを盛り上げた。（山村,2013） 

 

さらにその翌年・2010 年に向けて、「サマーウォー

ズの里・上田」を盛り上げようと地元有志により「信

州上田サマーウォーズ実行委員会」が結成。 

上田の若者向けフリーペーパー「うえだ Navi」の

編集長・池松勇樹氏（７）を実行委員長に、先述「感

動☆プロジェクト」のメンバーらも加入。地域活性化

に積極的な、地元の若者中心の集いとなった。 

 

同実行委員会は、2010 年 7 月 30 日～8 月 1 日の 3

日間、作品の設定と同じ日程で上田を訪れ作品

の雰囲気を楽しんで貰うというコンセプトのイベン

ト「リアルサマーウォーズデイズ」を企画。 

上田電鉄を貸し切って「サマーウォーズ号」

運行や、細田守監督を招いての無料上映会な

どの催しも行ったが、メインはやはり、「上田わっ

しょい」だろう。 

「上田わっしょい」では、上田を訪れるファン

も加わり一緒に踊れるように、との意図から、

前年と同名の「サマーウォーズ連」を結成。 

もともと「上田わっしょい」は、旅行者向けの「飛

び込み連」も設定されていたが、「サマーウォーズ連」

に関しては主催・上田青年会議所の協力を得て、ファ

ン向けの参加窓口を特別に準備。インターネットで

の募集も行い、500 人がサマーウォーズ連に参加した。 

通常、「上田わっしよい」の連は２０～３０人程度

であり、サマーウォーズ連はその大所帯もあり、相当

の注目を集めたようだ。（山村,2011） 

 

信州上田サマーウォーズ実行委員会は、その後も

活動を継続。2014 年には、サマーウォーズ飲料

自販機の設置にも取り組んだ。 

夏の「上田わっしょい」合わせのイベントは、その

後も同実行委員会の下続く。2016 年夏は、「上田わっ

しょい」の前日に「栄おばあちゃん誕生日会」を、翌

日には無料上映会を企画。「上田わっしょい」と

「サマーウォーズ連」を軸に、年に１回の

ファンが集える祭りとして定着していると言

えるだろう。（８） 

 

◆サマーウォーズの里から真田の里へ 

サマーウォーズ公開当時の上田は、町中至る所に

細やかな演出が為されたと聞く。 

上田駅前のイトーヨーカドーには、「映画「サマー

ウォーズ」の里信州上田へようこそ！」の垂れ幕が掲

げられた。駅前や旧真田町の砥石・米山城址付近には、

サマーウォーズの巨大タペストリーも掲げられてい

たようだ。街中の商店街は、サマーウォーズのフラッ

グで彩られていた。（１０） 

 

しかし 2016 年 10 月に私がこの街を訪れた時、こ

れらの伝え聞く様相は一変した。 

駅前イトーヨーカドーは閉店し更地化。駅前のタ

ペストリーも無い。砥石・米山城址のタペストリーこ

そ確認できたが、真田三代をアピールする朱色基調

のタペストリーも一緒並んでいる。 

街中のフラッグは、真田カラーの朱に代わった。 

「しなの鉄道」上田駅は、駅構内が一面真田カラー

の朱に染まり、上田鉄道の電車も真田ラッピングだ。 

街並みは、「真田丸」一色と言える。 

 

ＮＨＫの看板番組とも言える大河ドラマの舞台と

なった現状、「真田丸」の、効果はアニメによるそれ

とは比較にもならない。 
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長野県の観光地利用者統計調査によると、サマー

ウォーズの「聖地」上田観光館そばの「上田城址」を

訪れる観光客は、サマーウォーズ前年の 2008 年には

95.9 万人に対し、放映年の 2009 年には 142.3 万人に

急増。その後も 150万人前後で推移している。（１１） 

しかも、その伸びのうち少なくとも半分は、同年放

映のアニメ「戦国ＢＡＳＡＲＡ」による効果と

考えられるので、サマーウォーズ効果は、この

数字の伸びの一部に過ぎない。 

一方、日本銀行松本支店の経済効果試算（１２）に

よると、「真田丸」による観光客増加数は 113

万人と予想されている。上田城址内の真田丸ドラ

マ館入場者数は、10 月時点で 70 万人を突破してお

り、残り 3 か月の伸びしろも勘案すると、数字はそ

んな外していないだろう。 

高い集客力に期待できる作品力を割くの

は、地域として当然のこと。「真田丸」一色の現

況も、やむを得ないだろう。 

 

そもそも上田は、数多くの映画・ドラマなど

作品ロケ地として起用されている。今後も多く

の作品での起用が想定されるため、一つの作品に

固執する取組はマイナスに働く可能性もある。 

実際、2016 年秋には映画「真田太平記」の

公開をスタートしている。 

映画・ドラマ以外では、「戦国ＢＡＳＡＲＡ」

も 2016 年 8 月に新作「烈伝シリーズ 真田幸村伝」

が登場している。上田電鉄では、萌えキャラ「北

条まどか」「八木沢まい」（１３）を以前より売

り出している。 

 

上田市は、サマーウォーズのみならず、多くの作

品・キャラにとっての「舞台」「聖地」でもある。 

横須賀市（第 2 巻参照）や立川市（本誌第 1 巻）の

事例に近く、こういう町の場合は、一つの作品にこだ

わらず、新しい作品が出ればその作品とセッ

トで町を売り出す、フットワークの軽さが

求められるのではないだろうか。（１４） 

 

（１） シネマズ「実は映画の街だった！真田丸で盛り上がる長野県上田市！」（2016.08.18） 

（２） http://cinema.ne.jp/recommend/ueda2016081806/ 

（２）地域での試写会は、地域内における作品への理解を高める効果がある。市民向け試写会では、1200 人が来場した。 

（３）大河ドラマ「真田丸」上田市推進協議会 http://ueda-sanadamaru.com/sanadamaru.com/ 及び上田市役所「2016 年

NHK 大河ドラマ「真田丸」に関連する情報」https://www.city.ueda.nagano./promotion/shise/joho/topic/16.html など 

（４）旧丸子町の成人式実行委員会のメンバーが中心に、地域を盛り上げようと活動。旧丸子町が主な活動地盤のようだ

が、この時ばかりは丸子を離れサマーウォーズに手を出した模様だ。 

（ ５ ） 産 経 ニ ュ ー ス 「「 映 画 の ま ち 」 上 田 巡 ろ う  新 版 「 ロ ケ 地 マ ッ プ 」  長 野 」（ 2016.9.22 ）

http://www.sankei.com/region/news/160922/rgn1609220035-n1.html 

（６）「連」は、祭りに参加するグループのことを意味する。 

（７）池松氏は地域振興に積極的な動きを見せており、これを実現させる目的のＮＰＯ法人「ＵＦＭ」を立ち上げる。この

他にも、上田のご当地焼き鳥を広める「美味だれで委員会」や、「信州上田まつり」にも携わる。 

（８）マイナビニュース「『サマーウォーズ』、ラッピングオリジナル自動販売機が信州上田に登場」（2014/07/23）

http://news.mynavi.jp/news/2014/07/23/498/ 

（９）上田観光コンベンション協会運営「映画「サマーウォーズ」の里信州上田へようこそ！」より 
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 http://www.ueda-cb.gr.jp/s-wars/pickup.html 

（１０）（山村,2011）及びアストラルのつれづれ旅日記「【長野県上田市】サマーウォーズ 舞台探訪（聖地巡礼）」

http://astral01.hatenablog.com/entry/2015/07/04/011129 

（１１）http://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/toukei/riyousya.html 

（１２）日本銀行松本支店「長野県における大河ドラマ「真田丸」の放映に伴う経済効果」 

http://www3.boj.or.jp/matsumoto/toku/tr1606.pdf 

（１３）共に鉄道付きの萌えキャラ。北条まどかは、上田市職員有志「上田市アイプロジェクト」が考案した、別所線存続

支援キャラクター。八木沢まいは「鉄道むすめ」シリーズより出た別所温泉駅駅長という設定のキャラ。 

（１４）フットワークの軽さは必要だが、「サマーウォーズ」を捨てて良いわけではない。ＮＨＫの朝ドラ・大河ドラマは

数のボリュームこそ大きいが、放映期間内だけで終わるきらいがあり「太く短く」の傾向。一方、アニメの舞台探訪客は、数

のボリュームは少ないもののリピーターも多く「細く長く」の傾向。ファンをつなぎ留めリピーター化させる意味でも、

少なくとも、年 1 回の「上田わっしょい」関連のイベントは続けていくべきだと思う。 

（参考文献） 

山村高淑「アニメ・マンガで地域振興」（東京法令出版・2011） 

山村高淑「住民・旅行者が一緒に踊る祭りの魅力 : 「上田わっしょい」に見る「連」の可能性 : 長野県上田市」（日経グ

ローカル 2013/2/18）http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/52705/1/nikkeiglocal214_50.pdf 

小諸市は、長野県東部に位置する人口 4 万の町。 

小諸藩の城下町として中世以降発展。信越本線の

開業後は小諸にも駅が置かれるが、北陸新幹線開通

後は新幹線の停車駅から外され、同じ長野県東部の

上田市とは対照的に、いささか地盤沈下気味。 

駅前に立地する懐古園は、かつての小諸城址が公

園として整備されたもの。市民の憩いの場所である

と共に、市随一の観光名所でもある。この他、昔なが

らの城下町の建築を今に残す「旧小諸本陣」は国

の重文指定を受ける名所。市街地を離れた高峰高原

や菱野温泉も、観光名所として知られる。 

この町の取組に関しては、2012 年放映アニメ「あ

の夏で待ってる」（以下「なつまち」と表記）舞台

としての活動が有名だが、「前史」として、市出身の

漫画家・小山田いく氏がらみの現象を取り上げた

い。 

【第 5 章】長野県小諸市の取組 

地域振興へのアプローチ 漫画家・小山田いく氏ゆかりの地・アニメ「あの夏が待ってる」

舞台としての取組 

地域振興へのキーマン 小諸フィルムコミッション、なつまちおもてなしプロジェクト 

ここがポイント！ 

▶ 1980 年代、小山田いくファンの聖地巡礼とそれを受け入れる地域、という

構図が 21世紀まで脈々と継続。アニメ「なつまち」にも生きる 

▶ 高い経営意識と事業感覚で、「町おこし」事業の継続性も高める 



  

◆小山田いく・ゆかりの地として ～コンテンツツーリズムの先駆～ 

小諸市出身の漫画家・小山田いく氏は、1980 年、

週刊少年チャンピオンにて「すくらっぷ・ブック」を

著し連載デビュー。連載は約 2 年間継続した。 

「すくらっぷ・ブック」は、小山田氏出身の中学校

をはじめ、小諸市を舞台とした青春群像ものの作品。 

ファンは連載中より小諸市を舞台探訪に訪れ、人

によっては小諸市内の小山田氏の仕事場に、

直接足を運び遊びに来るほどの交友関係も築

いていたと聞く（単行本には、ファンが仕事場に遊び

に来る様子も描かれていた模様だ）。 

しかも、当時の小諸駅前交番には、小山田氏

当人寄贈・小山田氏仕事場までの順路を示

す地図まで置かれていたという話だ。（１） 

 

1980 年代中盤には、50～100 人規模の、複数のフ

ァンコミュニティが存在していたようで（２）、

彼（女）らはファン集会・聖地巡礼観光を自

発的に、かつ長年行っている。小諸駅近くの

民宿は、ファンの合宿場所として「聖地化」、

ファンとは 30年来の付き合いだ。（風呂本,2015）（３） 

民宿のみならず、小諸駅近辺には小山田ファン

との交流が長年続いているお店も少なくない。 

 

小山田氏は、惜しまれながらも、2016 年に急死。

これに伴いファン有志により、小山田氏ゆかりの

品物を展示する「小山田いく先生追悼資料展」

が、2016 年 4 月～8 月にかけ開催された。 

仲間同士で「先生を慕うみんなが集まる場を設け

たい」と考え、全国の約１０人が、所蔵のイラスト原

画など思い出の品を持ち寄り、小諸駅前「小諸宿本陣

主屋」と「合宿所」の民宿に遺品を展示した。（４） 

こういう展開も、地域・作家・ファン三者間

による長年の交流あっての賜物だろう。（５） 

 

こういう 30 年近く培われた経験ゆえ、地域側（特

に駅前商店街）には、舞台探訪・聖地巡礼とい

う行為に対する理解が既にあった。これが、

アニメ「なつまち」がらみに対する、地域の理解の早

さに繋がったと指摘されている。（風呂本,2015） 

「小諸フィルムコミッション」（以下「小諸

ＦＣ」と表記）も、映画誘致・ロケ協力を随時実施。

これも、地域側の理解を助けただろう。 

 

アニメ「なつまち」がらみの取組は、小山田いくフ

ァンによる自主的な舞台探訪、そしてそれを受け入

れる作者自身・地域民による三者の関係性が構築さ

れていた。これが、「なつまち」到来に際し地域側の

理解を促す「下地」になっていたことを指摘したい。 

 

◆初手は「小諸フィルムコミッション」

2012 年放映の「なつまち」は、制作側に、かつて

長野県大町市木崎湖（本誌第 9 章）を舞台とした「お

ねがい☆ティーチャー」「おねがい☆ツインズ」の制

作スタッフが多く入り、事実上の「おねがい」

シリーズ続編とも目された。また、埼玉県秩父市

が舞台の「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らな

い。」制作スタッフも加わっている。（花岡・柿崎,2016） 

「なつまち」制作に当たっては、制作側が「小諸Ｆ

Ｃ」にロケハンの支援を要請。（釜石・岡本,2015） 

小諸ＦＣ側の対応は極めて素早く、「なつまち」チ

ーフプロデューサー大澤信博氏は、小諸を舞台に

選定した理由として、小諸ＦＣの存在感を
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挙げたほどだ。（６） 

最終的に、小諸ＦＣ・制作側共同でロケハンを実施

することとなり、小諸ＦＣも、舞台となる風景の紹介

や、製作スタッフだけの取材が困難な場所へのアポ

取りなど、地域民だからこそ成し得る形で、制作側の

ロケハンを支援した。（釜石・岡本,2015）（７） 

 

小諸ＦＣは、他地域のフィルムコミッションと異

なり、行政主体ではなく民間で立ち上げ運営し

ている。事務局も、市役所内ではなく「ギャラリー福

槌」というお店の中だ。 

2007 年放映・大河ドラマ「風林火山」で小諸を紹

介してもらおうと前身的存在が設立。その後フィル

ムコミッション化されたという経緯を持つ。（８） 

行政が関与せず、民間主導での取組たることにも、

留意したい。 

 

◆リスクマネジメントと地域振興の「なつまちおもてなしプロジェクト」 

2012 年「なつまち」放映後、小諸には、多くのフ

ァンが訪れた。「なつまち」が「おねがい」シリーズ

の系譜を引く作品であり、同シリーズの固定ファン

層が、多数小諸にも押し寄せた模様だ。 

これに呼応するべく、20102 年 3 月、小諸市役所・

小諸商工会議所・小諸観光協会・しなの鉄道・小諸Ｆ

Ｃなど地域の幅広い団体が関与して「なつまちお

もてなしプロジェクト」が立ち上がった。（釜石・

岡本,2015） 

とは言え、同プロジェクトの広報・企画担当でもあ

る花岡隆太氏は、地域活性化の組織ではなく「リス

クマネジメント的な考えで動いて」いるとのこ

とだ。アニメ舞台になることのリスクをリストアッ

プし、「マイナスに振れないようにとの対策」

から立ち上がったという。 

この手の町おこしに動きの見えない行政には、「こ

れをしないとマイナス方向に振れる」という進言で

動かす、という考え方のようだ。（花岡・柿崎,2016） 

 

同プロジェクトの初動は、ファンと地域・制作

側３者のバランスを取ることから始まった。 

具体的には、「なつまち」を地域に知ってもらう周

知活動。ファンへの注意事項の呼びかけ。そしてフ

ァンとの意見交換会だった。 

意見交換会は、ファンが実に 200 名も参加。公民館

の畳敷きの部屋で、今後の地域にファンが求めてい

ることを吸い上げるというスタンスであった。（９） 

 

結果、巡礼マップの制作・配布、しなの鉄道でのラ

ッピング電車、市立小諸高原美術館・白鳥映雪館での

「あの夏で待ってる 2015 展」（日によってはコスプ

レでの来場も可とする「コスプレデー」も設定）（１

０）、饅頭・バインダー・ポストカード・お米などの

グッズ類販売など、様々な取組に繋がった。 

特に、作中にも登場した小諸の地域祭事「こもろ

ドカンショ」では「なつまち連」が結成。上田（本

誌第 4 章）の「サマーウォーズ連」を見習ったのだろ

う。コスプレでの参加も可能とし、ファンと地域とが、

一体となって踊りを楽しんだ。2015 年は、100 人以上

が足を運んだ。（１１） 

 

ただこれだけの積極的な活動を見せながらも、「な

つまちおもてなしプロジェクト」は、収支計算・予

算計画にシビアな姿勢を取る。 

「予算が 100 万円あったとしたら、50 万

円の損益分岐点の予算書をつくる」とし、赤

字リスクを極力回避するよう心掛けている。「継

続性を保つにはそこが 1 番」とも語っている。



 

 - 27 -  

（花岡・柿崎,2016） 

同プロジェクトは、会長が旅館「中棚荘」経営者・

富岡正樹氏、実質的な中核となる広報・企画担当が

「菱野温泉薬師館」経営者・花岡隆太氏だ。メインメ

ンバーが共に旅館の経営者であり、経営意識が高い

運営方針なのも頷ける。 

 

例えば、同プロジェクトは年 1 回ペースで「なつま

ち」ポスターを制作している。 

ポスターには、地域の軒先に貼ることで、ファン

を歓迎すると共に、地域の作品に対する理解

を深める効果があるが、同時にファン向けに販

売することで収益を見込んでいる。 

同プロジェクト側は、ポスターを利用するに当た

り「描き下ろし」にこだわっている（花岡・

柿崎,2016）。既存絵の使い回しは、何度も見ている絵

ゆえ鮮度も劣り、売れ行きも落ちるからとのことだ。 

 

助成金制度も上手く活用している。 

2014 年度には、長野県が地域活動に助成金を出す

「元気づくり支援金事業」に応募。総事業費 400

万円の予算に対し、300 万円の助成を得ている。 

この支援金で、描き下ろしポスター・「声優の方か

らのコメントを掲載し更に特別感のある」巡礼マッ

プの制作・グッズ（タンブラー）を制作した。（１２） 

財源を可能な限り確立し、収支を均衡させる方向

で継続を図っていることが伺える。 

 

◆小山田いくファン時代から続く、地域事業者の取組

「なつまちおもてなしプロジェクト」にも加入し

ている小諸商工会議所・青年部は、「なつまちカー

ドラリー」を企画した。（山村,2012） 

通常、この手の地域や商店に回遊を促す施策とし

ては「スタンプラリー」が多いが、カードにすること

で、カード収集欲を掻き立て回遊を促して

いるところがユニークな取組だ。 

 

「なつまち」がらみの取組に熱心な各商店・事業者

側も、決して少なくはない。 

例えば、駅近くの喫茶店「自家焙煎こもろ」で

は、店主がファンの助言を受け、作中に登場する「見

た目はカルボナーラだが味は冷やし中華」という料

理を再現し、提供している。（釜石・岡本,2015） 

私がお邪魔した 2016 年 10 月には、店主夫妻と常

連との交流も見られ、「なつまち」グッズのみならず

事実上の前作となる「おねがい」シリーズのグッズま

で販売されていた。加えて、小山田いく氏関連のグッ

ズや展示も見られた。 

 

駅前の土産物店「お土産のみやさか」や写真

店「桜井写真商会」なども、「なつまち」グッズ

を販売したり展示したりと積極的な様子が見えた。 

駅近辺公園の運営・管理を担う「NPO 法人こもろの

杜」も、観光スポットでもある昔ながらの建築様式

「本陣主屋」の指定管理者として運営に入り、「な

つまち」ファン向けの休憩所「なつまちお

もてなしサロン」を設置している。 

 

これらの取組が顕著な事業者皆、「なつま

ち」以前から、小山田ファンをもてなし、

一定の交流関係が構築されているスポット

ばかりである。 

「本陣主屋」にいたっては、「小山田いく先生追悼

資料展」のメイン会場として貢献した。 

小山田時代からの交流が、直近の「なつ
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まち」における各事業者の熱心な取組の下

地になっているところが伺えるだろう。 

 

小諸は、町おこしの取組に対し、行政の関与が極め

て薄い。「異例」のレベルで、表に出てこない。 

しかし、民間組織である「小諸フィルムコミッショ

ン」や「なつまちおもてなしプロジェクト」などの取

り組みが活発だ。民間として「経営意識」も強く、そ

れが継続性を高めている。 

そして、何より個々の事業者の取組は、1980 年

代・小山田いく時代から脈々と続き、「なつ

まち」に受け継がれている。 

地味かもしれないが、今後も、「末永くファンが

訪れ、それを受け入れる地域」という「コンテ

ンツツーリズム」ならではの構図が続くと考えられ

よう。

 

（１）2016年 10月 7 日、千葉県内在住の当時を知る小山田ファンへのヒヤリングより。 

（２）（１）に同じ 

（３）（１）のヒアリング過程で、小山田氏逝去直後の 2016 年誕生日にはファンが自然発生的に当該民宿に集結。誰が音

頭を取ったわけでもないのに実質的な合宿になってしまったという話も聞いた。 

（４）信州毎日新聞「漫画家・小山田さん追悼展 小諸に県内外からファン」（2016/05/02） 

 http://www8.shinmai.co.jp/odekake/article.php?id=ODEK20160502005993 

（５）mixi コミュニティ「小山田いく」内「小山田いく先生追悼資料展」 

http://mixi.jp/view_event.pl?comm_id=22188&id=79591027 

（６）2012年 7 月 11 日東信ジャーナル「続々「なつまち」盛り上がる 小諸」 

 なお、小諸ＦＣ側はこの結果を受け、公式サイト上で「誘致した」とその実績をアピールしている。 

（７）小諸ＦＣ公式サイトで、ロケハンの様子がレポートされている。http://www.kfcmovie.com/anonatsu/anonatsu.html 

…小山田いく氏作品で舞台となった、小山田氏出身校でもある芦原中学校が起用されているが、ひょっとして「なつまち」

制作陣か小諸ＦＣに、小山田ファンが潜り込んでいるのかもしれないｗ 

（８）小諸ＦＣ公式サイト・トップページより。http://www.kfcmovie.com/ 

（９）（花岡・柿崎,2016）及び、なつまちおもてなしプロジェクト facebook・2012 年 3月 18 日 

 https://www.facebook.com/events/1652059148339886/より。意見交換会は、2015 年 6 月最終回まで断続的に開催した。 

（１０）小諸日和「なつまち展コスプレデー開催！」（2015 年 7月 14 日）より。http://komoro.in/archives/6403 

（１１）小諸日和「雨ニモ負ケズ、なつまち連出陣！」（2015年 8月 5 日）より。http://komoro.in/archives/6631 

（１２）長野県佐久地域事務所「平成 26 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書」より 

http://www.pref.nagano.lg.jp/sakuchi/sakuchi-seisaku/shienkin/documents/2620.pdf 

なお、前年・前々年は、同県大町市木崎湖（本誌第 9 章）が同種の補助金を受領。これを参考にしたものと思われる。 

 

（参考文献） 

風呂本武典「地方におけるコンテンツツーリズムと自治体との関係－富山・長野を事例に－」（広島商船高等専門学校紀要

第３７号・2015） 

釜石直裕・岡本健「『あの夏で待ってる』－コンテンツツーリズムにおけるフィルムコミッションの役割」（岡本健編著「コ
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ンテンツツーリズム研究」福村出版・2015） 

花岡隆太・柿崎俊道「聖地会議１０」（同人誌・聖地会議・2016） 

山村高淑「本業の質で旅行者を魅了 : 個人商店核のツーリズム : 長野県小諸市」(日経グローカル No.204・2012) 

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/50342/1/nikkeiglocal204_47.pdf 

 

三次市は、広島県北部に位置する人口約 5万の町。 

三次市の中心部は、ＪＲ三次駅や市役所などの建

つ旧十日市町と、昔ながらの街並みが「備後の小京都」

と称される旧三次町に分かれ、両者間は一種の「ライ

バル」的関係だとも聞く。 

1954 年、この両町及び周辺の村が合併し、三次市

として市制施行。さらに「平成の大合併」で、2004 年

に周辺町村を編入。現在の三次市域が形成された。 

 

三次市を舞台とした作品としては、江戸時代に著

された「稲生物怪録」が挙げられる。 

当時の三次藩藩士・稲生平太郎が体験したという、

妖怪にまつわる怪異をまとめた物語だ。平太郎の屋

敷にさまざまな化け物が 30日間連続出没するが退け、

魔王から勇気を称えられる、というストーリーだ。 

漫画家・宇河弘樹氏は 2000 年より、漫画「朝霧の

巫女」を連載。三次市が舞台で、副題を「平成稲生物

怪録」とし「稲生物怪録」を下敷きにしている。 

「朝霧の巫女」は、2002 年にアニメ化。テレビ東

京系のため広島での放映はなかったが、遅れながら

2004 年、中国放送が県内向けに放映した。 

 

◆「稲生物怪録」と「物怪プロジェクト三次」 

「稲生物怪録」は、江戸時代に著され、明治時代に

は講談物として物語が広まっていった。だが、舞台・

三次ではその存在も意識されず、地域と物語との乖

離が指摘されている。（玉井,2010） 

物語と地域との紐付けは、20 世紀後半に入ってか

らの話になる。1984 年、民俗学者・谷川健一氏の編

にて、「稲生物怪録絵巻」が刊行。この書が、三次で

語り継がれず忘れ去られていた「稲生物怪録」の存在

を掘り起こし、世に知らしめた。 

当時の中国新聞三次支局長・林邦昭氏がこの話に

注目。三次市歴史民俗資料館職員、故・伊藤恭一氏と

ともに「物怪研究会」を設立。三次に関連する物

怪の研究に取り組んだ。後に、漫画家の故・水木しげ

る氏や作家・荒俣宏氏もこれに参加した。 

【第 6 章】広島県三次市の取組 

地域振興へのアプローチ 講談「稲生物怪録」・アニメ「朝霧の巫女」を通じた取組 

地域振興へのキーマン 物怪プロジェクト三次、蔵プロジェクト 

ここがポイント！ 

▶ 民間の市民団体による、継続性の高い町おこし活動の実施 

▶ その一方、町おこしの取組が個人に依拠した性質である点に不安も 
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稲生家の子孫を探り当て、同家に代々引き継がれ

ていた平太郎直筆の「三次実録物語」原本を発見。資

料館での展示や書籍の刊行など、一定の研究成果も

収めた。「稲生物怪録」の知名度も増した。（１） 

 

これがさらに地域の中で発展し、町おこしの動き

に至ったものが、1999 年に結成された組織「物怪プ

ロジェクト三次」であろう。 

大阪の広告代理店勤務からＵターンした小田伸次

氏が、映画会社勤務の同級生と再会。物怪の話で盛り

上がる中、物怪は街の活性化への起爆剤にな

ると思い立ち、このプロジェクトを立ち上げた。（２） 

小田氏は同プロジェクト初代会長に就任。ボラン

ティアのメンバーとして、三次市街地の各商店街で

活躍するＷか宛や市職員など、数十名規模で構成さ

れた組織となった。（風呂本,2013） 

 

三次をロケ地とした映画の製作、物怪サミット・物

怪映画祭の開催等を目標に掲げながら、物怪プロジ

ェクト三次の活動は精力的に行われた。 

1999 年には、「稲生物怪録」の舞台となる比熊山の

登山道を整備。また、三次ワイナリー文化交流館にて

「稲生物怪物語展」を開催し、2 週間の会期で

11000 人が訪れたという。「稲生物怪物語展」はその

後も暫くは継続し、水木しげる原画展と併催するな

どのアプローチも見られた。 

また、2000 年より「三次もののけ町おこしま

つり」が開催。初期にはタレント・稲川淳二氏を招

聘した他、物怪コスプレでのパレード、妖怪で町おこ

しに取り組む他地域とのコラボなど、積極的に取り

組む。今もこの祭事は継続している。 

映画製作の目標は果たせていないようだが、2006

年には、水木しげる氏や作家・京極夏彦氏らが名を連

ねる「世界妖怪会議」の誘致にも成功した。（３） 

 

◆「朝霧の巫女 平成稲生物怪録」漫画連載・アニメ化 

2000 年に漫画連載が始まった「朝霧の巫女」は、

「平成稲生物怪録」の副題が示すように、平成の世を

舞台としつつも、「稲生物怪録」を題材とした作品。

市中心部の三次駅周辺や、古き街並み残る旧三次町

のエリアを舞台としている。 

2002 年にはアニメ化され、これ以降、ファンが舞

台探訪目的で三次を訪れるようになる。 

物怪プロジェクト三次の小田氏曰く「アニメフ

ァン的な人と、どちらかと言えば学術部門

のファン的な人々が混在」している状況となっ

た。（市川,2014） 

 

これに呼応し、地域での取組も深化。 

物怪プロジェクト三次では、サイン会・声優

トークショー・スタンプラリー等を次々と開催。「朝

霧の巫女」がらみだが、物怪プロジェクト三次本来の

取組でもある「稲生物怪録に関する町おこし

活動の一環」というスタンスだ。（風呂本,2013） 

また、舞台の「太歳神社」では登場キャラのお

守りを販売。地元の酒造では、宇河氏デザインのもと

清酒や地ビールの販売も行われた。 

三次市商工会も、「稲生物怪録」「朝霧の巫女」両作

品を交えたポストカードを販売した。（河嶌,2014） 

 

これらの取組は、アニメ放映 2年後の 2004年以降、

活発化している。 

アニメ放映から 2 年のタイムラグというのも奇妙

だが、これは当時広島県内で作品が放映されておら

ず、また当時はインターネットによる動画配信も現

在ほど定着していない。地域内において「朝霧
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の巫女」を認知する機会に乏しかったという

事情ゆえのタイムラグ、と考えられる。 

県内でのアニメ放映は、2004 年の中国放送提供に

よるものが初出となる。これにより認知度が増し、地

域内での取組に繋がったと考えれば、タイミング的

にも符合するだろう。 

 

コンテンツツーリズムにおいては、2007 年「らき

☆すた」（埼玉県久喜市鷲宮）（４）以降、地域を挙げ

ての取組が目立つが、三次の取組はそれよりも遥か

に前、2000 年代初頭のことだ。 

それ以前にも長野県大町市木崎湖（本誌第 9 章・ア

ニメ「おねがい」シリーズ・2002 年頃～）や同県小

諸市（本誌第 5 章・小山田いく氏作品・1980 年代～）

の取組はあるが、どちらかというと地域住民・個々の

商店とファンとのコミュニケーションが中心であり、

地域ぐるみの取組ではない。 

三次市の取組は、鷲宮の事例と、三次以前古

くから取組の続く長野県の事例との中間的

な「橋渡し」的存在位置付けられる。（河嶌,2014） 

 

◆物怪プロジェクト三次の衰退と卑弥呼蔵 

19 世紀末から 2000 年代初頭にかけて活発な動き

を見せていた「物怪プロジェクト三次」だが、

2000 年代後半より活動が失速する。 

政治的な動きを見ると、会長の小田氏がこの頃三

次市議選に立候補し当選。会長として「物怪プロジェ

クト三次」の活動に支障が生じたのか、現在は副代表

に退いた。「物怪プロジェクト三次」を応援していた

市長の落選も、影響していると考えられる。 

また、「朝霧の巫女」原作者・宇河弘樹氏との関係

も悪化したようで、これも活動低下の一因だろう。 

現在では、年 1 回の「三次物怪まつり」に携わる程

度で、活動規模はだいぶ縮小した模様だ。 

 

これに代わるかのごとく、現在精力的に活動を続

けている取組が、「蔵プロジェクト」である。 

主宰の宇坪涼美氏は、元々ＪＲ三次駅前にて喫茶

店を経営していたが、三次駅再開発の影響により閉

業。そんな中、旧三次町の廃業した酒蔵と出会った宇

坪氏は、これを後継店舗とすることを決意。 

酒蔵を買い取り「卑弥呼蔵」と改称（５）。コミュ

ニティ施設として活用しつつ、地域活性化に繋げる

取組「蔵プロジェクト」を、2007 年に立ち上げた。 

当初は、蔵を活かした喫茶店「たべもの屋 赤

猫」を開業。2011 年には同じく廃蔵を民宿「卑弥

呼蔵 青猫」としてオープン。この両施設を軸とし

た町おこし活動を、継続して実施している。 

さらには、宇坪氏が、「朝霧の巫女」作者・

宇河弘樹氏と結婚。宇河氏も「蔵プロジェ

クト」の活動に関わることなった。 

結果、蔵では、ポスターやグッズ等作品の制作販売

を行うようになり（風呂本,2013）、また巡礼ノートも

置かれる（玉井,2010）など、「朝霧の巫女」ファ

ンにとっての「聖地化」が、急速に進んだ。 

「朝霧の巫女」聖地巡礼ルートとしては、定番の太

歳神社・巴橋といったスポットに加え「卑弥呼蔵」へ

の探訪も組み込まれつつあるという論考（玉井,2010）

や、卑弥呼蔵訪問客に「稲生物怪録」を知ったきっか

けを尋ねたところ、「朝霧の巫女」を理由に挙げた方

が半数を超えたという調査結果（岡本,2013）もある。 

先述「物怪プロジェクト三次」による「朝霧の巫女」

ファン向けスタンプラリーにおいても、「稲生物怪録」

ゆかりの地を入れ、同作品をアピールすると共に、

「卑弥呼蔵」も組み込んだことがある。（玉井,2010） 
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とは言え、「蔵プロジェクト」の活動は「朝霧の巫

女」関連だけではない。この蔵の目標は、あくまで「地

域活性化」である。喫茶店や民宿としての営業もその

一環だし、朝霧の巫女を通じた取組もまた同様だ。 

蔵では、アート系イベントやライブ等も定期的に

実施。県内のコスプレイベント「コスカレー

ド」とも提携し、卑弥呼蔵もある「三次本通り商

店街」でのコスプレフリーイベントも実施した。 

 

「蔵プロジェクト」一番の催事は、音楽イベントや

縁日・フリーマーケット・写真コスプレ列車（６）な

どの複合型イベント「北の蔵プロジェクト」（７）

だろう。様々なコンテンツが盛り込まれ、町の活性化

に寄与している。 

ただ、主催の身内に「朝霧の巫女」作者・宇河弘樹

氏が加わったとはいえ、「朝霧の巫女」色も「稲生物

怪録」色もあまり感じず。「コンテンツツーリズム」

の文脈とはだいぶ違ったものとなっている。（コスプ

レイベント等、幾分のサブカル色は残っているが…） 

町おこしの流れが息づいてはいるものの、コンテ

ンツツーリズムとは違った方向性も含まれているよ

うに思える。（８） 

 

◆今後の展望 

「稲生物怪録」及び「朝霧の巫女」を通じた町おこ

しに積極性を見せた三次市だが、そのピークは 2000

年代の中盤から後半にかけての時期。2010 年代に入

ってからは、ずいぶん落ち着いてきたと思う。 

 

昨今の動きとしては、三次市の「もののけ博

物館」建設計画を挙げたい。 

旧三次町にかつて存在していた「三次市文化会館」

の跡地について、後継施設の展示棟を「もののけ博物

館」に特化させる旨、市長が打ち出している。（９） 

この構想は、地域住民との意見交換も実施され、

2018 年度完成に向け計画も進んでいるようだ。（１０） 

今後の動向に注目したいところだが、町おこし

においての「追い風」となる事は間違いない。

「物怪プロジェクト三次」や「蔵プロジェクト」を含

めて市民の皆様から、「稲生物怪録」「朝霧の巫女」絡

みの展示充実を市側に訴えていきたいところだ。 

 

三次市の観光動向を拝見するに、「物怪プロジェク

ト三次」発足・1999 年の年間観光客数 201.6 万人に

対し、「朝霧の巫女」がアニメ化した 2002 年は 222.3

万人。町の動きが本格化した 2004 年には 246.1 万人

と緩やかに増加している。（１１） 

この中には「稲生物怪録」「朝霧の巫女」による効

果も、一定量含まれていることは間違いないだろう。 

 

だが、この町の観光客数増加を真に支えたものは、

観光施設の増加である。 

1994 年三次ワイナリー開業年に、観光客数が 83.0

万から 150.2 万人に倍増。1996 年「道の駅ゆめラン

ド布野」、2006 年「奥田元宋・小由女美術館」の各施

設開業時も、前年比30万～40万の増加だ。（富川,2015） 

商業施設「トレッタみよし」（１２）開業の 2015 年

は、前年比 60.5万増となる 336.1万人にまで増えた。 

1989 年は 54.2 万人にとどまった三次市観光客

数の急激な増加は、明らかに観光施設の開

業に下支えされている。 

この流れで行くと、「もののけ博物館」（仮称）の

2018 年開業は、三次にとって、神風にも近い「追い

風」になろう。今から準備を整えておきたい。 

 

一方、「卑弥呼蔵」を中心とした「蔵プロジェクト」
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は、今後の動向に注意が必要だ。 

元々このプロジェクトは 10 年を一区切りとし

ており、2007 年スタートから 10 年を数えた 2016 年

がラストイヤーだ。その後の予定については 2016 年

10 月現在明言なく、今後の動向に注目したい。 

仮に継続されたとしても、「蔵プロジェクト」の中

心は宇坪氏・宇河氏夫妻であり、特に宇坪氏への依存

度が極めて高い。宇坪氏頼りの「町おこし」活

動であり、宇坪氏が何らかの事情で活動が困難にな

った時のリスクも気になるところだ。 

（「物怪プロジェクト三次」も、発起人・小田氏の市

議選出時から活動が衰退している点に留意したい） 

宇坪氏が動けなくとも、町おこし活動が継続でき

る体制こそが、求められているだろう。 

 

（１）日経おとなのＯＦＦ「260年の時を超えてよみがえる「妖怪の里」 三次（上） 誇りの地 巡礼」）（2010/10/13） 

http://style.nikkei.com/article/DGXNASFK0702K_X01C10A0000000 

（２）日経おとなのＯＦＦ「260年の時を超えてよみがえる「妖怪の里」 三次（中） 誇りの地 巡礼」）（2010/10/14） 

http://style.nikkei.com/article/DGXNASFK0702L_X01C10A0000000 

（３）物怪プロジェクト三次・公式サイト http://www.m--m.jp/mononoke_explanation/ より 

（４）鷲宮については、拙著「コンテンツツーリズム取組事例集１」参照。1 頁に掲載のＵＲＬよりダウンロードも可能。 

（５）アネモメトリー－風の手帖－「蔵の声に耳をすます－宇坪涼美」http://magazine.air-u.kyoto-art.ac.jp/kaze/110/ 

（６）ＪＲ三江線活性化目的で時折運行している「三江線コスプレ列車卑弥呼蔵号」。コスプレイヤーは、卑弥呼蔵に用意

した更衣室で着替え、徒歩でＪＲ尾関山駅まで移動し乗車する。 

（７）北の蔵プロジェクト・公式サイト http://love344.org/ 

（８）但し、広島県内のコスプレイベント「コスカレード」は、「蔵プロジェクト」関係以外でも、「三次さくら祭り」な

ど、三次市の地域祭事にコスプレイイベントを併催。地域活性化に貢献している。「コスカレード」 

（９）中国新聞「もののけ博物館に特化 三次地区拠点施設の展示棟」（2016/8/31,県北版） 

（１０）中国新聞「拠点施設の設計に注文 三次」（2016/9/1,県北版） 

（１１）広島県観光課 広島県観光客数の動向 https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/toukei/doukou-index.html 

三次市は 2004 年の合併により市域が拡大しているが、合併後の市域全体への観光客数で算出されている。 

（１２）広島ニューズ 食べタインジャー「トレッタみよし、三次産商品集結する施設が 3 月 27 日オープン」 

http://tabetainjya.com/archives/cat_2/post_3872/ 

 

（参考文献） 

風呂本武典「過疎地域におけるアニメ系コンテンツツーリズムの構造と課題：アニメ『たまゆら』と竹原市を事例に」（広

島商船高等専門学校紀要・2012） 

「「内発的発展の思考によるコンテンツツーリズム」～広島県内の漫画アニメ地域振興事例の比較検討 たまゆら―竹原・

朝霧の巫女―三次～」（広島商船高等専門学校紀要・2013） 

河嶌太郎「メディアコンテンツを用いた地域おこしの事例と展望についての考察（前篇）」（同人誌・コンテンツツーリズ

ム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.5」収録・コンテンツツーリズム研究会・2014） 

玉井建也「物語・地域・観光一「稲生物怪録」から「朝霧の巫女」、そして「聖地巡礼」へ」（「コンテンツ文化史研究 Vol.3」
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収録・コンテンツ文化史学会・2010） 

岡本健「妖怪伝説を現代風に改編  地域の伝統文化知るきっかけに」（日経グローカル  No.222・ 2013）

http://npudb.narapu.ac.jp/contents/_pdf/140031/140031.pdf 

市川寛也「妖怪文化の現代的活用に関する研究 : 地域住民を主体とする妖怪存在の再創造の事例から」（筑波大学・2014） 

富川久美子「広島県三次市の地域活性化政策によるワイナリーの役割と観光振興」（広島修道大学「修道商学」第 56巻第 1

号収録・2015） 

 

宮城県仙台市は、東北随一の政令指定都市である

と共に、様々な作品の舞台として起用されて

いる町でもある。 

アニメ関連のみに絞ったとしても、少し前なら「か

んなぎ」の舞台（もっとも郊外の七ヶ浜町がメイン

だが）であり、仙台伊達藩の城下町として発展した経

緯から「戦国ＢＡＳＡＲＡ」の舞台とも言える。 

「ジョジョの奇妙な冒険」でも、作者・荒

木飛呂彦氏の出身地ということもあり、第 4 部

「ダイヤモンドは砕けない」・第 8 部「ジョジョリオ

ン」の舞台として起用されている。（１） 

最近では、アニメ「Wake Up, Girls！」（以下

「ＷＵＧ」と表記）が、仙台を舞台とした作品として

注目を浴びている。 

 

仙台舞台の作品は非常に多く、「ＷＵＧ」放映前年

の 2013 年 12 月には、仙台駅前のさくら野百貨店に

て「聖地巡礼展 in仙台」も開催された。（２） 

「ＷＵＧ」「かんなぎ」「戦国ＢＡＳＡＲＡ」をメイ

ンとしつつ、「あの日見た花の名前を僕達はまだ知ら

ない。」「ヤマノススメ」「神様はじめました」「あの夏

で待ってる」と他地域のご当地アニメ（３）を含めて

の展示だが、これも、仙台を舞台とした作品の多さを

物語っているだろう。 

本章では、「ＢＡＳＡＲＡ」「ＷＵＧ」「ジョジョ」

の 3 作品に絞り、町おこしの取組を論じたい。 

（この 3 作品以外にも若干動きは見られるが、小

規模な取組ということもあり、ここでは割愛したい） 

 

 

【第 7 章】宮城県仙台市の事例 

地域振興へのアプローチ 「 Wake Up, Girls！」「ジョジョの奇妙な冒険」「戦国ＢＡＳＡ

ＲＡ」それぞれの作品ごと進む取組 

地域振興へのキーマン 各作品ごとにアプローチを行う主体が異なり、バラバラ。 

ここがポイント！ 

▶ 多数の人気作品で舞台となるも、三者三様それぞれの理由で、取組継続に

不安を抱える 

▶ 「ＷＵＧ」「ジョジョ」は舞台スポット店舗を核に、ファン草の根で地道な継続 
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◆「戦国ＢＡＳＡＲＡ」の場合 

カプコンから登場したゲーム「戦国ＢＡＳＡＲＡ」

シリーズは、2006 年リリース。戦国武将を登場人物

とした格闘アクションゲームだ。登場人物には、仙台

藩主・伊達政宗と、宮城県白石市に城を構える政宗

重臣・片倉小十郎が含まれている。 

2007 年リリースの新作「戦国ＢＡＳＡＲＡ２」以

降、片倉小十郎の人気が高まり、白石市に小十郎ファ

ンが来訪。カプコンと白石市との提携が進んだ。（４） 

 

2009年4月、「戦国ＢＡＳＡＲＡ」はＴＶアニメ化。 

これに先立つこと 2009年 1 月。アニメ版制作会社

「プロダクション・アイジー」の呼びかけで、宮城

県と白石市・仙台市の 3 自治体担当者が、

アイジーを訪問する（山村,2011）。 

これが、「ＢＡＳＡＲＡ」を通じた取組が、白石市

のみならず仙台市にも広がった端緒となる。 

 

仙台市では、2009 年 2 月、「アニメの活用によ

る販売戦略セミナー」を開催。製作元・アイジ

ー役員や、先行事例である白石市担当者を講師に招

聘した。（５） 

これにより、地場の業者にも、ライセンス契約やタ

イアップの方法など、具体的なノウハウが伝授され

た。そして、アイジーが各業者からのタイア

ップ申請を集約し、版元たるカプコンに許

諾を取る、という流れも形成された。（山村,2011） 

これに伴い、アイジーにキャラクターの使用申請

を上げた業者も少なからずおり、宮城県でその成果

が公表されている。ビール・笹かま・お米・牛タンカ

レーなど、地場特産品とのコラボが目立った。（６） 

 

2011 年・東日本大震災に際しては、アイジー側も

復興支援の一環として、「ＢＡＳＡＲＡ」テレビ放映

の際、白石市の復興ＣＭをオンエア。 

加えて、劇場版収入の一部を義捐金として寄付。チ

ャリティー商品の販売・七夕まつりでのコラボ・復興

イラストの提供など、アイジーは、被災地・仙台の支

援に動いた。（７） 

イラスト使用に当たっては、色のチェックが厳し

く地域側も大変だったようだが（８）、それでも、制

作側・アイジーと地域との間の協調関係は、震災後し

ばらくは維持されていたようだった。 

 

だが、2013年以降、地域と「ＢＡＳＡＲＡ」

とをつなぐ動きがストップしてしまった。 

推測だが、2014 年放映のアニメ第 3 期「戦国

ＢＡＳＡＲＡ Judge End」より制作陣が一

新されたことに伴うものと思われる。 

「Judge End」の制作会社は、従来のアイジーから

「テレコム・アニメーションフィルム」に交替。これ

はすなわち、アイジーを窓口として、地域が

権利処理を行う体制の崩壊を意味する。別会社

による「Judge End」の製作開始を境に、地域の取組

はストップしたとみるべきだろう。 

ライセンス契約においては、アニメ制作会社を権

利元として交渉を行うケースが少なくない。オリジ

ナル作品ならそれで問題ないだろうが、基となる原

作を抱える場合は、原作権利元（出版社やゲ

ーム会社等）の動向こそ大事だ。 

「ＢＡＳＡＲＡ」取組における突如の中断は、権利

関係の難しさや注意すべき点を、我々に示唆してく

れたと言えるだろう。 
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◆「Wake Up, Girls！」の場合

前項「戦国ＢＡＳＡＲＡ」の取組が停滞・中断した

時期に、入れ替わるかのごとく登場した仙台舞台の

アニメが「Wake Up, Girls！」（ＷＵＧ）だ。 

監督の山本寛氏は、埼玉県久喜市鷲宮市（第 1 巻参

照）舞台の「らき☆すた」監督を降板させられたもの

の、その後宮城県七ヶ浜町を舞台とする「かんなぎ」

の監督を務めるなど、ご当地アニメに縁が深い。 

東日本大震災以降、被災地のために何か貢献でき

るかを考えた末、仙台舞台のアニメ制作を決意。スタ

ッフ陣にも「らき☆すた」時代のスタッフが加わり、

「らき☆すた」スタッフ再集結とも目された。（９） 

また、仙台でのロケハンにおいては仙台観光国際

協会内に事務局を置く、「せんだい・宮城フィル

ムコミッション」も受入に協力した。（１０） 

 

2013 年に前日譚となる劇場版が公開。翌 2014 年に

全 12 話でＴＶアニメ放映。人気を受け、2015 年には

ＴＶアニメの続編となる劇場版も公開された。 

2014 年秋にはゆるキャラ化した番外編アニメ「う

ぇいくあっぷがーる ZOO!」も公開された。 

 

「ＷＵＧ」という作品は、声優のプロモーショ

ン活動と、アニメの放映とを連関させた点が

大きな特徴だ。 

まず、声優の芸能事務所「81 プロデュース」とレ

コード会社「エイベックス」とで合同の声優オーディ

ションを実施。どこの事務所にも属していない新人

声優を 7 人選出した。（１１） 

次いでこの新人声優 7 人に、「ＷＵＧ」のメインキ

ャラクター・アイドル 7 人の声役を充てると共に、

「ＷＵＧ」メインキャラ 7 人の名前を、声

優の名と同じ読み方（同音異字）に設定した。 

 

「Wake Up, Girls！」は作品名称であると共に、

メインキャラ 7 人が結成したアイドルユニ

ットの名でもあり、かつこのアニメに合わせ起用

した新人声優7人によるユニット名でもある。 

声優ユニット「ＷＵＧ」も、アニメ放映と同時並行

でライブ活動や作品発表などの音楽活動を実施。

2017 年公開にて「ＷＵＧ」舞台化が控えているが、

ここでも声優 7 人が主演として出演予定だ。 

声優としての音楽活動と、アニメ放映と

がリンクしている。それが「ＷＵＧ」である。 

 

アニメ「ＷＵＧ」は、元々復興支援をコンセプトと

していることもあり、制作側は声優を引率し、舞台を

時折訪問する。 

2014 年 3 月には、主要キャラの菊間夏夜役の声優・

奥野香耶氏が、夏夜及び奥野氏の誕生日合わせで、夏

夜がバイトしていたという設定の飲食店「餃子の

天ぱり」を訪れ、「アルバイトに復帰してもらった」

との設定でサインを残した。（彭,2016） 

このお店は、今でも多くのファンが訪れる「ＷＵＧ」

の聖地だ。 

 

2014 年 9 月には、林田藍里役の声優・永野愛理氏

が、藍里の実家モデルとなった老舗菓子屋「熊谷屋」

を訪問。作中にも登場した菓子詰め合わせをファン

に手渡しするイベントが実施された。（彭,2016） 

筆者が 2016年 5 月に訪問した時の「熊谷屋」本店

は、店内に藍里の等身大パネルや交流ノートが置か

れ、聖地化が進行していた。（１２） 

「熊谷屋」「天ぱり」等舞台スポットでのキャラ

名刺配布企画や、地元有志によるファンイ

ベント企画なども開催された（夷,2015）。 

地元民の主催ではないが、ファンイベントとして
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は、同人誌即売会も開催されている。（１３） 

 

このように、仙台「ＷＵＧ」の取組は、舞台とな

ったスポットを核とし（時には声優も絡む）、そ

こにファンが集う（時にはファンが自らイベントを

企画）という形での観光振興が成立している。 

声優ユニットとしての「ＷＵＧ」も、上記以外にも

宮城県内多くのイベントに顔を出し、当地を地盤

としたローカルアイドル的な動き。そこにも

ファンが集うから、ローカルアイドルを通じた観光

振興の文脈でも語れるだろう。 

二次元・三次元両方の「ＷＵＧ」ファンが足を運ん

でいる、とも言えるだろうか。（夷,2015） 

 

これに対し、自治体および関連団体の、「町おこし」

絡みの動きは限定的だった。 

ロケハン段階から協力した「せんだい・宮城フ

ィルムコミッション」が、舞台を案内する特設

サイトや巡礼マップを作製、スタンプラリーを開催

した程度だろうか。（１４） 

 

宮城県では、国から交付される地方創生先行型交

付金を活用。国内及び台湾から、宮城県への観光機運

の促進を目的とした、県内の観光地をＷＵＧのキャ

ラが案内する短編アニメを発注した。（１５） 

これが 2016 年春に公開された「Wake Up, Girls！

の宮城 PR やらせてください！」「うぇいくあっぷが

ーる ZOO！ 宮城 PR で GO！」である。 

 

とは言え、自治体および関連団体の動きはこれ以

外に目ぼしいものは見当たらず。 

「戦国ＢＡＳＡＲＡ」の時もそうだが、基本的に

市・県が主導で動くのではなく、民間事業者主導

で、自治体等は一歩も二歩も引いている印

象を受ける。 

 

気になる点としては、新シリーズ構想が 2015 年末

に発表されたものの、2016 年夏に制作側・山本寛監

督が休養を宣言。今後の展開が停滞している点だ。 

2017 年に舞台への展開が予定されているものの、

小規模なので燃料投下には至らない。今後の展開が

不透明で、流石に不安を感じずにはいられない。

 

◆「ジョジョの奇妙な冒険」の場合 

1986 年に「週刊少年ジャンプ」にて連載がスター

トした「ジョジョの奇妙な冒険」は、ジョースター一

族と、吸血鬼・ディオやその後継者達が、2 世紀以上

に渡って繰り広げる戦いを描く長編劇。 

舞台や主人公を変えつつ連載は四半世紀以上にわ

たり継続。現在は「ウルトラジャンプ」に連載の場を

移し、第 8 部「ジョジョリオン」が連載中だ。 

ホラー・サスペンスの要素が強く、独特の世界観や

描写・キャラクターが人気。四半世紀を超える長期の

連載でありながらも、根強いファンが多い。累計単行

本販売部数は、1 億の大台を伺う（2016 年現在）。 

作者の荒木飛呂彦氏は、仙台市出身の漫画家。 

ジョジョ第 4 部「ダイヤモンドは砕けない」及び第

8 部「ジョジョリオン」の舞台は、架空の町「Ｍ県Ｓ

市杜王町」という設定だが、荒木氏の郷里・仙台市の

郊外地域をモデルとしているようだ。（１６） 

「ジョジョ」を通じた町おこしの取組は、仙台市

の取組が目立つ。これは、市職員がジョジョ好きなと

ころが高じてのものと考えられよう。 

 

2011 年 2 月、市建設局ウェブサイト「広瀬川ホー

ムページ」に、荒木氏のインタビューが掲載。（１７） 
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この記事の反響は大きく、市職員らから、荒木氏

と連携し地域活性化を図ろうとの機運も出

たが、その翌月に東日本大震災が発生し、それどころ

ではなくなる。 

それでも、震災対応が落ち着いて以降、ジョジョ

好きの市職員達やファン有志を交えてのプ

ロジェクトチームが発足。出版元・集英社とのや

り取りの末、「ジョジョ展 in S 市杜王町」の

開催が決定。2012 年 7 月より開催された。（１８） 

原画のみならず、作中に登場する「石仮面」「弓と

矢」の模型やキャラの等身大フィギュア、作者・荒木

氏仕事場を再現したセットも登場した。（１９） 

また、これに合わせる形で市交通局は「ジョジョ」

プリペイドカードを制作。市観光交流課でも、巡

礼マップを制作した。コンビニ「ローソン」も、作

中に登場するコンビニ「オーソン」に模様替えし、ジ

ョジョ仕様とした。 

タワーレコードでも、作中キャラ等の由来となっ

た洋楽ロックの楽曲を積極的に販売。これら楽曲作

品が置かれた棚は、「ジョジョ棚」と呼ばれた。（２０） 

こうして地域内でも取組の輪が広がったが、残念

ながら継続的な取組には至らなかった。（２１） 

 

とは言え、根強いファンが数多く残っているのが

この作品の特徴。 

ジョジョファンの間では口コミで市内の

「聖地」が伝承。断続的にファンの訪れる展開が

続く。一部の店舗ではジョジョファンを積極的に受

け入れ、ファンの来訪を歓迎している。（２２） 

2014 年/2015 年の 8 月には、ファン有志団体

「チーム杜王町」により、「ジョジョグッズ

展 in S 市杜王町」が開催。先述ジョジョ展以降

知り合ったファン仲間達による自主イベントで、聖

地店舗「むかでや」を会場とした。（２３） 

 

そして「神風」が吹いたのが 2016 年夏。 

仙台をモデルとしたジョジョ第 4部「ダイヤ

モンドは砕けない」のアニメ化に伴い、数多

くのコラボレーションが実践された。 

仙台七夕での「ジョジョ第 4 部オリジナル七夕飾

り」や、楽天イーグルスとのコラボ観戦チケット、作

中で空条承太郎が宿泊した「杜王グランドホテル」の

モデルとなった「江陽グランドホテル」での展示、専

用ヘッドマークを付けた電車運行・記念乗車券発売

など、内容は盛りだくさんだ。 

コンビニ「ローソン」から「オーソン」への衣替え

も、4 年ぶりに復活した。（２４） 

これらの多くは 8 月に集中しており、仙台七夕

に照準を合わせた模様だ。 

 

とは言え、これら一連のコラボが、継続した取組に

なるかは、正直言って疑問符だ。 

ジョジョ絡みの取組は、2012 年に盛り上がったも

のの、その後継続できなかった前例もあるからだ。 

また、今回の各種取組は、制作側によるプロマーシ

ョン展開としての性質が見受けられる（本誌第 3 章・

広島県竹原市の事例に似ている）。アニメが終わって

も、この取組が続くのか？という心配はある。 

2016 年秋現在アニメは放映中だが、これが終わっ

た後の動きも見守って行きたい。 

 

（１）作品中では「Ｍ県Ｓ市杜王町」とされているが、仙台がモデルなのは明らかだ。また、第 3部「スターダストクルセ

イダース」においても、作中に仙台市内の地名を冠した登場人物が表出している。 

（２）公式サイト・http://seichijyunreiten.com/より。運営主体は不明だが、2014 年 3月 4日「宮城・仙台アニメーシ

ョングランプリ実行委員会」主催の「アニメ産業振興セミナー」によると、映画制作会社での勤務経験を持ち、仙台でアニメ
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関連企業「（株）ラッキーオレンジボックス」を起業したプロデューサー・舘内亨太氏が携わっている模様。 

（３）「あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。」（埼玉県秩父市）は拙著第 1 巻にて解説。「ヤマノススメ」は本誌第 2

章、「あの夏で待ってる」は同第 5 章参照。「神様はじめました」（埼玉県川越市）は今後研究を検討している。 

（４）白石市の事例については、昨今の「東北ずん子」絡みの事例も調査の上、稿を改めて論じて参りたい。 

（５）宮城県庁「アニメの活用による販売戦略セミナーの御案内～アニメ「戦国ＢＡＳＡＲＡ」との連携について～」 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jyoho-i/animeseminar.html 

（６）宮城県庁「宮城県特産品のＴＶアニメ「戦国ＢＡＳＡＲＡ」グッズの御紹介について」 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jyoho-i/goods.html 

（７）アニメイトタイムズ「復興に向け仙台七夕まつりに『戦国 BASARA』登場」（2012/7/3） 

http://www.animatetimes.com/news/details.php?id=1341290153、アニメ！アニメ！ビズ「 ｢戦国 BASARA｣で宮城復興支援 

TVCM やポストカード活用」（2011 年 6 月 01 日）http://www.animeanime.biz/archives/8945 など。 

（８）Yahoo!ニュース「萌えキャラは新時代のインフラ！？ 「東北ずん子」の素顔を歩く」（2016年 5 月 25 日） 

http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20160525-00010000-yjnewsv-l04 

（９）アニメイトタイムズ「『らき☆すた』から５年、あのスタッフが再集結しオリジナルアニメ『Wake Up,Girls!』を制

作決定！ ７人の主役はすべて新人声優オーディションで起用！」（2012/9/10） 

http://www.animatetimes.com/news/details.php?id=1347262790 

（１０）せんだい・宮城フィルムコミッション https://www.sendaimiyagi-fc.jp/support-performance/fy-2013 

（１１）「avex×81produce Wake Up, Girls! AUDITION 第 2 回アニソン・ヴォーカルオーディション」 

https://avex-audition.jp/audition/26/ 

（１２）この他、本稿では割愛するが、宮城県気仙沼市の旅館「大鍋屋」も菊間夏夜の実家という設定の民宿のモデルであ

り、「聖地」と化している。ちなみに、「大鍋屋」は防衛大臣も務めた衆議院議員・小野寺五典氏のリアル実家でもある。菊間

夏夜も大物政治家を縁戚に持つという設定になるのではないか（笑） 

（１３）Wake Up, Girls! オンリーイベント「同人誌即売会やらせてください！」http://wugonly.com/ 

（１４）スタンプラリー案内・http://www.sentabi.jp/wug/common/pdf/sansaku.pdf、及び河北新報「ロケ地マップで仙台

ゆかりの映画追体験」（2016年 1月 11日）http://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201601/20160111_15026.html 等参照。 

（１５）河北新報「＜ＷＵＧ＞被災地舞台の短編アニメ制作へ」（2015年 12 月 17 日） 

http://sp.kahoku.co.jp/tohokunews/201512/20151217_13038.html より。劇中に「鉄道むすめ」仙台空港鉄道の「杜みな

せ」が特別出演。私見では、2010 年に公開された宮城観光ＰＲアニメ「アニメむすび丸」と同じ文脈だと思う。 

（１６）仙台市建設局百年の杜推進部 河川課 広瀬川創生室「私の広瀬川インタビュー 第 18 回 荒木飛呂彦さん」 

http://www.hirosegawa-net.com/interview/new/18_01.html 

（１７）（１６）に同じ 

（１８）仙台経済新聞「仙台で「ジョジョ展 in S 市杜王町」7月開催へ－仙台限定の展示・グッズも」（2012年 05 月 19

日）http://sendai.keizai.biz/headline/1171/ 

（１９）仙台経済新聞「仙台で「ジョジョ展 in S 市杜王町」開幕へ－AR利用の「杜王町 MAP」も」（2012年 07 月 27 日） 

http://sendai.keizai.biz/headline/1219/ 
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（２０）仙台経済新聞「仙台市交通局、「ジョジョ」スキップカードを限定発売－「ジョジョ展」とタイアップ」（2012 年

07 月 05 日）http://sendai.keizai.biz/headline/1204/、「ローソン柳町通店が期間限定「オーソン」に－「ジョジョ」ファ

ンが「巡礼」（2012 年 08月 06日）http://sendai.keizai.biz/headline/1225/、「仙台のタワレコに「ジョジョ棚」－「ジョ

ジョ」にちなんだ洋楽 CD をディスプレー」（2012 年 12月 20日）http://sendai.keizai.biz/headline/1319/、旅＊東北「杜

の都仙台公式ジョジョ GUIDE MAP、配布中！」（2012 年 10月 31日）http://www.tohokukanko.jp/2012/10/31 

（２１）但し、タワーレコード仙台パルコ店ではその後もジョジョがらみの取組が続く。仙台経済新聞「タワレコ仙台パ

ルコ店で「ジョジョの奇妙な冒険 SC」展 コラボグッズ販売も」（2015年 10 月 20 日）など。 

（２２）田ゴ作日記 in S 市杜王町「杜王町においでよ～仙台はジョジョの聖地～」http://genshi0105.blog.fc2.com/blog-

entry-106.html など。作中にも実名で登場した雑貨「むかでや」や、店長が荒木氏の同級生でジョジョ色の強いホルモン屋

「和喰和喰亭」、オーナーがジョジョ好きの理髪店「LAKE WAVE」・整骨院「杜王整骨院」など。 

（２３）チーム杜王町・公式サイト（http://www2.hp-ez.com/hp/jojogoods/）より。ファン仲間でのオフ会等も開催。 

（２４）仙台経済新聞「仙台で「ジョジョ」第 4部コラボ一斉展開 七夕飾りや駅構内放送、声優来仙も」（2016 年 07 月

09 日)http://sendai.keizai.biz/headline/2149/ 

 

（参考文献） 

山村高淑「アニメ・マンガで地域振興」（東京法令出版・2011） 

彭晟展「コンテンツ・ファンにょる「聖地巡礼」の社会学的研究－ファン行動の実態調査に基づいて－」（同人誌・コンテ

ンツツーリズム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.9」コンテンツツーリズム研究会・2016） 

夷「探訪者推薦！舞台探訪アニメ作品一挙紹介」（同人誌・「探訪路 Vol.1」収録、舞台探訪者コミュニティ出版部・2015） 

 

京都府宇治市は、京都府南部に位置する、人口 20

万弱の都市。京都市内への通勤圏内ゆえ、昨今は京都

市のベッドタウンとして発展を遂げている。 

市内には、平安時代に藤原頼通が建立した世界遺

産・平等院鳳凰堂が建ち、多くの観光客で賑わいを見

せている。また、お茶の産地としても「宇治茶」は有

名で、市内の特産品としてお土産の定番メニューだ。 

古典文学「源氏物語」の後半部、いわゆる「宇

治十帖」の舞台としても知られており、古くからの

歴史を有する町でもある。 

この宇治市を舞台に、昨今新たに登場した作品が、

「響け！ユーフォニアム」である。 

【第 8 章】京都府宇治市の事例 

地域振興へのアプローチ アニメ「響け！ユーフォニアム」舞台起用を活かした観光振興 

地域振興へのキーマン 京都文教大学・片山明久准教授、及び宇治市・京阪電鉄 

ここがポイント！ 

▶ 制作側・宇治市・京阪電鉄、相互の協調関係構築 

▶ 学生組織「響け！プロジェクト」が、お誕生会など草の根で精力的に活動 
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著者の武田綾乃氏は、自身の出身地でもある宇治

市を舞台に設定。吹奏楽の競技大会「吹奏楽コンクー

ル」で全国大会を目指す、という青春もののライトノ

ベルとして、2013 年より刊行された。 

武田氏自身の吹奏楽部経験も活かされ、吹奏楽部

にありがちな葛藤を描くなど、リアリティも高い作

品に仕上がり、一定の人気を博した（１）。 

 

2015 年には、奇しくも同じ宇治市に本社スタ

ジオを持つ「京都アニメーション」の手によ

り、「響け」はアニメ化。 

アニメも好評を博した模様で、2016 年春には第 1

期の総集編的位置づけで「劇場版」が公開。また、2016

年秋には、全国大会を目指す前段階「関西大会」に向

かうのアニメ第 2 期も放映された。 

この調子だと、全国大会に向かうアニメ第 3 期の

放映も期待できるだろう。（２） 

アニメの放映と共に、舞台・宇治への探訪者も続出。

2015 年に宇治市を訪れた観光客も過去最多を観測し、

「響け！」の放映がこれを後押しした一因として分

析されている。（３） 

 

◆宇治市内にキャンパスを持つ、京都文教大学 

「響け」を通じた「町おこし」を論じる上で欠かせ

ない存在が、市内にキャンパスを持つ私立大学「京

都文教大学」である。 

 

京都文教大学では、学生と地域民との連携活

動を重視。2007 年には、宇治市・宇治橋通り商

店街と京都市伏見区に、地域連携の拠点となる「サ

テライトキャンパス」を開設した。 

「サテライトキャンパス」は、地域との交流拠点、

ならびに、地域内における研究・フィールドワークの

拠点としての位置付け。地域民のサークル活動やワ

ークショップなどにも利用されているようだ。（４） 

2014 年には、京都文教大学が定めた事業プラン「京

都府南部地域ともいき（共生）キャンパスで育てる地

域人材」が、文部科学省「地（知）の拠点整備事業」

として採択。大学のリソースを地域発展に、また地域

のパワーを大学教育に活用する、としている。（５） 

実際、2010 年には、宇治茶の魅力を地域に発信す

る学生プロジェクト「宇治☆茶レンジャー」が

結成。2014 年には、学生プロジェクト「商店街活

性化隊 しあわせ工房 CanVas」が、宇治橋通り

商店街の活性化を目的に。共に地域と連携しつつ、活

動を深めている。（６） 

 

このように、地域振興を図る学生プロジ

ェクトが勃興する流れの中で、2015 年新たに生

まれた学生プロジェクトが、「響け！元気に応援

プロジェクト」（以下「響Ｐ」と表記）である。 

アニメ「響け」の放映後、宇治を訪れるファンの増

加に伴い、ファンと地域とのかけ橋となりつつ、

地域活性化を目指す取組だ。 

「響Ｐ」は、あくまで学生主体の動きだが、顧問に

就任した京都文教大学・片山明久准教授の存

在も大きい。 

 

片山氏は、大手旅行会社で 27年間の勤務経験を経

て、観光学の研究者に転身。コンテンツツーリズム研

究、文化政策、歴史観光を専門分野としている（７）。

コンテンツツーリズムでは、埼玉県秩父市を舞台と

したアニメ「あの日見た花の名前を僕達はまだ知ら

ない」（第 1 巻参照）の研究で実績を持つ（８）。 

片山氏のコンテンツツーリズムに関する知見が
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「響Ｐ」に生かされると共に、この実践活動を通じ、 片山氏自身の研究も深まることが期待される。 

 

◆京都文教大学 響け！元気に応援プロジェクト 

「響Ｐ」活動において、メインとなる活動は、「響

け」登場キャラのお誕生会だろう。 

お誕生会自体は 2015年 5 月よりスタート。その後

１～２か月に１回のペースで開催し続けている。 

舞台探訪者が多用するＳＮＳ「Twitter」を利用し

て宣伝・告知。「Twitter」関連サービスの

「Twipia」を利用し募集・集計。多い時は１００人、

平均で５０人前後が参加している。（９） 

こういうミニイベントの頻発を通じ、宇治への

訪問機会を創出。リピーター化を促している。 

 

ちなみに、響Ｐ活動草創期の 2015 年 6 月、響Ｐメ

ンバーは、片山ゼミ学生と共に、滋賀県・豊郷小

学校への視察訪問を実施している（１０）。豊郷

町の職員からも話を聞き、学生たちにとっては驚き

の連続だったようだ。 

豊郷（第 2 巻参照）も、ファン組織「豊郷ティータ

イム」が定期的にけいおん！キャラお誕生会を開催

している。また、視察前月の 2015 年 5 月 23 日、片

山氏自身が豊郷でのお誕生会の様子を

ヒヤリングしている（2016,片山）。これは宇治の

学生たちにも、当然伝えられているはずだ。 

宇治と豊郷のお誕生会を比較しても、ベースの部

分で、「ケーキの披露」「バースデイソング合唱」「ミ

ニ演奏」など、豊郷ティータイム主催のの催事

プログラムと相当類似している。（１１） 

宇治も、独自企画として、ストローを使った楽器作

り・楽器のぬり絵大会などこども向け企画や、キャラ

への愛を参加者が語る企画も用意している。 

豊郷の取組をベースとしつつ、独自のオリジ

ナリティを盛り込みアレンジしたものと見なせよう。 

 

この他、毎年秋に開催する宇治橋通り商店街

の活性化イベント「わんさかフェスタ」への

参加も大切な活動だ。 

同商店街内にサテライトオフィスを開設し、地域

との連携を謳う大学として、この祭事への参加は当

然。響Ｐも、2015 年は宇治北高校の制服に身を包ん

でのマーチングバンド参加、2016 年は子ども向けの

楽器づくり企画・ファン向け休憩所の開設という形

で参加している。（１２） 

 

響Ｐは、このような形で、自ら「キャラお誕生会」

を開催。また、「わんさかフェスタ」など地域のイ

ベントに、「アニメ」という切り口で参加し、

地域振興に貢献している、とも言えるだろう。 

 

◆京阪電鉄とあがた祭り、そして行政としての宇治市

響Ｐ以外にも、「響け！」を通じた取組の輪は広が

っている。 

 

2015 年 4 月には、ＪＲ宇治駅から見ると平等院鳳

凰堂の裏手に当たる「宇治市観光センター」（宇

治市観光協会運営）に、巡礼ノートが設置。ファ

ンにとっての重要な訪問スポットとなった。（１３） 

ただの巡礼ノートではなく、「五線譜」を採用して

いるあたりが、このアニメならではの展開だ。 

2016 年 3 月 5 日の筆者訪問時には、等身大パネル
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も置かれ聖地化。京都文教大学生の手によるアンケ

ートも置かれ（１４）、宇治でのコンテンツツーリズ

ムに関する調査活動が継続している様子が伺えた。 

2015 年 9 月には、宇治市商工観光課により巡

礼マップも発行。これは観光案内所などで、観光客

向けに配布している。 

 

毎年 6 月 5 日～6 日にかけて、宇治市内の大吉山で

開催される伝統祭事「県（あがた）祭り」は、

「響け！」作中においても登場。ファンにとっても重

要なイベントだ。 

「あがた祭り」合わせで、宇治市内でも

ファン向けイベントを開催。ファンの来訪を促

している。 

2015 年 6 月 6 日には、制作側と宇治市との連携の

下、「『響け！ユーフォニアム』スペシャルトークイベ

ント ～宇治でお祭りフェスティバル～」と称した

声優トークショーが、宇治市文化センターにて開催

された。（１５） 

2016 年にも同種のイベントが開催（１６）。 

しかも、「あがた祭り」当日には、祭りの舞台とな

る大吉山に等身大キャラパネルを設置し、

大吉山への登山を煽る展開に。（１７） 

響Ｐも、宇治市街地で展示会の開催・休憩所の設置

という形で参画。京阪電鉄も、キャラ音声の流れる特

別列車を運行した。（１８） 

 

元々、京阪電鉄は、「けいおん！」「中二病でも恋を

したい！」など京都アニメーション制作のアニメで

ラッピング電車を実施していた。 

しかし、京阪沿線の宇治を舞台とするだけあって、

京阪の「響け」への力の入れ方は、他アニ

メに比べ明らかに突出している。 

京阪は、ラッピング電車だけに留まらず、キャラパ

ネルの駅内展示（宇治・黄檗・六地蔵・伏見稲荷の 4

駅）、記念切符の発売、スタンプラリーなどその取り

組みは多岐に渡る（１９）。 

 

2016 年 4 月には、宇治市との協力の下「京阪電

車×宇治市 響け！ユーフォニアム コラボ

レーションフェスタ」と称し、宇治エリアの吹

奏楽部による演奏や、原作者・武田綾乃氏トークショ

ーなども交えたイベント「京阪電車×宇治市スプリ

ングコンサート“輝け！吹奏楽部”」も開催。 

響Ｐも、ファン向けに聖地巡礼ガイドツアーを実

施し、これを側面から支援した。（２０） 

 

これらの動きを見ると、制作側・宇治市・京阪

電鉄 3者の堅固な提携関係が浮かび上がる。 

制作側と宇治市との連携は、宇治市内に京アニ本

社が立地するという地理的要因も大きいだろう。 

制作側と京阪は、前述のとおり昔から他作品のラ

ッピング電車を運行し、パイプも太い。 

京阪と宇治市も、京阪の沿線自治体という縁から

「響け」以前から関係性は強く、「響け」での提携を

実現させる下地になっていよう。 

 

この 3 者の関係性・相互協力をメインとしつつ、

響Ｐのような学生団体が、ファンと地域を

結びつける草の根的な活動を行い、「響け」に

よる地域活性化活動を補完している。そういう構図

で考えられる。 
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◆吹奏楽のまち・宇治 

最後に、「響け」が引き出したとも言える、宇治市

の持つ新たな可能性について指摘したい。 

 

片山ゼミによる 2015 年秋の研究発表（２１）を聴

いて私も気づいたのだが、宇治市は、元来、吹奏

楽の盛んな街ということだ。 

2001 年の吹奏楽コンクール出場校数の人口比率で

みると、中学校ベースで京都市が人口 4324 人に１校

なのに対し、宇治市は 2111 人に 1 校。小学校・高校

も、人口比で京都に比べ吹奏楽部の数は多い。人口

の割に、宇治市は楽団の数が多。 

2015 年の宇治橋通り商店街「わんさかフェスタ」

も、吹奏楽が盛んな土地柄であることから「音を紡

ごう」というテーマにて、開催に臨んでいる。 

 

2016 年には、響け！ファンによる市民吹奏

楽団「北宇治高校ＯＢ吹奏楽団」が結成。 

元々一部のファンが、宇治公園や宇治川河畔など

で楽器を演奏していたようで、彼ら奏者でもあるフ

ァン達が集っての楽団だ。2016 年 12 月の演奏会開催

を目標としつつ、響Ｐ主催イベントでのミニコンサ

ートも行っている。（２２） 

 

吹奏楽は、地域祭事で起用することによ

り、場を盛り上げる効果が極めて大きい「武

器」でもある。祭事に吹奏楽団を積極的に起用。場

を盛り上げ、地域活性化に繋がる期待もある。 

元々吹奏楽団の数も多いから、定期演奏会の数も

その分多い。楽器が演奏できなくても「響け」で吹奏

楽に興味を持ったファンが、定期演奏会にも顔を出

してくれることも期待できるだろう。（２３） 

吹奏楽の盛んな土地柄であるがゆえに、「響け」フ

ァンとの相乗効果で「吹奏楽」を地域活性化に繋げら

れる。そういう、吹奏楽を通じた「可能性」も

指摘したい。 

 

（１）筆者も吹奏楽在籍経験があり（高校ではテューバ、大学では吹奏楽編成ではないがトロンボーンに転向）、その立場

からすると、武田氏による「響け！ユーフォニアム」の描写は相当しっかりしているとは思う。ただ、本当にドロドロしたと

ころは描け切れていないような…しかしそこを描いたら作品のエンターテイメント性が損なわれるので描く必要もないか… 

ちなみに、筆者の学校では「ユーフォニアム」ではなく「ユーフォニウム」と呼んでいた。 

（２）吹奏楽コンクールは、一般的に、（都道府県によっては予選→）都道府県大会→地方大会→全国大会の順に進む、第

1 期は府大会、第 2 期は地方大会に相当する「関西大会」を描いている。 

（３）京都新聞「京都・宇治観光に過去最多 ウミウひな、アニメも後押し」（2016 年 04 月 26 日） 

http://www.kyoto-np.co.jp/sightseeing/article/20160426000042 

平等院などが前年比 1割増（約 25万人増）なのでこれが大きい要因だが、小規模な要因として「響け」も挙げられている。 

（４）京都文教大学サテライトキャンパス情報誌「Spiral Up」から確認できる。 

（５）京都文教大学発行「京都府南部地域ともいき（共生）キャンパスで育てる地域人材」より。https://www.coc-

all.jp/download/?t=SY&id=2119&fid=532 

（６）京都文教大学公式サイト内「プロジェクト活動」より https://www.kbu.ac.jp/kbu/campuslife/project.html 

（７）「researchmap」片山明久氏の項より。http://researchmap.jp/ 
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（８）拙著「コンテンツツーリズム取組事例集１」参照。参考文献として片山氏の研究成果も活用させていただいた。 

（９）響け！元気に応援プロジェクト・Twipiaアカウント http://twipla.jp/users/hibike_joinus 

（１０）響け！元気に応援プロジェクト公式ブログ「響け！元気にファンファーレ ～宇治へ、ジョイナス！～」内「響

P、初登校する」http://hibikejoinus.blog.fc2.com/blog-entry-5.html 

（１１）豊郷ティータイム「Yui & Azusa Birthday Party」（2016年 10月 31日閲覧）http://toyosatoteatime.info/yuiazu/ 

と（2016,片山）の内容とを比較。 

（１２）京都新聞「「響け！ユーフォニアム」制服再現 京都・宇治でパレード」（2015 年 10 月 25日）及び京都文教大学

「ぶんきょうサテキャン情報 Spiral Up」（2016 年 10 月号） 

（１３）2015年 11 月 22 日「第 3回コンテンツツーリズム学会 論文発表大会」京都文教大・片山ゼミチームの発表より。 

（１４）片山ゼミか響Ｐかは、記憶が定かではない。 

（１５）アニメ「響け！」公式サイト「『響け！ユーフォニアム』スペシャルトークイベント～宇治でお祭りフェスティバ

ル～開催決定！」（2015/05/15）http://tv.anime-eupho.com/news/?id=28 

（１６）アニメ「響け！」公式サイト「「響け！ユーフォニアム」今年も！宇治でお祭りフェスティバルチケット一般販売

決定！」(2016/05/19)http://anime-eupho.com/news/?id=122 

（１７）宇治市公式 facebook より。https://www.facebook.com/ujicity/photos/ 

a.676799335781515.1073741829.670332546428194/910621722399274/?type=3&theater 

（１８）京都新聞「県祭アニメで盛り上げ 「響け！ユーフォニアム」パネル」（2016 年 06 月 04日）http://www.kyoto-

np.co.jp/local/article/20160604000039 

（１９）2015 年 11 月 22日「第 3回コンテンツツーリズム学会 論文発表大会」京都文教大・片山ゼミチームの発表、及

び京阪電鉄 2016年 3 月 24 日プレスリリース https://www.keihan.co.jp/info/upload/2016-03-24_euphonium.pdf 

（２０）マイナビニュース「「京阪電車×宇治市 響け！ユーフォニアム コラボレーションフェスタ」を 4 月 9 日に開催」

（2016/03/30）http://news.mynavi.jp/news/2016/03/30/436/ 

（２１）（１３）に同じ。 

（２２）京都新聞「「響け！ユーフォニアム」ファンが吹奏楽団 舞台の京都・宇治」（2016 年 04月 15日）、城南新報「宇

治舞台「響け！ユーフォニアム」 12 月に初コンサート」（2016 年 9月 3 日） 

（２３）「響け」自体が吹奏楽コンクールを目指すストーリー故、コンクール最優先の部活動が描写されがちだが、吹奏楽

活動は、コンクールだけが全てではない。定期演奏会や地域祭事での演奏など、広く市井の皆様に向けた形で、音を奏で楽

しんでもらう活動も少なくない。寧ろそれこそが、吹奏楽の「本分」だと筆者は考える。 

 

(参考文献) 

片山明久「コンテンツツーリズムに対する観光学的考察―旅行者による「ものがたり」の創造―」（「同志社政策科学研究」・

同志社大学政策学会・2016）http://ci.nii.ac.jp/naid/120005741430 
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長野県大町市は、長野県北西部に位置する人口 3万

人弱の地方都市。 

黒部・立山アルペンルートの長野側玄関口として

有名で、本数は少ないものの、新宿からの高速バスや

特急も運行されている。 

市内の観光資源としては、アルペンルート・大町温

泉の他には、冬限定だがヤナバ等のスキー場など。夏

季シーズン限定だが、仁科三湖（木崎湖・中綱湖・青

木湖）も一定の人気がある。 

 

特に木崎湖は、大町市中心部からも比較的近く、レ

ジャースポットとして一定の人気を持つ。 

カヌー、ボート、フィッシングなどのウォータース

ポーツや、キャンプ・散策・サイクリングも楽しめる

他、木崎湖温泉でのお湯も楽しめる。。 

レジャー要素が強く、仁科三湖の中では、「憩いの

中綱湖」「思索の青木湖」に対し「遊びの木崎湖」

とも称される。（１） 

 

この木崎湖を舞台に、2002 年よりアニメ「おねが

い☆ティーチャー」が放映。また、続編となる「お

ねがい☆ツインズ」も 2003 年に放映された。 

作中には、背景を得意とするアニメ制作会

社「草薙」の手により描かかれた木崎湖の美しい景

色（２）が描かれ、その景色に魅かれたか、舞台と訪

れるファンも、次第に増えていった。 

2007 年「らき☆すた」以後「コンテンツツーリズ

ム」の取組は増えてきたが、木崎湖は、それ以前から

の取組である。三次市（本誌第 6 章）や小諸市（本誌

第 5 章）の事例同様、「コンテンツツーリズム」

における先駆的事例として論じることができる。 

 

◆ファンによる環境保全活動”みずほプロジェクト”の結成 

傘木宏夫氏は、元々関西を地盤に活動されていた

ようだが、2002 年の大町市長選の出馬・落選後、郷

里・大町市に定住。 

同年、大町市にてＮＰＯ法人「地域づくり工

房」を立ち上げ。以後は、民間の立場からの地域振

興活動に努めている。（３） 

 

傘木氏は、2005 年「おねがい」シリーズの存在を

知り、その背景に描かれた故郷の美しさに感動。ＮＰ

Ｏ法人の活動として、2006 年夏、木崎湖畔の温泉施

設「ゆ～ぷる木崎湖」を会場に、「草薙背景原

画展～アニメの中の木崎湖」を開催した。（４） 

【第 9 章】長野県大町市木崎湖の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「おねがい」シリーズを通じた、ファンと地域との協働 

地域振興へのキーマン ＮＰＯ法人地域づくり工房、木崎湖キャンプ場、ワイショップニ

シなどの地元商店 

ここがポイント！ 

▶ ファンが定期的に訪問、自主的な環境美化活動を行い、地域とも協調 

▶ 一つ一つのプロジェクトは長続きしないが、他のプロジェクトが勃興する展開 
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展示会には、全国から多くのファンが集ったよう

だが、その中で、傘木氏自身とファンとの間の

交流・接点も生まれていった。 

結果、ファンのまとめ役も担うようになり、傘木氏

が代表者となる形で、ファン達による木崎湖で

の地域活動団体「みずほプロジェクト」が発

足した。（2011,山村） 

 

元々、木崎湖でのファンによる地域活動は、

幾つかのグループが並立していたようだ。 

舞台の一つとなるＪＲ大糸線・海ノ口駅では、ファ

ンの殺到に伴い桜の木が踏み荒らされる事態が発生。

これに対し、ファンにより「海ノ口桜委員会」が

結成。「ワイショップニシ」「星湖亭」「山正

旅館」などの木崎湖周辺店舗と協力しつつ、苗木の

保護や植込を行なっていた。（５） 

「おねてぃ Fanclub」では、地元住民に迷惑

が掛からぬよう注意喚起や「あいさつ運動」の推奨

（2011,山村）や、オフ会等を行っていた。（６） 

 

海ノ口の桜の件もあったせいか、ファンの木崎湖

環境美化・保全に関する意識は高かったのだろう。傘

木氏のもとには、ファンからの環境美化運動立ち上

げについての相談が舞い込んでいたようだ。 

木崎湖のファングループには様々なグループがあ

るが、自分たちのグループだけ表に出るのは居心地

が悪いから、ということで傘木氏が「みずほプロジェ

クト」の実行委員長に擁立された。（2011,山村） 

 

「みずほプロジェクト」は、ファンと地域民の

有志が連携。作品の時代設定である 2017 年まで今

と変わらない美しい木崎湖の風景を残そう、という

ファンによる地域活動である。 

2007 年 8 月に、木崎湖周辺の清掃活動を軸に

した環境美化運動として実施。翌 2008 年 9 月には第

2 弾も実施した。2008 年には、清掃終了後、木崎湖

キャンプ場でのバーベキューを通じたファン交

流会も実施された。（７） 

これとは別に、旅館・民宿の廃業が続き木崎湖周辺

の街路灯維持が困難になっている状況を打開すべく、

募金活動も展開（2009,山村）。2009 年は、97,600

円集まり木崎湖温泉観光協会に寄付した。（８） 

市側も、ファンの動きに対する配慮が見えた。市の

事業で、舞台たる木崎湖遊園のすべり台補修

工事を行なうに当たって、市側からアニメファ

ンの意見を伺いたいとの打診も為された。（９） 

 

◆地域側とファンとの、友好関係構築 

前項で、市側からアニメファンの意向に配慮しよ

うと動きが見られたように、地域側のファンに

対する配慮は随所に見られる。 

おねてぃ舞台探訪者に対し、「オタク」という語で

不快な思いをさせてはならないと考えたようで、地

域民内で「おねてぃさん」と呼ぶように取り決めた。

（１０）（2015,岡本） 

木崎湖畔の宿泊施設「アルペンハイム山正旅

館」では、おねてぃファン向けの宿泊プラン「お

ねてぃプラン」を用意。 

館内にはおねてぃファン向けのサロンも用

意された。おねてぃファン向けの展示や巡礼ノート

が陳列、ファンが寛げる空間となっている。（１１） 

「聖地」化した山正旅館は、ファンのリピーターも

多い。2009 年 10 月時点で、30 回以上訪れた猛

者の存在も報告されている。（2015,岡本） 

 

湖畔の「星湖亭」は、食事処・土産店であると共
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に、木崎湖でのボート・フィッシングなども扱うレジ

ャースポットだが、ここもファンが多く訪れる聖地。 

店内には、色褪せたもののおねてぃポスターが

貼られ、ショーケースにはファンからの寄贈品

が多数陳列されている。（１２） 

キャラに因んだカレー・ソフトクリームなどのメ

ニューも存在。自ら考案したレシピを持ち寄るファ

ンまでいたぐらいだ。（2013,岡本） 

 

この他、湖畔の温泉施設「ゆ～ぷる木崎湖」で

は、おねてぃファン向けの特別入浴券も販売。

「草薙」の協力も得、同社の背景画を活用したものだ。 

2007 年「みずほプロジェクト」合わせで発行した

ものの完売となり、2009 年にイラストを替え再販す

るほどに人気だったようだ。（１３） 

 

なお、この町でのグッズ展開は、キャラ絵

を用いず背景中心という点が、他所に見られぬ大

きな特徴だ。 

「ゆ～ぷる木崎湖」の入浴券もそうだし、2008 年・

2010 年にＪＲ東日本・長野支社が販売した

「アニメのなかの大糸線入場券」も、背景を

用いた記念切符だ。（１４） 

2006 年に開催した原画展を通じ、地域側に背景制

作会社「草薙」とのパイプができたことが、背景中心

のグッズ展開につながった要因だろうか。（１５） 

 

◆制作側・地域・ファン三位一体の協働～10周年記念イベント～ 

ここまでは、木崎湖におけるファンと地域との関

係性を取り上げたが、背景担当の「草薙」を除き、制

作側から木崎湖への関わりは見えなかった。 

これが大きく変わったのは、おねてぃ放送 10 周年

を記念し発足した「木崎湖 10 周年イベント実

行委員会」による 10 周年記念イベント開催から。 

実行委員会は、県内外のファンや地元観光

関係者ら 20～30 人をメンバーに、2012年 2 月に発

足。事務局を木崎湖キャンプ場に置き、夏の 10

周年イベント開催に向け尽力した。（１６） 

 

2012 年には、7 月～9 月の 3 か月間、ラッピング

巡礼バスを運行（のべ 1600 人が参加）。 

ヒロイン役声優・井上喜久子氏を起用した音声ガ

イドが流れ、乗車賃としてパンフレット（1000 円）

を購入。パンフレ所持者は何度でも乗車可能とした。 

同年 7 月には「ゆ～ぶる木崎湖」にて「木崎

湖巡礼の軌跡展」も開催。 

同年 8 月 19 日のメインイベント「エクレシ

ヤ」は、木崎湖キャンプ場を会場とし、声優・井

上喜久子氏と井出安軌監督を招いてのトー

クショーも実施し。イベント前日は、松本駅から臨

時列車も運行した。（１７） 

この「エクレシヤ」では、近隣の安曇野市在住・チ

ェーンソーアートの彫刻家ジェイソン氏によるキャ

ラクターの木彫りもお披露目（１８）。現在これは、

「ゆ～ぷる木崎湖」などで展示されている。 

 

これまでは地域民とファンとの交流レベルだった

ものが、制作側も 10 周年記念作品をプロモーション

する意図ゆえだろうが、積極的に協力。ファン・地域・

制作側三者協働しての大がかりなイベントに変貌し

た点が、10 周年記念イベントの特徴だ。 

費用も、これまでの取組ではあり得ないレベルの

膨れ上がり方だが、これは長野県が地域活動に助成

金を出す「元気づくり支援金事業」を活用して

いる。2012 年は、総事業費約 300 万に対し約 180 万

の助成を受けた。 
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なお、事業総括書の中では、巡礼バスは３か月で延

べ 1600 人、メインイベント「エクレシヤ」には 1150

人が来場、とも述べられている。（１９） 

 

翌 2013 年にも、10 周年記念イベント第 2 弾とし

て、「＊ａｒｃｈ＊」が開催。 

ただ巡礼バスの運行は実現できず。スタンプラリ

ー（夏季通しで延べ 1200 人参加）の実施と、木崎湖

近隣公民館での、監督と声優を招いてのトークイベ

ントのみに終わってしまった。 

参加者も 670 人に急減。総事業費約 170 万に対し

約 100 万の助成にとどまり、成果は急速に萎んでし

まった。（２０） 

以後は、「10 周年」という区切りを終えた事もあり、

動きは見られず。10 周年イベントの特設サイトも消

滅してしまった。 

 

◆2016年現在の木崎湖 

筆者はこの稿を記すに当たって、2016年 11月 3日、

木崎湖への現地視察を実施した。 

2016 年現在、木崎湖でこの手の「町おこし」の取

組に、目立った動きはない。店舗でのグッズ販売など

も、目立った動きは確認できなかった。 

前項で記した「ゆ～ぷる木崎湖」には、キャラのチ

ェーンソー彫刻が健在も、「星湖亭」で販売している

ステッカーなどのグッズ類は「終わってしまった」と

のこと。ファンも「今は”君の名は。”に行っちゃっ

てるよ」（２１）との談で、「おねてぃ」がらみの取組

は弱まっている。 

木崎湖の取組を一通り見ると、断続的に何かし

らの動きが勃興するが、それが長続きせず

立ち消えする傾向が見える。2 年ぐらいは継続す

るが、それ以上の長続きは見られない。 

ただ逆に、一つ活動が立ち消えしても、別の活動が

新たに立ち上がるだけのパワーを持っている、とい

う見方もできる。長らくファンに愛されているスポ

ットだけに、普段動きが無くとも、いざという時には

ファンも熱心に動く、という構図かもしれない。 

この現象を肯定的に捉えるか、否定的に捉えるか

は評価が分かれよう。 

 

とりあえず、来たる 2017 年は放映 15 周年

という節目の年であり、かつ「おねてぃ」

物語上の設定年である。絶好の商機であり、これ

を逃さぬよう、新しい動きの勃興に期待したい。 

 

一方、作中「縁川商店」の舞台として知られ

る聖地「ワイショップニシ」、及び「木崎湖

キャンプ場」は、少し違った展開を見せている。 

「ワイショップニシ」は、おねてぃ聖地・ＪＲ海ノ

口駅から徒歩 5～6 分。国道沿いのコンビニだが、店

内では自家製の「おやき」や「うどん」「そば」の提

供も行なわれている。おねてぃのキャラに因ん

だうどん・そばのメニューも健在だ。 

店内には休憩スペースが置かれ、ファンの

「たまり場」といった様相。パソコンを開いて長

居するファンの姿も見られた。海ノ口駅設置・巡礼ノ

ートの過去分は、ここで管理・保管されている。 

 

まさに「おねてぃ」の聖地にふさわしい佇まいだが、

店内をよく見渡すと、「おねてぃ」のみならず、自転

車漫画「ろんぐらいだぁす！」がらみの展

示も多い。 

話を聞き調べてみると、「ろんぐらいだぁす！」

の原案・制作協力に名を連ねる同人サーク

ル「ロングライダーズ」のメンバーの皆さんが
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木崎湖へのリピーター化しているようだ。同人誌

を「ワイショップニシ」「木崎湖キャンプ場」

に納入したり、自ら木崎湖畔をサイクリングしたり、

木崎湖詣でが盛んな模様。（２２） 

 

「ロングライダーズ」は、2016 年 6 月にも、オタ

ク向けのファンミーティング「木崎湖自転

車まつり」を木崎湖キャンプ場内で開催。 

キャンプ場内でオタク向けのフリーマーケットを

開催したり、夜にはワイショップニシに場所を

移してトークショーを実施したりで、盛り上が

りを見せたようだ。（２３） 

この他、木崎湖キャンプ場では、木崎湖の風光明媚

さゆえだろうが、コスプレイヤーが来訪し撮影に興

じている様子が窺える。痛車の訪問も伺える（東方Ｐ

ｒｏｊｅｃｔ等も多くフリージャンル）。（２４） 

 

「ワイショップニシ」も「木崎湖キャンプ場」も、、

最初は「おねてぃ」から始まったにせよ、他のジャン

ルも受け入れ、ちょくちょくオタクも訪れる。 

「おねてぃ」の枠を超え、オタク全般の「聖地」に

変容しつつあるのかもしれない。 

 

（１）大町なび「仁科三湖」http://www.kanko-omachi.gr.jp/season/lake/ 

（２）制作当時は有限会社草薙。2008年株式会社に改組し、スクウェア・エニックス傘下に。2016年サイゲームスに買収・

完全子会社化。アニメ「サザエさん」オープニングの背景などを手掛ける。本項では単純に「草薙」と称す。 

（３）2010 年にも出馬したようだが、お察しください。 

（４）公式サイト・http://www.omachi.org/old_npo/kusanagi/ なお、、田中康夫知事県政肝いりの、地域団体の町づくり

活動に拠出する補助金「長野県信州ルネッサンス革命推進事業支援金（コモンズ支援金）」（現在は「地域発元気づくり支援

金」と改称、小諸市（本誌第 5 章）の事例も参照のこと）の助成を受けている。 

（５）海ノ口桜委員会・http://uminokuchisakura.web.fc2.com/ 

（６）おねてぃ Fanclub・http://www2.airnet.ne.jp/shiine/mizuho/ 

（７）「みずほプロジェクト 2008 ～2017 年の木崎湖も美しく～」より。http://mizuho2008.omachi.org/?page_id=2 

（８）みずほプロジェクト「今年も街路灯募金を寄付」（2009年 11月 11日）http://mizuho2008.omachi.org/?p=63 

（９）みずほプロジェクト「すべり台の補修計画についてご意見をお待ちしています」（2009 年 5月 16 日） 

http://mizuho2008.omachi.org/?p=53 

（１０）ノリとしては「お遍路さん」に近いのでは。類似例として、茨城県大子町では「ガールズ＆パンツァー」舞台探訪

者を「ガルパンさん」と呼ぶ動きがみられる。 

（１１）山正旅館公式サイト内「おねてぃサロン.net」http://www.mjnet.ne.jp/onetysalon/ 

（１２）筆者は、2016 年 11 月に初訪問。何故か東方 project キャラの人形が飾られていたり、秋田県羽後町（拙著第 2巻）

の町おこし本が置かれていたり、おねてぃとは余り関係ない展示も渦巻き、ありがちなカオス状態。 

（１３）みずほプロジェクト「新しい入浴券が発行されました」（2009年 4月 1 日）http://mizuho2008.omachi.org/?p=51 

（１４）朝日新聞「アニメの舞台をファン向け駅入場券に 長野のＪＲ大糸線」（2008 年 8月 31 日） 

http://www.asahi.com/showbiz/manga/TKY200808300032.html・ＪＲ東日本長野支社「「アニメのなかの大糸線入場券～

second～」の発売について」https://www.jreast.co.jp/nagano/pdf/101115_1.pdf 

（１５）完全に背景オンリーというわけではなく、大町市の酒造「北安大国」が、原画・羽音たらく氏のイラストによる
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「おねてぃ酒」を製造・販売していたこともある。ただ、限定醸造の為入手は中々難しい。（木崎湖公式キャンプ場「おねて

ぃグッズ」http://www.kizakiko.com/please.htm） 

（１６）10 周年イベント公式サイトアーカイブ・https://web.archive.org/web/20120706040522/http://www.please10th-

kizakiko.com/goods.html 及び信州毎日新聞「木崎湖舞台のアニメ 10 周年 大町「聖地巡礼バス」運行（2012/07/02）

http://www8.shinmai.co.jp/odekake/article.php?id=ODEK20120702000353 

（１７）アニメ！アニメ！「元祖 聖地巡礼？ 「おねがい☆ティーチャー」 長野県大町市の木崎湖で 10 周年記念イベ

ント」（2012年 7 月 5日）http://animeanime.jp/article/2012/07/05/10721.html 及び ニコニコニュース「井上喜久子さ

んが『おねがい』シリーズの聖地・木崎湖で巡礼ツアーのバスガイド＆10 周年記念イベントに出演！」（2012/7/10）

http://news.nicovideo.jp/watch/nw308127 

（１８）アニメイトタイムズ「聖地・木崎湖に井出監督＆井上喜久子さん降臨！ 「『おねがい☆ティーチャー＆ツインズ』

放送＆聖地巡礼 10周年記念イベント Ecclesia -エクレシヤ-」開催」（2012/8/23） 

http://www.animatetimes.com/news/details.php?id=1345707675 

（１９）長野県大北地域事務所「平成 24 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書」より。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/hokuan/hokuan-seisaku/shienkin/documents/16onegait.pdf 

2006 年・原画展開催に関する県からの助成受領スキームを継承している。 

（２０）長野県大北地域事務所「平成 25 年度 地域発 元気づくり支援金事業 

https://www.pref.nagano.lg.jp/hokuan/hokuan-seisaku/shienkin/documents/11oneti.pdf 及び10周年イベント公式サ

イトアーカイブ・https://web.archive.org/web/20131012010702/http://www.please10th-kizakiko.com/ 

（２１）「君の名は。」は 2016 年夏に公開された劇場アニメ。スタジオジブリの元スタッフを制作陣に擁し、興行収入もジ

ブリ映画に迫る勢い。アニメ映画としては今年一番のヒット作。岐阜県飛騨市などを舞台としているようで、皆別の「聖地」

に目が向いてしまっているということか。 

（２２）同人サークル「ロングライダーズ」公式ブログ・http://www.longriders.jp/ ロングライダーズは、「おねてぃ」

サイクルジャージの制作にも協力している。 

（２３）ロングライダーズ「第 1 回「木崎湖自転車まつり」はこんな感じでした！」（2016 年 06 月 06 日）

http://www.longriders.jp/archives/5230206.html 

（２４）木崎湖キャンプ場 facebook・https://www.facebook.com/kizakikizaki、木崎湖キャンプ場管理人 Blog・

http://blog.livedoor.jp/kizakiko/ 

 

（参考文献）岡本健「『おねがい☆ティーチャー』－ホストとゲストの思いやりが守る聖地」（岡本健編著「コンテンツツー

リズム研究」福村出版・2015） 

岡本健「ｎ次創作観光」（北海道冒険芸術出版・2013） 

山村高淑「観光革命と 21世紀：アニメ聖地巡礼型まちづくりに見るツーリズムの現代的意義と可能性」（CATS 叢書第 1号

「メディアコンテンツとツーリズム：鷲宮町の経験から考える文化創造型交流の可能性」北海道大学観光学高等研究センタ

ー・2009）http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/handle/2115/38119 

山村高淑「アニメ・マンガで地域振興」（東京法令出版・2011）  



  

【理論編】 コンテンツツーリズム「成功の法則」を考える 

コンテンツツーリズムの取組について、第 1 巻で 12 事例・第 2 巻で 9 事例、そして本書・第 3 巻で 10 事例

を取り上げた。研究するごとに発見の連続で、事例を数多く研究すればするほど、成功に必要な「法則」もよ

り深くかつクリアに見えてきた。 

本稿では、コンテンツツーリズムの成功法則について考察し、地域振興に何が必要なのか。その方向性を可

視化できるよう論じていきたい。 

 

１．何故、今、私が「コンテンツツーリズム」なのか？  

１～２巻でも記した内容だが、この書誌の根本に

関わることなので、みたび申し添えておく。 

私は、長年観光関連の業種に身を置いてきたが、も

っと皆のニーズに沿った観光サービスを提示できな

いものか。これまでのビジネスモデルとは一線を画

した、新しい「ツーリズム」の動きを見出せな

いものか。そんな思いを、常々抱いていた。 

21 世紀に入り「コンテンツツーリズム」の機運が

到来。これまでは一顧だにされぬ地域で、アニメ・

マンガ等を通じて地域の観光資源・地域の

魅力が掘り起こされ、大勢の来客に恵まれた。 

インターネットが整備された事もあり、ファンが

自らインターネットで聖地情報を発信。それを観た

ファンが地域を訪れる。顧客であるファンの、自発

的・能動的な観光創造活動であり、「旅行者目線」

が極めて顕著な動きに、面白みを感じた。 

 

コンテンツツーリズムは、自分自身の趣味領域に

直結し、かつ私が求めた新しい観光の動きであり、ラ

イフワークとして取り組むに値する事象だ。 

今後も、微力ながらコンテンツツーリズムの研究・

発展に尽くして参りたい。

 

２．コンテンツツーリズムの「定義」 

我々「オタク」の連中が嗜好する、アニ

メ・マンガ・ライトノベル・ゲーム等の作

品群を、「コンテンツ」として定義する。 

そして、そういう作品の力を活かした観光振興・地

域振興に関する取組や行動を、私は「コンテンツツー

リズム」として定義したい。平たく言えば、「コン

テンツの力を活用した地域振興」と言える。 

作品舞台＝「聖地」への訪問行動や、それを

町おこしに生かす取組は、当然含まれている。本誌事

例の多くが、作品舞台たる特性を活かした取組だ。 

 

ただ数は少ないものの、「聖地」ではないが「オタ

ク向けイベント」の開催を通じ、オタクが集う

場をつくり上げる。イベントの中身としては、痛車展

示会やコスプレ、同人誌即売会、声優トークショー、

ライブ等が挙げられようか。そういうアプローチの

「地域振興」についても、時折取り上げている。 

イベントの開催が観光振興・地域振興に結び付く

から、これも、「コンテンツの力」を活かした「地域

振興」と見なしている。 



  

３．まずは「ＳＷＯＴ分析」をはじめよう 

各地域の行うべきこととしては、当地およびその周辺地域の観光事業について、その魅力と課

題をきちんと整理しておきたい。そのためには、ＳＷＯＴ分析が有用だ。 

ＳＷＯＴとは、以下の 4 要素で構成される。 

 

Ｓ（＝Strengths, 強み） 内部環境…地域自身が持ち合わせる長所や短所 

（Ｓ要素とＷ要素の総称） Ｗ（＝Weaknesses, 弱み） 

Ｏ（＝Opportunities,機会） 外部環境…業界動向や政治経済の動向等、地域でコントロールで 

きない要素        （Ｏ要素とＴ要素の総称） Ｔ（＝Threats, 脅威） 

 

自らの地域の良い点・悪い点を、この４つの要素に

区分して整理することが、「ＳＷＯＴ分析」である。 

中小企業診断士が、企業の経営状況を診断するに

あたり、このフレームワークを頻繁に活用している

が、これを地域の観光事情にも準用する。 

地域をＳＷＯＴ分析にかけ、地域の魅力

や課題を抽出することで、「己を知る」こと

が大切だ。 

 

方法としては、自己分析も良いが、外部の目線

を交えることでより客観的な分析に近づく。 

「三人寄れば文殊の知恵」とは言うが、地域

民やファンなど、幅広く人材を集めてワークショッ

プ等を行ない、知恵や意見を出し合うのも良いだろ

う。皆の「集合知」が、良い分析に繋がりや

すい。 

沼津市の事例（本巻最終章）で触れた「ラブライ

ブ！サンシャイン!!の聖地・沼津を盛り上

げるアイデアソン」はその好例だ。 

また、中小企業診断士・コンサルタントといった専

門家に分析を依頼しても良いだろう。 

 

これら仕分けした各要素を、「クロスＳＷＯＴ」

という概念で掛け合わせると、なすべき戦略が見え

てくる。 

特に、「強み」×「機会」の掛け合わせ（＝

機会を掴み、強みを活かす、という考え方）は重要だ。 

昨今のコンテンツツーリズム成功事例の多くは、

舞台となったアニメの人気上昇という「機

会」を掴み、地域資源という「強み」を活

かしたからこその「成功」なのだから。 

 

以下、ＳＷＯＴ要素抽出の一例を記す。

  



  

＜ＳＷＯＴ分析の一例＞ 

Ｓ(強み) Ｗ(弱み) 

・作品舞台に起用 

・漫画家・声優の出生地・ゆかりの地 

・地域内の観光資源…自然・歴史・名所・特産品・祭

事・施設などの項目ごとに評価する 

・地域内にコンテンツ関連産業が存在（例・アニメ制

作会社・フィギュア制作会社） 

・大都市からのアクセスの容易さ 

・地域内キーパーソンとの関係性の強さ 

・地域民の意識の弱さ…作品に対する無理解・商工会

等の地域内経済活動が弱い 

・地域内キーパーソンとの関係性の弱さ」 

・アクセスの貧弱さ 

・観光資源の貧弱さ 

・作品人気が弱い 

・観光地としての人気が強すぎる 

Ｏ(機会) Ｔ(脅威) 

・今後、作品舞台に起用予定あり 

・作品人気の拡大 

・作品の続編決定（劇場版・ＯＶＡ・メディアミック

スなど） 

・地域振興に役立つ助成金制度の充実 

・作品人気の停滞 

・作品展開の終焉 

・他作品に人気を取られる 

・周辺地域に有力観光地 

 

補足で申し上げると、下線を引いた項目は、昨

今の研究（聖地巡礼調査プロジェクトチーム・2016）

において、「作品人気の弱い」「観光資源の弱

い」「観光地性の強い」地域は「町おこし」

としての効果が弱まる、という分析がなされて

おり、これに則っている。 

「観光地性の強い」とは、観光地としての人気

が強すぎる、という意味だ。岐阜県白川村白川郷

（第 2 巻参照）クラスの「強すぎる」場所をお考えい

ただきたい。白川郷は「ひぐらしのなく頃に」の舞台

ではあるものの、昨今は世界遺産登録に伴い観

光客が激増しその対応に手一杯、コンテン

ツツーリズムどころではない状況。これを念

頭に置いての論である。 

 

■その他の分析方法

ＳＷＯＴ分析以外にも、この手の要素分析の方法

は、幾つか存在する。 

「Ｓ」「Ｗ」に相当する内部環境の分析方法として

は、自社・顧客・競合の 3 つの要素に分解した「３

Ｃ分析」も存在する。 

また、「Ｏ」「Ｔ」に相当する外部環境の分析方法と

しては、政治・経済・社会・テクノロジーの４要素で

分解した「ＰＥＳＴ分析」や、マイケル＝ポータ

ーが提唱した「５Ｆ分析」も存在する。 

ただ、地域・観光振興というカテゴリーでこれらの
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分析手法が若干合わないのでは？という感もあり、

今回は「ＳＷＯＴ分析」のご紹介に留めた。 

ＳＷＯＴ分析で行き詰ったのならば、これらの手

法を用いるのも、一つの手かもしれない。 

■地域内「キーマン」の存在にも注目！ 

 

四角囲みの項目は、地域内でキーマンの存

在とパイプを持つことが、地域の「強み」になり得

る半面、時に「弱み」に転じることを強調している。 

本論での「キーマン」は、主に、地域内の「ボ

ス」的存在の人や、作品制作側（権利元）と地

域との橋渡し役を行う「結節点」的存在の人

を指す。 

「ボス」的存在に話が通じれば、地域内での取組が

円滑になる。「結節点」的存在が地域・権利元各々の

意向すり合わせを進め、協調関係が円滑化する。 

本邦において最も顕著な成果を示している茨城県

大洗町の事例（第 1 巻参照）においては、県議も務め

る商工会会長が制作段階より後押ししている。 

そして、商工会会長から物産展経営者を紹介され、

氏が制作側との結節点として協調関係を築けたこと

が、今日における隆盛の礎となっている。 

 

一方、敢えてどこの地域を指すかは控えるが、地域

内での地位が弱い一個人がいかにヤル気を抱いても、

ボス格にその気がなく、思うように効果を発揮でき

ないケースも見聞きする。 

商工会・商工会議所など地域内でのヒエ

ラルキーにも気を払う必要があるだろうし、ヒエ

ラルキー的に下層ならばより上位の層を味方に付け

られるよう、取組の輪を広めていく必要があろう。 

 

４．ＳＷＯＴ分析の結果「武器が見つからない」場合 

ＳＷＯＴ分析を通じ、地域の特徴を整理することで、コンテンツツーリズムを推進するための「武器」が見

えてくるか？ 

作品の舞台として起用される・作品原作者ゆかりの地など、コンテンツツーリズムを成立させられそうな「武

器」が見いだせたなら、次の戦略を考えたい。 

その前に、「武器」が見つからない地域の処方箋について論じたい。 

 

４－１．自らつくり出す 

主に、この二つが該当する。 

 

・キャラクターの創出  例）ゆるキャラ、萌えキャラ 

・人の集う機会の創出 例）コスプレイベント・痛車展示会、これらを包含した「サブカルイベント」 

 

キャラクターに関しては、同種の取組みを進めて

いる自治体が非常に多い。他自治体キャラとの激し

い競争に勝ち抜かねばならず、成功への道は厳しい。

キャラの売込に投資して、それに見合った

効果が得られるのか、という疑問もある。 

本誌第 1 章・立川市の事例でも、プロのイラストレ
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ーターを起用し、萌えキャラで売り出しを図ったも

のの、その取組は頓挫した。 

 

比較的実現性の高い取組みは、コスプレイベン

トの開催だ。 

もちろんコスプレイベントも数多あり、かつ町お

こし目的のコスプレイベントも増えている。キャラ

売り出し同様、競争は激しい。 

その一方、コスプレは全国各地、地域を問

わず安定して動員を出している（とはいって

も良くて数百人程度の動員だが…） 

派手な数字ではないが、手堅い需要を感じる。 

 

加えて、コスプレイベントの利点は、コスト・投

資を比較的掛けずに実現可能な点だろう。 

村祭り等既存の地域行事と併催する手法

が多いが、これは、元の既存行事の方で、ある

程度開催に必要なインフラは整っている。

コスプレイベントを併催する事で生じる追加負担は、

コスプレイヤーの更衣室（となる部屋やテント）

を手当てするぐらいで済む。 

結果、その行事の集客力も増し、コスプレイヤーの

華やかさも目を引くことで、活性化に繋がる。 

駐車場スペースに余裕があれば、アニメキャラ等

で車体をラッピングさせた「痛車」を展示するイベン

トも良いだろう。 

青森県の佐井村・南部町のような小さい

町村（第 1 巻参照）ですら、数は少ないものの一定

の来場者を出したぐらいだ。これまで来なかっ

た若年層を祭りに誘引、祭りの参加者も上積み

させた。 

大きな成果は期待できないが、実現性は高い。 

 

勿論、行政・地域団体等でコスプレイベントの運営

ノウハウを持ち合わせていないケースが殆どだろう。 

ただ、イベントを手掛ける主催団体は、市井に数多

い。この手の主催団体に、コスプレイベント

の運営と集客を委託することで、形にできる。 

委託先の選定に当たっては、「コスプレイヤーズア

ーカイブ」「ケットコム」等のコスプレイベント紹介

サイト経由で情報を得る事が望ましい。 

 

「相手先が信頼に足る主催団体か？」 

「集客できそうな主催団体か？」 

「女性コスプレイヤーの気持ちに立てる

主催団体か？」（コスプレイヤーは女性率が高い） 

といった観点からの、慎重な見極めも必要だ。 

 

この手のイベントは、祭事に「集客力のある

プログラム」を仕込めるか？が「全て」である。 

茨城県水戸市（第 1 巻参照）で町おこしイベント

「コミケットスペシャル」が開催、3 万人以上が訪れ

たが、これも「コミケット」という集客力とブランド

の効果による。 

北海道夕張市「夕張まんがまつり」（第 1 巻参照）

は、コスプレ・痛車・東方 Project 音楽ライブなどの

集客力高いプログラムが盛り込まれていた時は相当

の来場者数だったが、それらが含まれていない時は

寂しい結果に終わった。 

私はかつて、「町おこしイベントのトリニテ

ィモデル」と称するモデルを提唱した。①集客力を

持つプログラム（コンテンツ）②地域業者③結節点

（①と②を結びつける者）の３要素が全て機能する

事により成功に至る、という考え方である。

 

＜町おこしイベントのトリニティモデル＞ 

                誘致 
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① 集客力あるプログラム    ③結節点（地域との調整弁）     ②地域業者 

 全て大切だが、地域側でできることとして、③

「結節点」の存在に注目したい。③は、地域の内部

をまとめ上げる働き、加えて集客力あるプログラム

を呼び込み、プラグラム側に対し「地域の窓口」とし

ての機能を兼ね備える。 

いわば、地域と集客力あるプログラムとの

結合を図る存在だ。商工会等の地元団体が、その

役を担う事が多い。 

 

ただ、結果が出てもそれに甘んじてはいけない。 

集客力のあるプログラムは、あくまで「カ

ンフル剤」に過ぎない。それに依存し過ぎる事も危

険だ。仮にそのプログラムが、何らかの事情で消えて

しまったら、集客力はガタ落ちするからだ。 

「地域のファン」・リピーターを増やす、集客力の

あるプログラムを他にも用意して特定プログラムへ

の依存度を下げる、などの工夫も必要だろう。 

 

４－２．機会を待つ

今はまだ動く時期ではないと判断し、「機会が訪れ

るのを待つ」という方向性だ。ただ、じっと何もせず

に待つのではなく、機会が訪れた時に即応できるよ

う体制を整えることが望ましい。 

茨城県大洗町・埼玉県久喜市鷲宮（共に第 1 巻参

照）・滋賀県豊郷町（第 2 巻参照）などの成功事例に

見られる共通要因の１つには、地元側が「来訪す

るファンの急増」という「機会」を見逃さ

ず、俊敏に動いたことが挙げられる。 

具体的には、以下の取組みが考えられるが、いずれ

もアニメ等のコンテンツに囚われずに行うべきもの

である。 

 

a.地域への誘客プロモーション担当を置き、

誘客に勤しむ 

b.普段から商工業活性化の取組みに勤しむ 

 

平時より、「ご当地アニメ」云々に囚われず、地域

振興や観光振興・誘客に努めることで、いざ有事の際、

機敏に即応できる「下地」となる。 

例えば先述・大洗町の商店街は、現在「ガールズ＆

パンツァー」（以下、ガルパン）を通じた賑わいが目

覚ましいが、元々ガルパン以前にも海水浴客を中心

に来客が多く、「おもてなし」の姿勢は磨かれていた。

また、町内の曲松商店街では「100 円商店街」企画な

ど、ガルパン以前から商店街振興に熱心だった。 

従前から地域振興に取組んでいる姿勢や

経験が「基礎体力」となり、いざガルパンという

「機会」の到来に当たり、俊敏に動き、機会を逃さな

かったのである。 

 

４－３．舞台としての招致活動

ドラマ・映画等実写作品の舞台を、自身の地域に誘

致するという活動は、ロケ地の誘致活動機関

「フィルムコミッション」が、全国各地の自治

体・地域団体等に広がって設置されていることから、

相当盛んであることが伺える。 

これをアニメ・ゲーム等オタク向けの作品誘致に
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も準用する考え方だ。 

 

ただ、いくら誘致を頑張ったところで、

起用されるかどうかは、作品制作側の意向

次第だ。 

長野県上田市（本誌第 4 章）のように元々ドラマ・

映画の舞台として多用され、アニメにも起用された

「上手く行っている」事例も確かにあるが、全体から

見れば一握りだろう。そういう地域ばかりでもない。 

 

アニメ・ゲーム等の舞台起用に関しては、地域から

誘致を仕掛けての成功例が見当たらない。成功法

則もあやふやだ。 

強いてあげれば長野市小諸市（本誌第 5 章）で、小

諸フィルムコミッション側は「誘致に成功した」と主

張している。しかし実際は、小諸に目星を付けてを訪

れた制作側が、機敏な対応の光った小諸フィルムコ

ミッションへの「存在感」（信頼感とも言えるか）を

見出し、それが起用の決め手になっている。これを

「誘致」と言えるかどうかは微妙だ。 

 

また、仮に誘致が実現できたとしても、映画・ド

ラマにある「出演者・製作スタッフ多人数

の長期滞在」という１次的な経済効果が、

アニメの場合は抜け落ちており、採算性に

弱い。 

（聖地巡礼は、２次的な経済効果と考えられる） 

 

一応、小諸の事例から、制作側への機敏な対応

が、地域選定における重要なポイントにな

ることは分かった。また、ＳＷＯＴ分析でロケ地と

しての強みや弱みを把握することも重要だろうとは

思い浮かぶ。 

ただ、誘致の方法論が確立している、とまでは言え

ない。これを確立させることも、今後の研究・分析に

おける課題の一つだろう。 

 

少なくとも、現状を鑑みるに、巨費を投じてアニメ

作品を誘致しようと挑んでみたところで、方法論が

確立していない以上、余程の強運に恵まれない限り

は、投資額を回収することすらも不可能だろう。 

 

 

５．ＳＷＯＴ分析で「武器が見つかった」場合① 

～アニメ聖地巡礼者（ファン）の動向を知る～ 

 

ＳＷＯＴ分析の結果「武器」が見出だせたのならば、いよいよ戦略を立案し、実践に移したいところだ。 

だが、我々がターゲットとすべき、アニメ聖地巡礼者（ファン）がどういう特質をもっているかについても、

可能な限り把握しておきたい。 

 

５－１．大河ドラマとの比較から 

ＮＨＫで放映される「朝の連続テレビ小説」（朝ド

ラ）や大河ドラマも、我々が題材にしているアニメ・

ゲームなどの作品も、特定地域を舞台としているこ

とや、ファンが多く舞台探訪に訪れることでは共通
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している。 

ただ、両者間には大きな隔たりがある。 

一例として、大河ドラマと深夜アニメの違いを、表

にまとめてみた。 

 

 大河ドラマ アニメ 

視聴率 １５～２０％ よくて１％前後 

市場ターゲット マス 特定ターゲット（オタク向け） 

放映期間 1年 1クール 3カ月 

続編 原則なし 人気があれば第 2期 

 

大河ドラマは高い視聴率を誇り、その分ファンの

ボリュームも大きい。 

だが、コラボ等の取組は、原則放映期間内に留まる。

放映期間が終われば、その直後からはじま

る次の作品にも目を向けて貰わねばならな

い、という制作側プロモーションの都合もあろう。 

上田市（本誌第 4 章）の事例では、2016 年放映の

大河ドラマ「真田丸」についても触れたが、上田の

大河ドラマ館も、放映終了後の 2017 年初頭

にはもう店じまいである。、 

どうしても、一過性の取組、「太く短く」の

取組にならざるを得ない。 

 

深夜アニメは、放映期間こそ 1 クール・3 カ月と短

い。ファンのボリュームは、大河ドラマに比べれば

微々たるものだろう。 

だが、制作側の都合で言えば、この後、ＤＶＤ・グ

ッズ等の売上で制作費を回収せねばならない。たと

え放映期間が短くとも、人気が長く持続せ

ねば困るだろう。 

舞台が「聖地」として盛り上がることで、人気が持

続する「燃料」となるのならばそれに越したことはな

いし、ファンとなる我々オタク連中にしても、一つの

作品を深く長く愛でる傾向にあると思う。 

自然に、作品舞台としての取組は、「細く長く」

になってくる。 

 

これは、アニメ町おこしの各種事例からも顕著だ。 

埼玉県久喜市鷲宮・茨城県大洗町（共に第 1 巻参

照）・滋賀県豊郷町（第 2 巻参照）などの著名事例は

もとより、15 年にも及ぶ長野県大町市木崎湖（本誌

第 9 章）・30 年以上にも及ぶ長野県小諸市（本誌第 5

章）のような事例も存在する。 

地域側も、この手のツーリズムの、「細く長く」と

いう傾向の強い特性を把握し、長期のスパンで考え

た方が望ましい。 
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５－２．イノベーター理論 

イノベーター理論とは、エベレット＝Ｍ＝ロジャースが提唱した理論であり、商品購入における態度を、購

入の早い順に、五つに分類したものである。 

新商品や新サービスが市場に浸透するまでの経過を、購入者のタイプから論じている。 

 

１．イノベーター（革新者／全体の 2.5%）…新商品導入に最も積極的 

２．アーリーアダプター（初期採用者／全体の 13.5%）…最速ではないが、新商品の導入には前向き。 

商品全体の動向を左右する影響力を持つ「オピニオンリーダー」。 

３．アーリーマジョリティ（前期追随者／全体の 34%） 

…新商品の導入には控えめ。アーリーアダプターの動向で採用を検討。 

４．レイトマジョリティ（後期追随者／全体の 34%） 

…新商品の導入には相当控えめ。大半が利用した頃にようやく手を出す。 

５．ラガード（遅滞者／全体の 16%）…最も保守的な層。中々新商品に手を出さない。 

 

イノベーター理論は、「イノベーター」「アー

リーアダプター」がより購入しやすい見込

み客の層だから、ここにターゲットを絞ろう！と

いう論である。 

これを、アニメにおける聖地巡礼の世界に当ては

めてみたい。 

 

「イノベーター」は、さしづめアニメ 1 話が

放映されたら、その週の終わりには現地に赴

き、舞台構図を特定する層だろう。彼らは、ブ

ログなどでその構図を検証し、発表する。 

彼らから得られた情報を元手に、アニメ１クー

ルが終わるぐらいまでの早期に、舞台を巡

回する層が「アーリーアダプター」だ。彼ら

も、ＳＮＳや同人誌・ブログ等で情報を発表する。 

 

アニメ放映終盤あたりから、この両者の情報発信

に影響され、また情報や巡回ルートが整理される中

で、それ以外の「追随者」たちも徐々に舞台を訪れる。 

比較的早くに訪れる「アーリーマジョリテ

ィ」、比較的遅く訪れる「レイトマジョリティ」

合わせ、全体の 68％。大多数は、アニメ終了後

に舞台を訪れるのだ。言わば、アニメ終了後

が観光振興の「本番」と言えるだろう。 

（ちなみに、大河ドラマの場合は放映が 1 年と長期

のスパンであり、この間にレイトマジョリティまで

を刈り込んでいると言えよう。） 

 

富山県南砺市城端の事例（第 2 巻参照）において

は、アニメ放映終了後 3 年は右肩上がりの来場者だ

ったという研究成果もある。 

作品によりもちろん差異はあるが、平均２～３年

はその効果が持続する、と見ている。 
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５－３．作品の人気度測定と投資 

地域が、作品舞台として起用された。期待も高まる。 

だが、ここで忘れてはならない点は、コンテンツツ

ーリズムにおいての「作品人気が弱いと効果も

薄い」という大前提だ。 

 

作品人気次第なので、過度の期待は禁物だし、

過大な投資もリスクが高い。 

聖地巡礼者の多くは、放映後に訪れる。アニメの

人気を放映中に見定め、それから期待を寄

せて投資を検討しても、タイミングとして

は決して遅くない。 

リスクマネジメントの観点からも、作品人気を当

てにし、多めに集客を見積もること。特に放映前に過

大な投資を行うことは、絶対に避けたいところだ。 

万一、青田買い的に投資を行うのならば、地方創生

交付金やクラウドファンディング等も活用。多面的

な資金調達で、リスクを軽減したい。 

 

では、作品の人気度を測定するにはどうするのか。 

幾つかの方法が挙げられるが、残念ながら一長一

短。まだ確立されているとは言い難い。算出された数

字を、どう評価するかの方法論も確立していない。 

今のところ、複数の測定方法を併用することで、よ

り客観性・信頼性を帯びた観測結果を目指すぐらい

だろう。 

 

１）アニメレビューSNS「あにこれβ」 

…アニメファンの生の声を基に数値化しており、

人気を測る１つの指標となる。但し、新作品や劇場ア

ニメは総じて点数が低く、時の経過とともに徐々に

上昇する傾向もある。正確さに弱いので、「目安を知

る」程度の使い方で。 

 

２）Blu-ray・DVD の売上ランキング 

…早くても放映１クール終盤からの販売の為、放

映序盤～中盤の人気測定には向かない。 

 

３）聖地巡礼者の訪れ具合を見る 

…前項「イノベーター」理論では、早期に聖地を訪

れる「イノベーター」「アーリーアダプター」両層の

食いつきが鍵となる。両層の数が多ければ、それは

「人気がある」証拠。「アーリー／レイトマジョリテ

ィ」両層の訪問も期待できる。 

ただし、地元民の肌感覚に頼らざるを得ず、主観が

入り正確性に弱い。 

 

４）ｇｏｏｇｌｅトレンドを使う 

…作品名がどれだけ検索されているかを通じ、人

気度合いを観測。市町村名・地名・スポットなどを検

索する方法も一案だが、アニメ由来のものとそれ以

外とをいかに切り分けるかが課題。時系列的な動向

を追うのに向いているかもしれない。 

 

５）アニメの作品スタッフから読み取る 

…人気だった作品の監督・製作スタッフが集結し

た作品は、前作同様にヒットする可能性が高い、とい

う指摘もある。 

実際、長野県小諸市舞台の「あの夏で待ってる」は、

脚本・キャラデザイン等が、長野県大町市木崎湖舞台

の「おねがい～」シリーズのスタッフ陣容が引き継が

れている。広島県竹原市舞台の「たまゆら」も、佐藤

順一監督はじめ「ＡＲＩＡ」スタッフが中心。 

スタッフ陣容を見ての予測も不可能ではないが、

その為には、アニメ制作業界を深く知る必要性があ

るだろう。 



  

６．ＳＷＯＴ分析で「武器が見つかった」場合② 

～「町おこし」取組のメニュー～ 

これまで様々な地域が町おこしに取り組んでおり、町おこしの「ノウハウ」自体は、ある程度培われ整備さ

れてきたと思われる。以下、各地の取組から、主な取組メニューを拾い出し図示する。 

なお、この取組メニューは、「武器」が見出だせた地域向けのものだが、「武器」の無い地域にも参考

になる部分が多いと思う。「武器」のない地域の皆さんにも、是非ご一読いただきたい。 

 

＜「町おこし」取組のメニュー＞ 

地域の理解を深化させる 地域への来客を促す 

・作品ポスター掲示 

→「アニメに出ました！」ポスターの掲示など 

・作品フラッグ掲示 

・作品上映会 

・キーマンの理解を得る 

・作品勉強会 

・イベント開催 

…同人誌即売会、コスプレイベント、声優トークシ 

ョー・ライブ、サブカルイベント、キャラお誕生会 

・地域祭事(作品の要素を盛り込む) 

・特別住民票発行 

・ラッピングバス／電車／タクシー 

・他地域への展開（「水平展開」） 

町中を回遊させ、町全体への経済効果を促す 
訪問者の楽しみを増やす 

・オリジナル商品／メニューの販売 

・地場の名産品などを販売 

・ファン優待割引 

・スタンプラリー、旅アプリ、巡礼マップ 

・地域商品券 

・等身大パネル 

・商店街でのフラッグ、のぼり、作品ポスター 

・お店での特定キャラ押し 

・交流スポット（ファンの「たまり場」） 

・巡礼ノート 

・落書コーナー…黒板、付箋（メッセージボード）、 

ホワイトボード 

・絵馬奉納展示 

・グッズ類持ち寄り展示…仏壇化 

・地域民と来訪者とのコミュニケーション 

 

６－１．「地域の理解を深化させる」 

作品を通じた「町おこし」の取組には、地域民の理 解が欠かせない…というか当たり前の話である。逆
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に、作品への理解無くして、どうしてコンテ

ンツツーリズムが成り立つのか。 

ただ、自分達の地域が舞台になれば、問題のある描

写を多く含む作品でない限り、本来は「地域の誇り」

としてうれしく思うもの。作品の存在さえ認知

されれば、地域側の作品に対する理解は、

自然に深まるだろう。そこでまずは、「地域民

の認知度を上げる」ことを考えたい。 

 

作品が舞台地域で放映されないという事態も、決

して少なくない。 

富山県南砺市城端（第 2 巻参照）などは、地元テレ

ビ局で当該アニメが放映されなかったことから、県

議が動いたぐらいだ。岐阜県飛騨市が舞台の劇場ア

ニメ「君の名は。」は、当の飛騨市に映画館が無く、

地域民が観賞できない、という嘘のような話もある。 

地域内での作品上映会（先行上映会）は、

作品の認知度を高め、理解を深める意味でも重要だ。 

 

町中の商店などに、作品ポスター・フラッグを掲示

することは、地域を回遊させる効果もあるが、視覚

をもって、地域民への作品浸透効果も促せる。 

作中に登場したスポットならば、「アニメに出

ました！」とアピールしたポップを貼っても

良い。静岡県沼津市（本誌最終章）が、この手のアピ

ールに熱心な印象だ。 

但し、地域によっては、舞台探訪のファンに「夢を

壊す」「風景を壊す」と嫌がられるケースもあるので、

その点はリスクとして留意したい。地域の理解とリ

スク回避、どちらを取るかはその地域の判断だろう。 

なお、本章第 3 節でも触れたが、地域の「キーマ

ン」「顔役」の理解を得ることも大切だ。キーマン

の理解は、地域全体の理解に繋がりやすい。 

 

６－２．「地域への来客を促す」

イベントの開催は、地域への集客を促す「カンフル

剤」的存在だ。 

特に、地域と制作側との協調が前提だが、声優を

地域に招いてのライブは、非常に効果が高い。

本誌掲載事例の、ほとんど全ての地域で取り入れて

いる。人によっては「声優頼みが過ぎるのもど

うか」と懸念の声すら出るレベルである（笑） 

監督など制作陣を招いてのトークショーも、制作

裏話の聞ける面白みがあり、人気が高い。 

 

また、地域のお祭りに、ファンイベントと

しての要素を盛り込むという方法も多用されて

いる。祭事開場でコスプレ可能、或いは声優ライブ・

トークショーが盛り込まれるケースが多い。 

本誌では、東京都立川市（本誌第 1 章）や広島県竹

原市（同第 3 章）、長野県上田市（同第 4 章）・小諸市

（同第 5 章）等が該当する。 

既存祭事のプラットフォームに、その手

の要素をプラスアルファするだけなので、一

から祭事を立ち上げるよりも低コストで導入しやす

い、というメリットもある。 

 

但し、イベントは、あくまで「カンフル剤」

であることを忘れてはならない。 

イベント中で賑わっていても、イベント後は元の

木阿弥、というケースも多々あるだろう。 

たとえ作品やイベントが廃れても、地域は生き続

けるし、振興策も常に模索し続けねばならない。 

 

作品を通じた町おこし・観光振興における到達目

標としては、 
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「地域の良さを掘り起こし、地域のフ

ァンを増やす」 

 

このことを据えるべきである。 

イベントの類も、その目標に大きな力を与えてく

れる「きっかけ」として捉えたい。 

最終的には、（後述するが）ファンのリピータ

ー化・地域のファン化といった、ファンに根差

した取組を通じ、イベントに限らず通年で誘

客効果が得られるよう努めたい。 

 

なお、特産品をアンテナショップ的に他所

の地域でも販売するなど、他地域への展開

「水平展開」も、地域への誘客に有力な手段だ。 

物産販売が経済効果を生むことに加え、地域へ

の誘客を促すプロモーション活動としての

効果も期待できる。 

「水平展開」においては、「ラブライブ！サンシャ

イン！！」の人気を受けて沼津市の取組（本誌最終章）

が積極的だが、過去には、艦隊これくしょんの同人誌

即売会「砲雷撃戦！よーい！」や「コミケットスペシ

ャル」「アニ玉祭」などのイベントで、地域が出店し

特産品の販売に勤しむケースも散見した。 

 

６－３．「町中を回遊させ、町全体への経済効果を促す」 

ここは、地元事業者の「自助努力」が強く問

われる部分であろう。 

いくら作品に人気があっても、行政・商工会議所任

せで商機が自動的に降ってくるわけではない。 

地域における商売の「要」は、地域の個

人事業主を含めた商工業者の皆さんだ。彼ら

の「自助努力」無くして、作品が地域に訪れるという

絶好の「商機」をものにすることはできない。 

地域内の商店・業者による創意工夫で、ファンが地

域を楽しめるよう努めたい。 

 

オリジナルグッズ開発等イラストや登録商標

名を用いる取組ならば、版権処理は必須だ。 

ノウハウの余りにない中小の事業者が、個別に制

作側に申請するのも、それを受ける制作側の負担が

大きい。そこで、承認まで時間を要する傾向が強いが、

商工会議所・商工会で取りまとめて使用を

申請することが多い。 

権利元も、地域の協力をいただく事で、はじめて作

品を世に送り出せるということもあり、ライセンス

料は「地域貢献」という名分もあり比較的安価な傾向。 

しかし、広島県竹原市（本誌第 3 章）・宮城県仙台

市（本誌第 7 章）の事例で見られるように、構図・色

合いなどで制限され、意外に手間のかかるケースも

出てくるので注意したい。 

 

ただ、キャラ絵さえ用いれば良い、といった安直な

考えは失敗の元だ。人気のある「ラブライブ！サンシ

ャイン！」ですら、キャラ絵をあしらったカップ麺が

売れずに苦戦している。 

多少の話題性や物語性が無ければ、消費者の

耳目を集められないと思う。 

長野県小諸市（本誌第 5 章）の事例では、その地

域・そのお店でしか手に入らない希少性のもので

なければ売れない、との考えから、書き下ろし

イラストにこだわりを持っている。 

 

作品・キャラの力が大きいだけに、それに依存し過

ぎる点にも、注意を払いたい。 

前節でも触れたが、地域振興の到達目標は「地域の



 

 - 65 -  

良さを掘り起こし、地域のファンを増やす」ことにあ

る。作品・キャラも、あくまでその為の「きっかけ」

として捉えた方が良いだろう。 

 

なお、版権に厳しい権利元の場合など、キャラ

絵・キャラ名をあえて使わなずに、そのキ

ャラを想起させるような工夫で商品を開発し

ている地域も存在する。具体例は割愛するが、料飲業

者に多い印象だ。 

加えて、青森県むつ市大湊・京都府舞鶴市（共に第

1 巻参照）のように、キャラにこだわらず地場

の特産品をプッシュするという方法もある。こ

れは概ね来訪者にも好評で、地域のファンを増やす

という意味では、寧ろこの方法が近道かもしれない。 

 

６－４．「訪問者の楽しみを増やす」～リピーター化・「地域のファン化」戦略～ 

 

アニメやマンガを題材としてのコンテンツツーリ

ズムは、「細く長く」の傾向が強い。 

言葉を変えれば、元々ファン層のボリュームが（大

河ドラマなどに比べ）大きくないため、持続力が

なければビジネスとして成立しづらい、とも

言える。長持ちさせる取組は、必須かもしれない。 

 

持続化傾向の要因としては、幾つか考えられる。 

人気のある作品なら、アニメ第二期・第三期…と続

くし、劇場版・オリジナルアニメ・ゲーム化等のメデ

ィア展開もある。燃料が定期的に投下され、作品寿命

が延びるから、とも考えられる。 

 

地域側が、持続化へ努力を図った事も大きい。 

「訪問者の楽しみを増やす」に取り上げた各取組

メニューは、訪問者のリピーター化、ひいて

は「地域のファン化」をもたらしている取

組でもある。 

リピーター化・「地域のファン化」で、彼らが繰り

返し町を訪れるから、コンテンツツーリズムの持続

力も高まる。その分、経済効果も積み増しされる。 

 

そのためには、【地域側の、ファンへの「お

もてなしの心」】といった「ホスピタリティ要

素」は、極めて重要だ。 

地域のホスピタリティは当然備わっていることを

前提として、その上で何かができるのかを論じたい。 

ここで、前巻以前に提示した【コンテンツツー

リズム・持続化のための簡易フローチャー

ト】を見てみよう。 

 

【コンテンツツーリズム・持続化のための簡易フローチャート】         一つのコンテンツに頼らず、 

複数コンテンツを集客の力に 

コンテンツツーリズムの持続性を高めるには？                 コンテンツの重層化 

 

 

探訪者の「リピーター」を増やす        地域内のファンコミュニティを形成  イベント・お店等 

 

              訪問者の楽しみを増やす 
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（例）名物料理 等身大パネル フラッグ・のぼり 巡礼マップ 町の人のおもてなし 

ファンのつくるコンテンツ（痛絵馬、巡礼ノート、持込グッズ展示、同人イベント） 

「訪問者の楽しみを増す」さまざまな取組が、リピ

ーター化に繋がる。 

特に「落書コーナー」（黒板・ホワイトボード・

付箋付メッセージボードなど）は、設置にコストが掛

からないし、ファンが自ら絵を描くなどして

能動的に楽しめ、リピーター化にも繋げら

れるのでお勧めだ。 

 

ファンが、自ら楽しみつつメッセージ・イラスト等

を描き遺す。 

ネットで反応があるから、それを励みに継続して

描き続け、何度も訪問する。リピーター化への動機づ

けとなる。 

他のファンは、それを見て楽しめる。「ファンの

つくるコンテンツ」が、他のファンにとっ

て楽しみの要素として提供される、という構

図だ。訪れる度に描き遺される内容も異なるので、何

度訪れても、比較的飽きが来にくい。これも、繰り返

し訪問する動機付けとなる。 

この構図が上手く回っている好例が、滋賀県豊郷

町の事例（第 2 巻参照）だろう。 

 

この他、「神社への絵馬奉納展示」や「巡礼ノート」

「グッズ類の持ち寄り展示」などが同種の取組メニ

ューになるだろう。 

 

これに加え、「ファンのたまり場」となる交

流スポットがあれば望ましい。 

そこに上記「落書コーナー」のような、ファンが能

動的に参加できる仕掛けがあれば、繰り返し訪問す

るリピーターが、集まりやすくなる。 

埼玉県久喜市鷲宮のスナック、同県秩父市の焼き

鳥店（共に第 1 巻参照）や、前述滋賀県豊郷町の旧豊

郷小学校、長野県大町市木崎湖のコンビニ（本誌第 9

章）などが、代表的「ファンのたまり場」だ。 

 

こうした「場」の常連達が、繰り返し訪れ

る中で自然と仲良くなり、【ファン同士のコ

ミュニティ】が形成される。 

コミュニティの形成により、コミュニティ内友人

に会うことが訪問の目的と化すので、さらに訪問が

継続する。仲間と顔を合わせる回数が増えれば増え

るほど、コミュニティは益々堅固になる。コミュニ

ティの固さが、訪問のモチベーションをよ

り高める。そういう循環が続く。 

前述鷲宮・秩父市などは、そのコミュニティの中に

地域住民も加わり、ファンと地域が一体化した

コミュニティが形成されている。 

もはやそこまで来ると、訪問目的が「作品目当て」

から脱却する。「作品」のファンから、「地域」

のファンへと進化した状態だ。 

 

コミュニティの繋がりが高じて、製作者側や地元

側の企画ではなく、訪問者たるファン自らが地

域内でイベントを企画することもある。イベン

トがあれば他のファンも集うから、それも誘客に貢

献する。 

 

ファンが能動的に参加し、「ファンのつくるコンテ

ンツ」が新たな楽しみの要素を誘発。リピーター化に

も繋がる。 

そして、ファンの「たまり場」が、リピーター化を

促すと共に、ファンコミュニティの形成にも繋がる。 

地域の人々が、そのコミュニティの中に加われば、

さらに良いだろう。 

ファンコミュニティの存在が継続訪問を促すとと
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もに、自発的に開催されるファンイベントの開催等 で、さらなる誘客に繋がる、という流れだ。 
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７．ＳＷＯＴ分析で「武器が見つかった」場合③～その他の活動指針～ 

 

■ファンと会話し、ニーズをくみ取る 

埼玉県久喜市鷲宮（第 1 巻参照）や滋賀県豊郷町

（第 2 巻参照）では、これまでお見掛けしない客層

に驚き、来訪者に聞き取り調査を行ったとのことだ。 

豊郷では、「主人公が校舎内でお茶を飲むシーン同

様に、自分もお茶を飲んでみたい」とのニーズを捕捉。

検討の結果生まれたのが、豊郷小学校旧校舎群内・酬

徳記念館の「けいおん！」カフェである。 

 

ファンの「生の声」は、地域の観光振興にヒントを

与えてくれる。 

ファンとの会話は、「生の声」を吸い上げられるし、

上手く行けばファンとの人間関係も構築できるかも

しれない。 

東京都立川市（本誌第 1 章）では、商店主などに

「積極的にファンと会話しよう」と奨励していると

いう話も聞いている。 

 

■「行政主導」は、できる限り控える 

地域振興の主役は、地域内個々の中小事

業者である。行政が「ヤル気」になっても、周りの

地域事業者にそれが伝播せねば、効果も限定的だ。 

行政や商工会は、地域事業者個々の「自

助努力」を促し、事業者の「ヤル気」を引

き出す。可能な限り「後方支援」に回り、事業

者が前面で活躍できるよう図りたい。 

 

前節で論じたように、グッズを製作・販売したい地

域事業者と権利元（主に制作側）との間に

立って窓口役を担い、事業者の商品開発を支援す

る体制が一つの方法だ。 

沼津市の事例（本誌最終章）では、「水平展開」と

して、行政が地域外でのプロモーション活動

を行っている。市外での活動は、個々の事業者には対

応しづらい案件ゆえ、こういう形の活動も「後方支援」

となり得る。 

 

なお、沼津市においては、地域事業者に「ヤル気」

が出てきているものの、地域内のノウハウが未整備。

事業者にも躊躇が見られる。助成金制度の周知や権

利関係のセミナー開催など、事業者にノウハウ

を伝授する取組も望ましい。 

また、もし地域内の事業者間で利害関係の衝突が

発生するようならば（今のところ余り見られない）、

間に立ち可能な限り公平に調整を行う役割

が求められる。それはやはり、行政にしかできない役

割だと思われる。 

 

■特定作品・特定イベントへの依存度を下げる 

作品の力による「町おこし」で成果を上げたとして

も、作品の人気や力は、不変ではない。大半の作品が、

年月の低下と共に逓減する。 

そこで、地域が特定の作品に依存せず、複数の作

品を活用することで特定作品への依存度を

低下させ、持続度を高めるという方向性もある。 

１つの作品が輝きを失っても、別の作品の輝きが

残っていれば潰しが利き、その分「町おこし」の効果
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も持続しやすくなるからだ。 

複数のコンテンツを同時に推す、言わば「コンテ

ンツの重層化」という概念も、「コンテンツツーリ

ズム」の持続性を高める一つの方向性と言える。 

 

地域に１つしか作品がなく、その手法が取れない

ところも少なくはないが、作品という「武器」が複数

存在するのなら、その手法を検討しても良いだろう。 

神奈川県横須賀市（第 2 巻参照）や東京都立川市

（本誌第 1 章）がその最たる例だ。両市は、多数の作

品で舞台として起用された特性を活かし、新しい作

品が登場する度にその作品に手を出す、フットワー

ク軽い動きが見られる。2016 年に入ってからも、横

須賀は「ハイスクール・フリート」、立川は「シン・

ゴジラ」で動きを見せている。 

この他、広島県竹原市（同第 3 章）、長野県上田市

（同第 4 章）・小諸市（同第 5章）及び宮城県仙台市

（同第 7 章）も複数作品が活用されている。 

 

イベントを開催しての「町おこし」の場合は、一つ

の作品にこだわらず、時に応じ、複数作品の要素を盛

り込めば、作品面での潰しは利きやすい。 

但し、イベント依存の町おこしになりがち

な点に注意したい。 

京都府舞鶴市・青森県むつ市大湊（共に第 1 巻参

照）は、艦隊これくしょんの同人誌即売会「砲雷撃

戦！よーい！」の開催を軸とした町おこしだが、諸事

情により年 1 回の開催が限度。 

舞鶴では商店街に萌えキャラを設定するなど新し

い取組も見受けられるが、こういうイベント「以

外」のアプローチも必要に思える。 

 

■町の取組みを継続させる仕組みづくり 

町おこしの取組について、せっかく取組を始

めたものの、続かずに立ち消えしてしまう

ものも少なくない。 

何故取組が続かず、立ち消えしてしまうのか？ 

地域により様々な事情があるとは思うが、その事

情は、突き詰めていくと「ヒトの不足」ないし「カ

ネの不足」に集約される。 

 

最も顕著なのは、秋田県羽後町の取組（第 2 巻参

照）が突如頓挫したことだろう。 

元々、萌えによる町おこしとして、他のあらゆる地

域に先んじており、先進成功事例として埼玉県久喜

市鷲宮（第 1 巻参照）と並び注目されたほどだ。 

しかし、核となる町おこしイベントは、キーマンと

なる主催者が一人でやっていたようなもの。居住地

から羽後への移動費用の負担も大きかったようだ。

その主催者がギブアップしたら、後を継ぐ者も無く、

イベント自体も終了。活動は立ち消えしてしまった。 

主催者 1 人に被さる金銭的な負担もギブアップの

一因なので、「カネの不足」が招いた自体とも言える。 

 

もしこの主催者による属人的なイベント

ではなく、取組の輪が広がり、より大勢の

人が参画するイベントだったらどうだろう。

船頭多く意思決定に時間が掛かる等の短所も表出す

るかもしれないが、主催者がギブアップしても、他の

人が後を継ぎ、取組も継続可能だったのではないか。 

取組の輪が広がらず、1 人で頑張る羽目にな

った「ヒトの不足」が頓挫を招いたとも言え

るだろう。 

 

取組が継続しているところの多くは、複数の企

業・団体等による連合体（実行委員会形式が多

い）が結成されている。 
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自治体や観光協会・商工会など地域団体に、取組に

熱心な企業・事業者が加わる、官民交えた組織が多い。 

本誌を例に取ると、東京都立川市（第 1 章）、埼玉

県飯能市（第 2 章）、広島県竹原市（第 3 章）、長野県

上田市（第 4 章）、同県小諸市（第 5 章）当たりだろ

う。自治体や商工会（商工会議所）等を事務局に、実

行委員会が結成され活動している。 

逆に、こういう組織のない地域は、取組が散発的。

誰かが取組を始めても、長続きが見られない。 

広島県三次市（第 6 章）においても、取組が特定個

人に依存したものとなり、今まで長続きしていると

はいえ、今後に不安を抱く。 

 

長野県小諸市（第 5 章）においては、担当者が「継

続性を保つには赤字を出さないことが一番」との考

えから、経営意識の高い財政運営を行っている。 

収支計算・予算計画作成に際しては損益分岐点を

低く見積もり、赤字を避ける姿勢が強い。ファンへの

グッズ販売も財源の一つだが、これも、売れるものを

追求している。県からの補助金も活用している。 

収支均衡と財源確保を図り、「カネの不足」

からの回避を図っている。 

 

取組を継続させるためには、「ヒトの不足」「カネの

不足」を何とかして回避する必要がある。まとめると、 

 

１．属人的な取組から、多人数・組織的な取組

への進化 

２．安定財政の維持 

 

この 2 点が、取組継続に向けての「方向性」となる

だろう。 

 

 

８．コンテンツツーリズム取組のための「財源」 

前節でも触れたが、「カネの不足」は、コンテンツツーリズムの取組を止めかねない。 

何か誘客策を講じようとするのは良いが、何をするにしてもお金がかかるのが現実。「カネの不足」を解消す

るため、取組側も財源を確保する必要性が生じる。取組側が「自ら稼ぐ」という概念が求められている。 

一般的に、この手の町おこしにおける財源は、参加団体・業者・自治体・地域団体からの拠出金で賄われて

いるケースが多い。自治体主導の町おこしならば、自治体財政から公費が投入されるケースも多い。 

それはそれで良いが、「自ら稼ぐ」という観点から、プラスアルファとなる財源確保策について列記したい。 

 

■補助金・助成金の活用 

中小企業、特に小規模事業者が行う事業に関して

は、国や自治体で様々な助成制度・優遇制度が実施さ

れている。 

書類の作成が面倒、事業に縛りがかかる、事業終了

後に助成が下りる制度が多くキャッシュフロー面で

苦しい、など良い事ばかりではないが、各自研究し負

担軽減に努めたい。 

最近（2014 年～）では、補正予算にて「小規模

事業者持続化補助金」が小規模事業者向けに出

ている。経営計画に基づいて実施する販路開拓等の

取り組みに対し、原則５０万円を上限に補助金（補助

率２/３）を出すというもの。コンテンツツーリズム

の実施は、販路の新規開拓に当てはまり、補助の対象

になり得るだろう。 
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地域団体の事業は、自治体によりけりだが、地域

活性化事業に助成を出しているところもある。 

長野県は、地域活性化活動に助成を出す「元気づく

り支援金事業」が創設され、長野県小諸市（本誌第 5

章）・大町市木崎湖（本誌第 9章）がこれを活用して

いる。小諸は 2014 年度、300 万の助成を引き出した。 

 

自治体ベースでは、地方創生がらみで国から出る

交付金だろう。 

香川県観音寺市は、アニメ「結城友奈は勇者である」

の舞台としての町おこしを模索。2016 年には、「アニ

メコンテンツ活用地域活性化事業」の名目で、約 2200

万円の「地方創生加速化交付金」が交付された。 

コスプレで廃校に人を集めようと模索する福岡県

鞍手町も、前身の「地方創生先行型交付金」と合わせ

6000 万以上の交付を受けた。 

宮城県（本誌第 7 章）でも、台湾からの観光客誘致

事業の一環を名目に、この交付金で、アニメ「Ｗａｋ

ｅ Ｕｐ，Ｇｉｒｌｓ！」の短編を制作した。 

 

「使えるものは使う」貪欲さは必要なので、この手

の交付金・助成などを求めることは否定しないが、補

助金依存体質にならぬよう注意が必要だ。 

国や自治体の財政も、決して潤沢とは言えない。財

政が苦しくなって支出が見直され、公費支出が止ま

れば、依存体質のところは即死する。 

公費助成等は、永続しないもの。過渡的措置と

しての財源確保策と心得たい。 

 

■コスプレイベントの併催 

前述したが、地域祭事に、コスプレイベントを併催するという方法は有力だろう。 

コスプレイヤー及びカメラマンから登録料を徴収するが、これに伴う追加コストは、更衣室の用意などだが

比較的低廉だ。（開催における注意点などは、第 4 節第 1 項参照） 

 

■グッズの販売 

制作側の理解・協力の下、権利処理も適正に行う必要はあるが、公式グッズを販売することも一つの方法だ。 

ただ、仕入れなどで一定の「元手」が必要となるため、赤字にならないよう、甘い見通しに陥らない、しっ

かりとした需給予測を立てる必要がある。長野県小諸市（本誌第 4 章）のように、損益分岐点を低く見積

もる、売れるイラストにこだわるなど、赤字に陥らないための工夫も必要だろう。 

 

■特別住民票の発行 

上記「グッズの販売」の項目に近いが、これも制作側の理解・協力ならびに適正な権利処理が前提となる。 

埼玉県久喜市鷲宮（第 1 巻参照）など各地で実施されており、相場は１枚 300 円～500円ぐらいか。 

売上は、他の町おこし事業の財源に充てても良い。鷲宮のように街路灯を設置し地域に還元する方法もある。 

 

  



  

■ファンからの資金調達 

ファンからお金を集める調達方法なので、ファン

からの支持が篤くなければ実現不可能な点

には注意。 

出資額に対し返礼品を送るのが通例だが、その返

礼品が、出資へのモチベーションをもたらす

ものであることも必要だ。レアイラストが用いられ

れば、ファンのモチベーションも上がるだろう。 

 

「東北ずん子」を通じた地域振興に取り組む宮城

県白石市では、スタンプラリー企画を定期的に実施

している。 

公費助成を財源としていた時期もあったが、助成

の打ち切り可能性も考慮し、今では「クラ

ウドファンディング」を利用し、スタンプ

ラリー企画に必要な資金を調達している。 

 

自治体ならば、「ふるさと納税制度」の活用も

一案だろう。返礼品勝負だが、話題性の高い返礼

品ならば、ファンからの資金も集まりやすい。 

茨城県大洗町（第 1 巻参照）が瞬く間に 2 億近い

増収を果たしたことは有名だが、愛知県一宮市も、地

元フィギュア業者による「艦隊これくしょん」駆逐艦

娘のフィギュアを返礼品に置いた所瞬殺したと聞く。 

新たな財源確保策として、今後模倣する自治体も

増えそうだ。 

 

 

９．コンテンツツーリズムの段階進化論・試論

「コンテンツツーリズム」において、「取組の輪」の広がる過程を、５つの段階に分類してみた。 

 

①初期段階…「イノベーター」「アーリーアダプター」が舞台を特定。「巡礼」のみ 

②個店単位…個々のお店で取組がスタート。ファンなじみの「聖地」的お店も登場 

③地域単位…取組を行うお店が増え、地域単位で共同しての取組も。商店街内スタンプラリーなど 

④地域のファン化…作品関係なく地域を再訪 

⑤地域とファンの協働…地域祭事にも運営から参加 

 

⑤まで進むと「行きつくところまで行った」感があ

りそうだが、埼玉県久喜市鷲宮（第 1 巻参照）や富山

県南砺市城端（第 2 巻参照）などがその代表例であ

ろうか。 

ファンが地域祭事までからむようになると、彼ら

は事前準備の段階から地域を訪れるから、リピータ

ー化も極まれり、といった感がある。 

 

もっとも著名な成功事例の茨城県大洗町（第 1巻）

は、⑤の域には至らぬものの、商店街が面白いだとか

友人に会えるだとかで、「暇なので大洗に行くか」み

たいなファンも多い。 

もはや「作品ファン」を通り越し「地域のファン」

化した、④の事例に該当しよう。 

 

逆に、③地域単位の取組にまで広がらなくても、②

個店単位のまま 10 年以上の長期にわたり

継続する事例は、長野県大町市木崎湖（第 9 章）・同

県小諸市（第 5 章）あたりだ。仙台市（第 7 章）のジ
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ョジョ関連も該当するだろう。 

行政や地域団体を通じた取組は目立たないが、長

年個々のお店がファンとの交流を大事にし、

それが長期にわたり続いている。 

 

逆に言えば、現時点で取組の輪が広まらない

ならば、せめて個々のお店だけでも、その

取組を温め続けることが大切だ。お店に来る

ファンを大事にして、リピーター化を進めていけば、

彼らファンが何かしらのイベントを企画してくれる

かもしれない。 

木崎湖のように、放映 10 年経ったところで

制作側まで協力し、地域挙げての盛り上が

りに進化する、という事態もあるかもしれない。 

今は取組の広まる時機ではないから、保てる関係

性を大事にしつつ、時機を待つ、という考え方になる。 
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【コラム】コンテンツツーリズムの「成功モデル」は一つではない 

 

コンテンツツーリズムのあり方は、一つではない。

極論言えば、地域の数だけあり方が存在する、

とすら思っている。 

コンテンツツーリズムの取り組み方、すなわち「あ

り方」は、地域事情に応じ柔軟に変わる必要

がある。地域事情を無視して、成功にはたどり着けな

いだろう。（同様に、権利元（制作側）の意向にも「あ

り方」は左右される） 

だからこそ、「理論編」にて、私は「ＳＷＯＴ分析」

による地域の状況整理を推奨しているのだ。 

 

埼玉県久喜市鷲宮は、アニメ「らき☆すた」の

舞台として大勢の訪問客に恵まれた。その中で、フ

ァン・地域・権利元が互いに尊重し合い、

協働し合う「町おこし」のモデル（＝山村高

淑北海道大学教授提唱「トライアングル・モデル」）

も見いだされた。 

茨城県大洗町は、アニメ「ガールズ＆パンツァ

ー」の人気に伴い訪問客も急増。権利元の理解もあり、

個々の商店・事業者等が競い合うかのよう

に、ファン向けの商品・サービスを提供。

商店街を中心に町を挙げて盛り上がっている。 

 

これらの事例は、ある意味「完成型」の成功モデル

として尊重するのは良いが、それを絶対視しても

いけない。 

これらの方法だけが、コンテンツツーリズムの方

法論でもない。地域に応じた「方法論」があって然る

べきである。 

 

京都府舞鶴市・青森県むつ市大湊（共に第

1 章）は、旧日本海軍ゆかりの地であると共に、「艦

隊これくしょん」の聖地でもある。 

この両地域は、「艦隊これくしょん」の同人イベン

ト「砲雷撃戦！よーい！」が開催。地域側は、これに

合わせ会場そばで、当地の特産品を販売する屋

台村を出している。 

参加者も、その土地ならではの味覚を味わ

えるため、同人イベント参加の楽しみも倍

加。これを楽しみに「砲雷撃戦！」に足を運ぶ参加

者も少なくない。 

屋台の売上による経済効果は無論、、前夜祭など

前日から付帯イベントが開催されることで、

日帰り観光から 1 泊観光へのシフトを促し

経済効果をより高めている。 

イベントを軸とした「町おこし」モデルの、一つの

成功した完成型だろう。 

 

東京都立川市（本誌第 1 章）や神奈川県横須

賀市（第 2 巻参照）は、数多くの作品で舞台と

して起用されている特性上、特定の作品にこだ

わってはいない。 

一つの作品に寄り過ぎると、他の作品が登場した

時、その機会を活かせず逸失利益も発生するだろう。 

その代わり、新しい作品が登場する度、フッ

トワーク軽く手を出している。時流に応じつ

つ、臨機応変にさまざまな作品を活用する、という取

組の仕方である。 

これも、完成された一つの「町おこし」モデルと言

えるだろう。 

 

滋賀県豊郷町（本誌第 2 章）のように、豊郷小

学校旧校舎群というワンスポットを軸とし、ファン

の自主的な動きを尊重しつつ、地域が側面から支援
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する、という考え方もある。 

これは、リピーター化・ファンコミュニティとして

の「豊郷ティータイム」の結成、そして彼らが興すキ

ャラお誕生会・同人誌即売会へと発展した。 

ファンの自主性に委ねる。これを徹底す

ることで、「町おこし」に繋げたモデルと言えよう。 

 

一方、権利元の意向が強く反映された「町おこし」

のあり方も存在する。 

広島県竹原市（本誌第 3 章）では、権利元が、

積極的に地域でファンイベントを開催。権利元主

導の色合いが極めて濃厚だ。 

静岡県沼津市（本誌最終章）においても、本誌

執筆の 2016 年 12 月現在、地域内商店・事業者の動

きも兆しは見えるものの、制作側による地域内での

プロモーションが圧倒している。 

神奈川県箱根町（第 2 巻参照）では、権利元

が「マニア向けの商品にならず一般人でも手に取れ

るものを」という意向を出している。マニア向けのも

のには「ダメ出し」が入ることもあるようだ。 

 

以上、何点か例示したが、鷲宮や大洗の「成功

モデル」だけが全てではなく、絶対でもな

いことはご理解いただけよう。 

誰が主導するかにしても、ファン主導のものもあ

るし、権利元主導のものもある。 

 

最近気になることとしては、コンテンツツーリズ

ムへの取組みを検討している地域に、とりあえず大

洗を視察しよう、という傾向が見られることだ。 

確かに大洗は、我が国でもっとも成果が顕著な事

例の一つである事は間違いないから、注目するのも

致し方ない。 

しかし、全ての地域が大洗を見習うべきか？とな

ると疑問である。 

 

例えば、複数作品の舞台となる土地ならば、「ガル

パン」単一作品の舞台にすぎない大洗よりも、むしろ

色々な作品に手を出す立川・横須賀の方が、視察先と

してはより適切であろう。 

既に観光地として相応に有名な地域が何か手を出

すならば、同じ観光地境遇の大洗でも良いだろうが、

それ以上に箱根や岐阜県白川村白川郷（共に第 2巻）

の方が、メジャー観光地ならではの苦労なども間近

で見知る事ができ、より適切かもしれない。 

 

筆者も、曲がりなりにも、広く浅くではあるものの、

全国各地のコンテンツツーリズム取組事例を研究し

てきた身。 

その経験と知見を活かし、機会があれば、その地域

の事情に沿った最適な視察先を、ご提案してみたい

とも思う。 
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「ラブライブ！」は、学校で結成された架空のアイ

ドルグループ（作中では「スクールアイドル」と称す）

の奮闘を描く作品。 

「みんなで叶える物語」をキャッチコピーとし、ユ

ニット名・センターポジションなど「電撃 G's 

magazine」での読者参加企画でユーザーの声を集め

つつで決定するという特徴がある。 

初代「ラブライブ！」は 2010 年以降、テレビアニ

メ化・ゲーム化や作中楽曲を声優ユニットが再現し

てのＣＤ化・ライブ等、多様なメディアミックス化が

図られた。作中と同名の声優ユニット「μ's」は、2015

年末の紅白歌合戦にも出場した。 

 

2015 年夏より「ラブライブ！」の新企画として「ラ

ブライブ！サンシャイン！！」がスタート。 

「電撃 G's magazine」での読者参加企画でスクー

ルアイドルとしてのユニット名が「Aqours」と決

定。2015 年秋には声優ユニットによるデビューシン

グルがリリース。翌 2016 年夏にはアニメ化した。 

基本的な世界観やメディアミックス展開等は、初

代「ラブライブ！」とほぼ同様だ。 

ただ、舞台は異なり、初代の秋葉原に対し、「サン

シャイン」では沼津市（特に同市内浦地区）を

舞台としている。 

 

 

◆アニメ放映前から始まる取組 

アニメ放映決定から放映まで、約半年の猶予期間

があったが、その間にも地域における期待感や盛り

上がりは日々高まっていった。 

沼津の干物組合は、「助けてラブライブ！」と

ばかり地域活性化に期待を寄せるコメントを寄せた

ぐらいだ。（１） 

「サンシャイン」は、ただのご当地アニメではない。

紅白歌合戦にまで進出した、人気ビッグネ

ーム「ラブライブ！」の続編作品である。前

作に比肩する人気を獲得することは予想に難くない。

期待が高まるのも当然だろう。 

 

先鞭を付けたのは、沼津三津地区の「三の浦観

光案内所」だろう。 

【最終章】静岡県沼津市の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「ラブライブ！サンシャイン！！」を通じた地域振興 

地域振興へのキーマン 現状見当たらず（今後台頭する可能性もあり） 

ここがポイント！ 

▶ 人気作の続編ゆえ、地域事業者間で高い関心。勉強会も開催。 

▶ 内浦・沼津港・沼津市中心部と広範囲なエリアで、多種多様な取組。但し 

現時点では、舞台となったお店が中心で、制作側主導の傾向も。 

▶ 行政・沼津市は、市外のプロモーション・水平展開に目立つ傾向。 

▶ 今後の作品展開次第で、随時状況の変わる可能性あり。 
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2015 年 11 月にアニメポスターを案内所に張り出

し話題になったようだが、2016 年以降は案内所の外

壁・内壁にポスターが貼られ、のれん・フィギュア・

ノボリ等も案内所内至る所に。アニメ映像も流され、

巡礼ノートも置かれた。（２） 

アニメ放映前の早い時期から、三の浦観光案内所

は、「サンシャイン」聖地巡礼におけるラン

ドマークスポットとして知られるようになった。 

 

さらに、ゲーム・アニメ系ショップ「ゲーマーズ」

も、2016 年 2 月、沼津駅近くに「沼津店」を開店。

政令指定都市級の大都市出店が多いゲーマーズだが、

人口約 20 万の沼津に出店する展開は異例だ。 

開店早々、サンシャイン公式とコラボして「ゲーマ

ーズ沼津店 Aquors 看板娘総選挙」を実施（３）する

当たり、サンシャイン放映に呼応しての開店

と見て良いだろう。 

 

 

◆三津地区の取組 

市中心部・ＪＲ沼津駅から南に８ｋｍの三津地区

は、駿河湾を望む砂浜の風景の美しい港町。風光明媚

な光景の海水浴場に加え、海沿いの立地を生かした

「三津シーパラダイス」「淡島マリンパーク」

といったテーマパークも名所として知られている。 

アクセスはやや不便で、沼津駅から南に東海バス

で 30 分程度。 

伊豆箱根鉄道・伊豆長岡駅からもバスは出ている

が、三津シーパラダイス止まりの便が多いので注意。

とは言え、三の浦観光案内所へは、シーパラダイスか

ら歩いて 10 分程度なでそんな遠くはない。 

 

三津地区は、「サンシャイン」においてメインとな

る地域。 

三の浦観光案内所のみならず。主人公の実家モデ

ルとなった「安田屋旅館」、声優ユニットがリリー

スしたＣＤで取り上げられた和菓子店「松月」な

ど数多くの「聖地」が存在。決して便の良い場所とは

言えないながらも、ファンが絶えず訪れている。 

 

また、三津へのアクセス路線となる東海バス・

伊豆箱根鉄道ともに「サンシャイン」のラ

ッピングバスを運行。車内放送を声優が担当し

するなど話題を集めている。（４） 

東海バスは、沼津駅の三津方面行きバス停に「サン

シャイン」ラッピングを施した。2016 年 9 月には、

「ラブライブ！サンシャイン!!」ラッピングバス運

行記念乗車券販売イベントを沼津市中心部にて実施。

記念乗車券の発売やラッピングバス留置展示などが

行われ、大勢のファンが訪れた。 

伊豆箱根鉄道はさらに積極的だ。三島～修善寺の

鉄道線にラッピングトレインを展開。伊豆長岡

駅のバス停や観光タクシーにもラッピング。ラッピ

ングタクシーで聖地巡礼を、とのアピールも怠ら

ない。 

 

「三津シーパラダイス」も、伊豆箱根鉄道の

電車・バスと三津シーパラダイスとのセット券が、ア

ニメ放映前の 2016 年 5 月時点で前年同月比 205％

（５）と、サンシャイン効果は顕著。 

作中曲「恋になりたい AQUARIUM」をイメージした

水槽も登場した。 

 

「あわしまマリンパーク」は、作中キャラ・
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松浦果南の実家モデル「カエル館」や同じく小原鞠利

の実家モデル「淡島ホテル」に加え、園内「淡島神社」

や淡島への渡し船「アワシマ 16 号」などが作中に登

場。聖地として名高い。 

2016 年 7 月には「アワシマ 16号」をサンシャイン

仕様にした「Aqours 丸」の運行を開始。Aqours の

イラスト付記念入園券は、7 月からの 1 か月半

で 2 万枚を完売する勢いだ。（６） 

10 月には、当地の海産物をふんだんに盛り込んだ

「Aqours 丼(アクアどん)」の提供も開始した。（７） 

 

主人公の実家モデル「安田屋旅館」も加盟する、内

浦の旅館により構成されている「沼津・三津旅館

組合」でも、旅館探訪のラリーを開催。コンプリー

ト景品に特製パズルを用意した。 

宿泊を踏破条件とするが、旅館によっては入浴・食

事でも可とすることで難易度を下げる工夫も。（８） 

 

ここまで三津の取組を俯瞰したが、取組のほぼ

全てが、舞台となったスポットに限られて

いる。 

まだ始まってから日が浅いこともあるのだろうが、

舞台スポット単位の「点の取組」に限られ、町ぐる

みの取組・「面の取組」には至っていない。 

この取組の輪が、（第 1 巻鷲宮の事例然り）ファン

の力も借りる形の「協働」になったり、（第 1 巻大洗

の事例然り）他の業者にも広がり「面の取組」になっ

たりすれば、地域活性化の効能はより高まるだろう。 

 

ファンとの協働については、一定の取組・成果が見

られる。 

2016 年 8 月に開催された地域の夏祭り「奥駿河

湾海浜祭」では、サンシャインの痛車が展示され場

に彩りを添えた（９）。ファン内で寄付を広く集め、

キャラのお祝い花火を打ち上げようとする動きも見

られた（１０）。 

ファンと地域との関係構築は緒についたばかりだ

ろうが、これが進展すると「作品のファン」が「地域

のファン」にシフトし、リピーター化に繋がる。良き

流れとして受け止めたい。 

 

◆沼津駅近辺の取組 

内浦地区ほどではないが、沼津市中心部でも、サン

シャインを通じた取組が見られる。 

 

駅近辺では、先述「ゲーマーズ」は開店がらみの企

画に加え、店内展示も「サンシャイン」一色。 

仲見世商店街の老舗書店「マルサン書店」は、

舞台として取り上げられたことをポスターでアピー

ル。元々アニメ・マンガ関連に強い書店が、サンシャ

イン関連コーナーを設けつつ、巡礼ノートやメッセ

ージボードを用意して、ファンの交流を促している。 

 

アニメ作品中に登場したことを契機に、静岡県内

で販売されている名物パン「のっぽパン」が馬

鹿売れする現象が発生。 

最終的には、サンシャインとコラボした「の

っぽパン」が販売されるに至った。コラボ「のっぽ

パン」は、沼津駅内のコンビニや駅・市内のスーパー

等のみならず、駅前のゲーマーズでも販売を開始す

る等販路を拡大。 

9 月から 11 月までの 2 か月で累計販売 10 万本を

突破している。（１１） 

 

また、同じく沼津駅そばには、「サンシャイン」

公式カフェが、20016 年 11月に開店。静岡県内で
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飲食店を運営する雄大グループが、ビアガーデン等

に利用していた施設「雄大フェスタ」を改装し、「曜

ちゃんのヨキソバ」など作品に登場するメニューを

再現した。（１２） 

 

駅近辺は、市の中心部だけに、サンシャイン関連の

イベントも豊富だ。 

沼津市民文化センターでは、2016 年 7 月に、制作

側主催のファンイベント「ラブライブ！サンシャイ

ン!! Aqours 夏休み課外活動～みんなでいっしょに

夏まつり～ in 沼津」が開催された。（１３） 

前項で触れた、東海バスの記念乗車券販売イベン

トは、沼津中央公園を会場とした。 

沼津中央公園では、同年 11 月にも、沼津商工会議

所と地元高校生が連携。地域祭事「第２０回よさこい

東海道」合わせで開催されたイベント「ＨＩＮＡ

Ｐ（ハイナップ）」にて、サンシャインのラッピ

ングタクシーやラッピングバスを招聘しての撮影会

が実施された。（１４） 

 

沼津駅北口の「キラメッセぬまづ」では、これはこ

のジャンルでは珍しいファン主導のイベントになる

が、サンシャインの同人誌即売会「僕ラブ！

サンシャイン in 沼津」が 2016年 10 月に開催。

盛況に終わった。（１５） 

2016 年 12 月には、駅近くの商業施設「イシバシプ

ラザ」にて「ラブライブ！サンシャイン!!パ

ネル展」が開催。指定施設での買い物客に、オリジ

ナルストラップもプレゼントする。（１６） 

 

全般的に、制作側とコラボしたものが多く、制作

側主導のものも数多いようにお見受けするが、取組

の数の多さに、この作品ならではの「勢い」も感じる。 

 

 

◆あげつち商店街～沼津港エリア

ＪＲ沼津駅から南に約３ｋｍの沼津港エリアは、

沼津湾で水揚げされた駿河湾の魚介類が味わえる店

舗が多く、観光客も多いエリアだ。 

「沼津バーガー」も沼津の魚介類をバーガー

にして提供しているが、作中のキャラに因んだコラ

ボ商品「堕天使オーブ」を販売。タコのナゲッ

トで、キャラのミニクリアファイル付とはいえ 700円

はやや高額だが、多くのファンが買い求める展開。 

また、ＪＡなんすんは、沼津港「みなと新鮮館」

にアンテナショップを設けているが、地場の寿太郎

みかんジュースをアピールしつつ、サンシャインに

登場したこともアピール。サンシャインの展示も豊

富で、ここもファンにとっての「聖地」と化している。 

 

沼津港と沼津駅の中間にも、聖地は存在する。 

沼津港から北に１ｋｍ進むと、渡辺曜の実感モデ

ルとされている喫茶店「欧蘭陀館」が。店内には

渡辺曜のイラストやフィギュア・グッズ等が展示さ

れ、作中に登場したメニューも注文可能。 

注文者にはメニュー表と共に巡礼ノートも貸与さ

れ、読み書きも自由だ。 

筆者が訪問した 2016 年 10 月 22 日には、大勢の聖

地巡礼者で賑わいを見せていた。 

 

欧蘭陀館から北に１ｋｍ、ここまで来れば沼津駅

からも南に約１ｋｍで徒歩圏内。「あげつち商店

街」も、作中キャラ・津島善子の実家モデルという

ことで、「聖地」としての取組を模索している。 



 

 - 80 -  

特に「つじ写真館」の力の入れ方は相当で、店

舗の一角をファン向けに開放。区域内は展示物で埋

め尽くされ、訪問ファンにお茶をサービスしている

おもてなしぶり。善子にちなんだコーヒー豆の販売

もスタートし、売れ行きも好調と聞く。 

2016 年 10 月 22 日は、沼津市内で町おこしを

考える勉強会的なイベント「ラブライブ！

サンシャイン!!の聖地・沼津を盛り上げる

アイデアソン」（１７）も開催されたが、そこにも

足を運ぶ、勉強熱心な姿勢も感じ取れた。 

 

制作側も「あげつち」特に「つじ写真館」には注目

しているようで、2016 年 10 月には、制作側・キャラ

クターデザイン担当の室田雄平氏が訪問。（１８） 

2016 年 11 月には、あげつちの催事「絵馬コ

ンテスト」に Aquos メンバーが参加。イラス

ト入りの絵馬を町に寄贈した。絵馬は商店街内、つじ

写真館をはじめとした 9 店舗で展示（１９）。 

「つじ写真館」をはじめとした商店街の頑張りに

制作側も敬意を表して寄贈、といったところか。これ

を機に、あげつち商店街訪問のファンが増える事に

も期待したい。 

 

◆積極的な水平展開 

これまでは、沼津市内における取組を列挙してき

たが、沼津の取組を他所の地域でも広める、いわゆる

「水平展開」が積極的なところも、沼津ならでは

の特徴だ。 

「水平展開」は、「既存の技術や知識などを、他の

分野や領域に対して適用すること」と定義づけられ

ている。 

ただし、本論における「水平展開」は、「町おこし

のノウハウを他所の都市に生かす」という意味での

水平展開ではない。「これまで沼津市内で行

ってきた地場の特産品の販売を、沼津

以外の場所でも実施する」という意味で捉

えていただきたい。 

特産品を市外で販売する「水平展開」は、経済効果

も発生するのみならず、沼津への誘客を促すプ

ロモーション活動としての意味合いもある。市内

のみならず、可能ならば、市外に目を向けたいものだ。 

 

沼津は他の地域に比べても、市外での水平展開に

積極的だ。 

2016 年 8 月には、地域の魅力をＰＲするイベント

「ふるさと甲子園」に、沼津市が参加。サンシャ

イン効果もあってか、グランプリを受賞した（２０） 

2016 年 10 月には、埼玉県さいたま市大宮で開催さ

れた「アニ玉祭」合わせの併催イベント「大宮オー

タムフェスタ２０１６」に沼津市が出店。コラ

ボ「のっぽパン」や、「松月」の西浦みかんどら焼き

などを販売（２１）。早々に完売を果たしたと聞く。 

 

同年 11 月には、都内日比谷公園で開催された「全

国魚市場＆魚河岸まつり」にも、沼津バーガー・あわ

しまマリンパーク・三津シーパラダイスのサンシャ

イン「連合軍」が出店。名物深海魚バーガーや、サン

シャインとのコラボ商品として「堕天使オーブ」

「Aquas 丼」を出品・販売した。（２２） 

他にも、都内のラブライブ！関連イベントや公式

カフェに、随時三津シーパラダイス・あわしまマリン

パークが出張するケースが見受けられる。 

 

なお、「サンシャイン」を通じた沼津市内の地域活

性化において、沼津市の関与は余り見えない。 

2016 年 1 月「沼津市新成人議会」によると、「制作
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会社が戦略的に広報活動を行っているので、現時点

では本市としての独自の動きは、まだ控えていただ

きたい」との当時の市長からの答弁もある。（２３） 

同年 6 月沼津市議会質疑においても、舞台モデル

中学校への学校用地の立ち入りを禁止する等、市民

生活に影響を及ぼさない取組が中心のようだ。（２４） 

 

ただ、同年夏以降の「水平展開」においては、沼津

市の関与は一転して顕著だ。 

同市「ぬまづの宝推進課」は、フィルムコミッショ

ンの職掌を担っていることから、制作側に当初から

協力してきたものと考えられるが、この課は、シテ

ィプロモーションも担当している。 

地域内での活動は、地域の事業者に任せ、地域の

事業者だけでは対応しづらい「水平展開」

や市外へのプロモーションといった、市外

の活動に注力している印象だ。 

 

 

◆今後の展望 

2016 年 11 月現在の沼津市の状況を俯瞰すると、主

に舞台として取り上げられたスポットを核

に「聖地化」が進み、総じて活況を呈していると

見られる。 

勢いのあるアニメで、来訪者も多いから、「自分た

ちも何かやってみよう」と、地域内の事業者にも

ヤル気が出ている。 

これは、良い傾向だと思うが、その「ヤル気」を摘

まないよう努めないといけない。 

 

事業者にとって「ヤル気」を削ぎかねない要因は、

「何処から手を付けてよいか分からない」

「ノウハウがない」という部分だろう。 

特に、オリジナルのグッズやノベルティを開発し

たいお店など、イラストを使わせてもらうに当たり、

権利処理をどうすれば良いか？という部分が難関だ。 

制作側と協調関係にある市「ぬまづの宝推進課」を

通じ、制作側の知財担当者を講師に、商工会

議所などで権利関係のセミナーを開催する

ことが望ましい。 

お金の問題も重要だ。何かことをはじめるにはお

金が必要だが、小規模事業者にとってはたとえ少額

でも負担感は大きい。それでも「小規模事業者持続化

補助金」など有用な助成を活用できれば、負担は軽減

されるだろう。 

市や商工会議所で、助成金に関する勉強会を

開くなどして、補助金制度の周知を図ってはどうだ

ろうか。 

 

先進地域の関係者を招いてセミナーを開き、ノウ

ハウを伝授してもらうという方法も、有効だと思う。 

ただ、沼津の地域事情に即したノウハウになり得

ない可能性もあるので、その点は注意が必要だろう。 

 

また、沼津の特色としては、舞台となる地域、

取組の始まっている地域が極めて広い範囲

であり、これは他地域に無い特徴だ。 

市街地から離れた内浦地区や、沼津駅近辺、沼津港、

駅から港の間の「あげつち商店街」…それぞれが独自

に取組を始めているが、我々観光客サイドから見れ

ば、バラバラ感が強い。 

見どころも非常に多いので、観光するにもどこか

ら手を付けてよいのかわからない。 

 

これを解決する手段の一つとして、スタンプラ

リー・グルメラリーの実施を提案したい。アニ
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メ二期放映までの話題作りになるし、訪問すべき

見どころも可視化され、地域内の回遊効果

も高まる。 

 

また、各地区の業者を交えての「連絡会」

結成もお勧めしたい。 

各地区相互に情報交換を行うことで、取組の相乗

効果も生まれる。地区をまたがっての取組も実現し

やすくなる。 

スタンプラリーも、内浦の旅館組合のラリーのよ

うに、当面は地区単位で行うことが現実的だろうが、

地区間の横のつながりが生まれれば、地区を横断し

てのラリーも可能になる。 

 

今のところ、コラボの多くは制作側が絡ん

でおり、制作側主導とも言える。 

制作側はあくまで作品のプロモーション目的での

取組・コラボである。作品が終われば手を引くだろう

から、元の木阿弥に戻りかねない。 

制作側が地域から手を引いても、地域は生き続け

る。作品が終わっても、地域は、永続的に地域活性化

に取り組む必要があるのだ。 

制作側主導の活性化も限界があるので、どこかで

地域民主導の活性化に転換させたい。 

 

地域活性化の主役は、地域事業者の皆様

のヤル気に左右される。 

今「サンシャイン」で燃え上がる地域の皆さんのヤ

ル気を、如何に生かし地域活性化に繋げて行くか。地

域民主導の活性化に繋げて行けるのか。 

そういう観点から、今後も良き方法を模索し、そし

て提案して参りたいものである。 

 

（なお、上記の展望は 2016 年 11 月現在のもので

あることは強調したい。この地の取組は、現在進行形

で動いている。今後、情勢の変動に伴い、提言内容の

変化も充分有り得るだろう） 

 

 

（１）ねとらぼ「「助けてラブライブ！」 新作「サンシャイン！！」の聖地巡礼に期待する沼津・干物業界のブログが話

題に」（2016 年 06月 20日）http://nlab.itmedia.co.jp/nl/articles/1606/20/news138.html 

（２）おたぽる「『ラブライブ！サンシャイン!!』ラッピング電車が乗車券売上げ倍増、期間延長決定!! サンシャイン色

に染まる“聖地”沼津」（2016 年 7月 1 日）http://news.biglobe.ne.jp/entertainment/0702/ota_160702_1405015680.html。

及び筆者が 2016年 9 月 4日に視察した際の状況より。 

（３）Aquors キャラの中から、ゲーマーズ沼津店の看板娘を決める人気投票。津島善子が 1位に選出、善子の描き下ろし

イラストがゲーマーズに飾られている。 

（４）静岡新聞 NEWS「「ラブライブ！」声優がアナウンス 静岡県東部のバス２社」（2016/8/3）http://www.at-

s.com/news/article/topics/shizuoka/266828.html 

（５）（２）に同じ 

（６）おたぽる「『ラブライブ！サンシャイン!!』で熱くなる聖地・沼津！ あわしまマリンパークではコラボ入場券 2 万

枚完売」（2016年 8 月 21 日）http://top.tsite.jp/news/anime-song/o/30227353/ 

（７）東京ウォーカー（全国版）［あわしまマリンパークに「ラブライブ！サンシャイン!!」とのコラボメニュー登場］（2016

年 10月 15 日）http://news.walkerplus.com/article/89533/ 

（８）ラブライブ！サンシャイン !! 沼津内浦＆西浦お宿探訪パズルラリー特設サイト http://www.numazu-
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yado.com/lls/index.html 

（９）静岡新聞 NEWS「沼津・内浦活性化へ海浜祭  アニメラッピング車展示」（ 2016/8/4） http://www.at-

s.com/news/article/local/east/267150.html 

（１０）「内浦の夏祭りでヨハネ＆千歌誕のお祝い花火を打ち上げよう！！」http://twipla.jp/events/208894 

（１１）株式会社バンデロール「のっぽ×ラブライブ！サンシャイン!!コラボパンの累計販売数が 10 万本突破！」（2016

年 11月 9 日）http://www.banderole.co.jp/news/2288/ 

（１２）静岡新聞 NEWS「アニメ「ラブライブ！」  公式カフェが開店  沼津」（ 2016/11/8）http://www.at-

s.com/news/article/local/east/299413.html 

（１３）サンシャイン公式サイト内、オフィシャルニュース・2016/08/01付。 

（１４）静岡新聞 NEWS「高校生が企画運営 沼津、「よさこい」盛り上げへイベント」（2016/11/12）http://www.at-

s.com/news/article/local/east/300790.html 

（１５）「僕ラブ！サンシャイン in 沼津」告知サイトより。http://www.puniket.com/lovelive/event_numazu.html 

（１６）イシバシプラザ「ラブライブ！サンシャイン!!パネル展」http://www.ishibashi-plaza.com/eventinfo_ip.html 

（１７）秋葉原ＩＴ戦略研究所ブログ「ラブライブ！サンシャイン!!の聖地・沼津を盛り上げるアイデアソン」

http://akibalab.hatenablog.com/entry/2016/10/29/03411 

（１８）つじ写真館 facebook・https://www.facebook.com/tsujiphotostudio/posts/1086100531503315 

（１９）サンシャイン公式サイト内、オフィシャルニュース・2016/11/20付 

（２０）ヌマヅノタカラ「第 2 回全国ふるさと甲子園で沼津市がグランプリを獲得しました！！」

http://www.city.numazu.shizuoka.jp/citypromotion/topics/h28/grandprix/index.htm 

（２１）ヌマヅノタカラアニ玉祭連動企画イベント『大宮オータムフェスタ 2016』に沼津市が出展します！」

http://www.city.numazu.shizuoka.jp/citypromotion/topics/h28/omiyafes/index.htm 

（２２）サンケイスポーツ「全国魚市場＆魚河岸まつりに人気アニメ「ラブライブ！ サンシャイン！！」が参加」

（2016.11.10）より。筆者も 2016 年 11月 19 日に訪問。http://www.sanspo.com/geino/news/20161110/sot16111018030003-

n1.html 

（２３）2016年 1 月、沼津市新成人議会議事録より。 

https://www.city.numazu.shizuoka.jp/shisei/topics/h27/seijingikai/kaigiroku.pdf 

但し、2016年 1 月時点の話なので、現在状況が変化している可能性もある。 

（２４）2016年 6月 15日、沼津市議会議事録より。
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SPECIAL THANKS TO  

 ＮＴ／ｆｉｖ様（サークル「かんたんのゆめ」／表紙イラストデザイン・一部画像撮影＆提供） 

＊一部、著者・花羅撮影の画像もございます 

 コンテンツツーリズム先行研究者各位 

 某中小企業診断士 勉強会メンバー各位 

 著者プロフィール   花羅（はなら・サークル「ＳＴＲＩＫＥ ＨＯＬＥ」主宰） 

 

埼玉県生まれ。中小企業診断士、総合旅行業務取扱管理者。 

観光業界での勤務に際し、オタク向けの企画を立案並びに運営。年間 1000 人超が参加する企画を、15 年

にわたり実現。この業務を通じ同人世界に詳しくなるとともに、同人沼に埋没。いつの間にか自ら即売会を主

催し、サークルとしての活動も始める。 

サークル活動としては、全国各地で開催される同人誌即売会への遠征を繰り返しつつ、各地の同人誌即売会

の様子を評論・レポートし同人誌として刊行する活動がメイン。2012 年には 47 都道府県の同人誌即売会参

加を達成。「全国制覇」を果たすと共に、地方の疲弊も目の当たりにし、地域振興の重要性を痛感する。 

現在、日本中のイベント行脚経験・観光業界での業務経験に加え、中小企業診断士としての知見も生かし、

地域振興に繋がるコンテンツツーリズムの在り方を研究・模索中。 

 

（コンテンツツーリズム及び企業経営に関するご相談、ならびに各種コンテンツツーリズムにまつわる勉強会・

セミナー等の講師業務も承っております。各地の成功例や取り組みを参考にしつつ、地域や業種に応じたご提

案やお話ができると思います。奥付メールまでご一報ください） 

 


